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は
し
が
き
　
本
稿
は
、
　
『
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
一
七
巻
（
昭
和
五
八
年

一
二
月
）
に
そ
の
「
序
」
を
発
表
し
た
筆
者
の
研
究
「
近
代
目
本
の
テ
ク
ノ
ク
ラ
シ

ー
運
動
と
教
育
」
の
「
結
論
」
の
部
分
で
あ
る
。

　
い
よ
い
よ
こ
の
結
論
に
お
い
て
、
本
研
究
全
体
の
ま
と
め
を
行
う
と
と
も
に
、
「
技

術
の
制
度
化
」
の
進
む
杜
会
に
お
げ
る
教
育
の
あ
り
方
の
課
題
を
テ
ク
ノ
ク
ラ
シ
ー

運
動
の
根
本
的
に
問
い
か
げ
る
こ
と
を
読
み
と
り
つ
つ
示
し
て
み
る
こ
と
に
し
た

い
。A

　
テ
ク
ノ
ク
ラ
シ
ー
運
動
と
「
技
術
の
制
度
化
」

　
一
　
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
ゲ
活
動
の
ひ
ろ
が
り

　
本
研
究
は
、
　
「
序
」
に
も
示
し
た
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
の
杜
会
学
者
ガ
ー
ス
と
ミ

ル
ズ
の
制
度
論
を
べ
ー
ス
に
し
て
、
近
代
目
本
に
お
け
る
行
為
と
し
て
の
技
術
（
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ソ
グ
）
の
ひ
ろ
が
り
に
よ
る
「
技
術
（
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ソ
グ
）
の
制
度

化
」
の
過
程
を
追
う
こ
と
を
主
た
る
任
務
と
し
て
き
た
。

　
そ
し
て
、
い
く
つ
か
の
制
度
的
な
秩
序
を
形
成
し
て
い
る
共
通
の
基
本
的
な
杜
会

的
行
為
の
局
面
に
つ
い
て
の
考
察
か
ら
、
　
「
技
術
の
制
度
化
」
に
つ
い
て
は
、
技
術

者
た
ち
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
に
か
か
わ
る
行
為
の
ひ
ろ
が
り
を
、
教
育
、
生
産
、

研
究
、
統
合
の
局
面
に
お
い
て
示
し
て
ゆ
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
述
べ
た
。
ま
さ

に
、
近
代
目
本
に
お
け
る
「
技
術
の
制
度
化
」
は
、
技
術
者
た
ち
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
的
行
為
が
、
こ
の
四
つ
の
局
面
に
つ
い
て
、
こ
の
順
序
に
杜
会
的
重
要
性
を
増

し
て
ゆ
く
こ
と
で
進
展
1
し
た
の
で
あ
る
。

　
第
一
の
教
育
局
面
に
つ
い
て
は
、
一
八
七
一
（
明
治
四
）
年
の
工
学
寮
工
学
校
設

置
か
ら
工
部
大
学
校
と
改
称
、
東
京
大
学
理
学
部
工
学
科
設
置
を
経
て
の
帝
国
大
学

工
科
大
学
の
成
立
・
一
八
九
七
（
明
治
三
〇
）
年
の
京
都
帝
国
大
学
理
工
科
大
学
設

置
・
同
年
札
幌
農
学
校
土
木
工
学
科
設
置
（
一
八
八
七
年
～
九
六
年
め
間
工
学
科
が

あ
っ
た
）
・
同
年
第
五
高
等
学
校
工
学
部
設
置
（
一
八
九
四
年
～
一
九
〇
一
年
の
問

同
様
の
機
関
と
し
て
第
三
高
等
学
校
工
学
部
が
あ
っ
た
）
・
一
九
〇
一
（
明
治
三
四
）

年
東
京
高
等
工
業
学
校
と
大
阪
高
等
工
業
学
校
の
登
場
で
も
っ
て
そ
の
確
立
の
一
応

の
目
や
す
と
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
本
研
究
第
一
編
第
一
章
は
、
以
上
に
示
し
た
教
育
機
関
の
中
心
と
も
い
う
べ
き
帝

国
大
学
工
科
大
学
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
詳
述
し
、
か
つ
そ
こ
で
の
教
育
を
エ
ン
ジ

「
技
術
の
制
度
化
」
過
程
に
お
け
る
教
育
の
杜
会
的
課
題
（
大
淀
）
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島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
　
第
十
九
巻

ニ
ア
リ
ン
グ
教
育
の
視
点
か
ら
見
た
場
合
の
問
題
性
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で
あ

る
。
目
本
の
工
学
教
育
機
関
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
問
題
性
は
共
通
で
あ
っ
た
と

い
え
よ
う
。

　
第
二
の
生
産
局
面
に
つ
い
て
は
、
一
九
一
〇
（
明
治
四
三
）
年
設
置
さ
れ
た
農
商

務
大
臣
の
諮
問
機
関
生
産
調
査
会
に
、
平
井
晴
二
郎
、
渡
辺
渡
、
真
野
文
二
、
中
沢

岩
太
、
高
松
豊
吉
、
平
賀
義
美
の
六
工
学
博
士
が
、
委
員
・
臨
時
委
員
と
し
て
任
命

さ
れ
た
こ
と
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
時
期
杜
会
的
生
産
活
動
に
一
定
の
視
野

を
持
ち
、
工
場
生
産
、
工
場
経
営
の
現
場
へ
思
い
切
っ
て
飛
び
込
ん
で
ゆ
く
技
術
者

た
ち
が
数
多
く
生
じ
て
き
た
こ
と
で
も
っ
て
そ
の
杜
会
的
登
場
の
画
期
と
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
経
営
史
の
専
門
家
森
川
英
正
は
、
こ
の
こ
と
に
っ
い
て
、
　
「
明
治
時
代

の
中
頃
か
ら
、
積
極
的
に
民
間
会
杜
に
は
い
っ
て
、
そ
こ
に
腰
を
据
え
よ
う
と
す
る

技
術
老
が
多
く
な
っ
た
。
技
術
者
の
民
問
会
杜
就
職
は
、
会
杜
か
ら
の
大
学
・
高
工

教
授
へ
の
依
頼
と
教
授
の
推
薦
と
い
う
ル
ー
ト
に
よ
る
も
の
が
圧
倒
的
で
あ
っ
た
。

次
に
目
立
つ
の
は
、
塩
田
泰
介
の
場
合
に
見
た
よ
う
な
郷
里
の
先
輩
・
後
輩
関
係
を

経
由
す
る
ヶ
ー
ス
で
あ
っ
た
。
こ
の
他
、
工
場
実
習
や
今
で
い
う
ア
ル
バ
ィ
ト
が
機

縁
に
な
っ
た
ヶ
ー
ス
、
学
生
時
代
に
『
青
田
刈
り
』
さ
れ
た
ヶ
ー
ス
も
あ
っ
た
。
」
と

述
べ
て
い
る
。

　
（
東
京
）
帝
国
大
学
を
卒
業
し
て
明
治
時
代
後
期
に
「
会
杜
の
な
か
の
技
術
老
」

と
な
っ
た
代
表
的
人
物
に
は
、
今
泉
嘉
一
郎
（
一
八
九
二
年
採
鉱
及
冶
金
学
科
卒
。

一
九
二
一
年
日
本
鋼
管
株
式
会
杜
の
創
立
に
参
画
、
取
締
役
の
一
員
と
た
る
）
、
野

口
遵
（
一
八
九
六
年
電
気
工
学
科
卒
。
一
九
〇
六
年
曽
木
電
気
株
式
会
杜
創
立
）
、

小
平
浪
平
（
一
九
〇
〇
年
電
気
工
学
科
卒
。
一
九
〇
九
年
目
立
製
作
所
創
立
）
、
鮎

川
義
介
（
一
九
〇
三
年
機
械
工
学
科
卒
。
一
九
一
〇
年
戸
畑
鋳
物
株
式
会
杜
創
立
）

な
ど
が
い
る
。

　
次
の
研
究
局
面
の
登
場
に
つ
い
て
杜
会
的
、
国
家
的
期
待
が
高
ま
っ
た
こ
と
を
あ

ら
わ
に
示
す
で
き
事
と
し
て
は
、
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
の
理
化
学
研
究
所
設
立

や
、
翌
年
の
農
商
務
省
所
管
大
阪
工
業
試
験
所
の
設
立
が
あ
る
。
一
九
三
二
（
昭
和

七
）
年
目
本
学
術
振
興
会
の
設
立
や
、
翌
年
の
内
閣
告
示
「
国
家
重
要
研
究
事
項
」

四
〇
項
目
の
発
表
は
、
こ
の
局
面
を
よ
り
一
層
拡
大
し
て
ゆ
く
上
で
大
き
な
イ
ソ
パ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

ク
ト
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
最
後
の
統
合
局
面
の
杜
会
的
登
場
は
、
　
「
技
術
の
制
度
化
」
に
と
っ
て
最
も
大
事

な
と
こ
ろ
で
あ
る
。
教
育
局
面
、
生
産
局
面
、
研
究
局
面
で
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ソ
グ

的
活
動
を
ま
と
め
て
ゆ
く
杜
会
的
行
為
の
局
面
の
こ
と
で
あ
り
、
本
研
究
の
叙
述
の

主
要
た
努
力
は
、
こ
の
局
面
の
発
達
過
程
に
そ
そ
が
れ
て
い
る
。

　
こ
の
局
面
の
萌
芽
的
形
態
は
、
か
っ
て
の
工
都
省
勧
工
寮
を
中
心
と
す
る
工
部
省

全
体
の
機
能
と
し
て
存
在
し
た
と
い
え
よ
う
。
だ
が
、
教
育
局
面
、
生
産
局
面
、
研

究
局
面
で
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
的
活
動
の
未
熟
・
未
発
達
、
そ
し
て
ひ
ろ
が
り
の

狭
さ
か
ら
こ
の
局
面
は
発
達
せ
ず
、
工
部
省
の
廃
止
と
と
も
に
統
合
局
面
は
、
法
学

エ
リ
ー
ト
官
僚
の
法
律
的
行
為
の
対
象
と
な
っ
て
い
っ
た
。

　
し
か
し
、
第
一
次
世
界
大
戦
前
後
の
教
育
局
面
、
生
産
局
面
、
研
究
局
面
に
お
げ

る
エ
ソ
ジ
ニ
ァ
リ
ソ
グ
的
活
動
の
急
速
な
発
展
と
ひ
ろ
が
り
、
ま
た
、
工
学
教
育
を

受
け
た
職
業
青
年
、
職
業
専
門
人
の
意
識
の
急
激
な
変
化
、
杜
会
的
視
野
の
拡
大
と

い
う
状
況
の
中
で
、
統
合
局
面
も
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ソ
グ
的
活
動
の
一
環
と
し
て
形
成

さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
を
求
め
る
技
術
者
の
運
動
1
－
テ
ク
ノ
ク
ラ
シ
ー
運
動
が
、
大

正
時
代
半
ぼ
に
盛
り
あ
が
っ
て
き
た
。
そ
し
て
、
最
初
に
そ
の
運
動
団
体
と
し
て
登

場
し
た
の
が
、
第
二
編
第
一
章
に
く
わ
し
く
述
べ
て
あ
る
工
政
会
な
の
で
あ
る
。
ま

た
、
は
じ
め
は
技
術
者
の
職
業
組
合
と
し
て
統
合
局
面
を
担
当
す
る
こ
と
を
考
え
て

い
た
目
本
工
人
倶
楽
部
も
生
ま
れ
た
（
の
ち
に
テ
ク
ノ
ク
ラ
シ
ー
運
動
団
体
と
な
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り
、
目
本
技
術
協
会
と
改
称
し
た
）
。
こ
の
団
体
の
こ
と
は
、
第
三
編
第
二
章
以
下

に
解
説
し
て
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
技
術
老
た
ち
の
統
合
局
面
に
お
げ
る
活
動
の
綱
領
の
初
発
的
な
も
の
と

し
て
、
機
械
学
会
機
械
工
業
助
長
案
調
査
委
員
会
の
「
機
械
工
業
発
達
助
長
案
」
や

工
学
会
連
合
工
業
調
査
委
員
会
の
「
軍
備
制
隈
に
伴
ふ
工
業
界
の
対
策
案
」
と
い
っ

た
文
書
が
こ
の
時
期
作
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
見
逃
し
え
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
一
方
、
政
府
の
側
で
は
戦
時
下
に
お
け
る
物
的
資
源
、
人
的
資
源
に
関
す
る
計
画

的
行
為
を
担
当
す
る
官
庁
と
し
て
軍
需
局
（
一
九
一
八
年
四
月
－
二
〇
年
五
月
）
や
、

資
源
局
が
設
置
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
と
り
わ
げ
資
源
局
は
、
統
合
局
面
で
の
エ
ン

ジ
ニ
ァ
リ
ン
グ
的
活
動
を
引
き
出
し
て
ゆ
く
呼
び
水
と
な
っ
た
官
庁
で
あ
る
。
こ
の

資
源
局
を
事
務
局
と
す
る
資
源
審
議
会
へ
の
内
閣
総
理
大
臣
よ
り
の
諮
問
「
我
国
に

於
け
る
科
学
的
研
究
の
現
状
に
鑑
み
、
之
が
改
善
に
関
す
る
一
般
方
針
如
何
」
に
対

す
る
一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
の
答
中
こ
そ
、
工
部
省
勧
工
寮
以
来
の
「
技
術
の
制

度
化
」
の
統
合
局
面
を
担
う
新
た
な
官
庁
設
置
へ
向
け
て
の
動
き
の
出
発
点
と
た
っ

た
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
の
あ
た
り
の
こ
と
は
、
第
二
編
第
一
章
第
四
節
B
の

一
や
第
三
編
第
三
章
第
二
節
A
の
一
が
参
照
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
「
技
術
の
制
度
化
」
へ
向
け
て
の
徐
々
た
る
歴
史
的
歩
み
が
急
調
と

な
り
出
す
の
は
、
や
は
り
日
華
事
変
勃
発
後
、
と
り
わ
げ
国
家
総
動
員
法
公
布
後
で

あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
時
期
工
政
会
や
目
本
技
術
協
会
以
外
に
、
七
省
技
術
者

協
議
会
や
対
支
技
術
連
盟
た
ど
の
技
術
者
運
動
団
体
が
生
ま
れ
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
四

団
体
が
発
起
者
と
な
っ
て
産
業
技
術
連
盟
が
結
成
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
諸

団
体
の
運
動
と
、
内
閣
総
理
大
臣
近
衛
文
麿
の
秘
書
官
岸
道
三
の
動
き
と
が
呼
応
し

て
新
官
庁
興
亜
院
に
技
術
部
が
設
置
さ
れ
、
部
長
に
内
務
技
師
宮
本
武
之
輔
が
就
任

　
　
　
　
「
技
術
の
制
度
化
」
遇
程
に
お
け
る
教
育
の
杜
会
的
課
題
（
大
淀
）

す
る
と
い
う
事
態
を
迎
え
た
。
内
閣
制
成
立
以
後
は
じ
め
て
、
対
支
関
係
と
い
う
限

定
さ
れ
た
範
囲
を
ヵ
ヴ
ァ
ー
す
る
と
は
い
え
、
エ
ン
ジ
ニ
ァ
リ
ノ
グ
的
活
動
の
国
策

レ
ベ
ル
で
の
統
合
局
面
を
担
当
す
る
技
術
者
し
か
就
任
で
ぎ
な
い
ポ
ス
ト
が
、
目
本

の
官
僚
制
機
構
中
に
登
場
し
た
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
一
っ
の
画
期
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
あ
と
、
　
「
技
術
の
制
度
化
」
に
と
っ
て
重
要
な
商
工
省
官
制
改
正
、
文
部
省

専
門
学
務
局
科
学
課
設
置
（
一
九
四
〇
年
二
月
）
、
技
術
院
設
置
、
科
学
課
の
科
学

局
へ
の
拡
大
強
化
（
一
九
四
二
年
一
一
月
）
、
軍
需
省
設
置
と
い
っ
た
官
制
の
変
動

が
続
い
た
。
だ
が
、
教
育
局
面
、
生
産
局
面
、
研
究
局
面
で
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

的
活
動
の
す
べ
て
を
、
技
術
者
の
統
制
的
行
為
、
計
画
的
行
為
で
も
っ
て
統
合
し
て

ゆ
く
局
面
を
担
当
す
る
二
兀
的
官
庁
は
つ
い
に
で
き
な
か
っ
た
。

　
ま
た
、
統
合
局
面
を
法
学
エ
リ
ー
ト
官
僚
の
法
律
的
行
為
の
対
象
か
ら
奪
い
返

し
、
こ
の
二
兀
的
官
庁
の
設
置
を
実
現
し
て
ゆ
く
に
は
、
そ
れ
を
支
え
る
全
技
術
老

の
政
治
的
結
集
、
テ
ク
ノ
ク
ラ
シ
ー
運
動
の
拡
大
・
統
合
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
が
、
そ
の
方
向
で
の
問
題
意
識
は
早
く
か
ら
あ
っ
た
。
宮
本
武
之
輔
が
目
記
に
記

し
た
「
所
謂
行
政
官
に
対
す
る
戦
争
」
と
か
、
本
研
究
「
序
」
の
三
に
紹
介
し
た
横

井
時
敬
が
技
術
老
の
大
同
団
結
を
求
め
た
こ
と
た
ど
が
そ
の
例
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
脈
絡
で
す
こ
し
歴
史
を
た
ど
っ
て
み
る
と
、
ま
ず
工
政
会
の
発
会
そ
の
も
の

が
、
そ
の
問
題
意
識
の
と
り
あ
え
ず
の
発
露
で
あ
っ
た
し
、
工
政
会
、
農
政
会
、
林

政
会
の
三
政
会
の
運
動
が
そ
れ
に
続
い
て
い
る
。
次
い
で
、
倉
橋
藤
治
郎
に
指
導
さ

れ
た
第
一
五
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
へ
向
け
て
の
工
政
会
メ
ソ
バ
ー
を
中
軸
と
し
た

工
業
技
術
家
団
体
連
合
会
、
関
西
技
術
家
連
合
会
、
東
海
技
術
家
連
合
会
の
運
動
も

一
種
の
大
同
団
結
運
動
で
あ
っ
た
。
別
に
、
目
本
工
人
倶
楽
都
も
発
足
し
、
こ
の
団

体
の
改
称
さ
れ
た
日
本
技
術
協
会
と
工
政
会
と
の
合
併
問
題
が
、
一
九
三
六
（
昭
和

一
一
）
年
に
は
あ
っ
た
。
両
団
体
の
合
併
は
不
成
功
で
あ
っ
た
が
、
産
業
技
術
連
盟
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島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
　
第
十
九
巻

の
結
成
こ
そ
新
し
い
大
同
団
結
へ
の
動
き
で
あ
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
全
日
本
科
学
技
術
団
体
連
合
会
の
結
成
に
も
そ
う
し
た
意
義
を
う
か
が

う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
そ
し
て
、
以
上
の
経
過
か
ら
目
本
技
術
協
会
技
術
新
体
制
委
員
会
に
よ
っ
て
、
の

ち
に
設
置
さ
れ
る
技
術
院
総
裁
を
総
裁
と
す
る
大
目
本
技
術
報
国
会
と
い
う
全
技
術

者
を
網
羅
す
る
規
模
雄
大
な
大
同
団
結
構
想
が
打
ち
出
さ
れ
た
。
だ
が
、
技
術
者
た

ち
の
こ
の
方
向
で
の
努
力
は
、
大
目
本
技
術
報
国
会
構
想
あ
た
り
に
頂
点
が
あ
り
、

翌
年
の
科
学
技
術
翼
賛
大
会
の
開
催
直
後
に
あ
っ
た
大
政
翼
賛
会
の
改
組
以
降
運
動

が
は
な
は
だ
し
い
停
滞
の
時
期
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
太
平
洋
諸
海
域
で
、
目

本
軍
が
敗
退
に
つ
ぐ
敗
退
を
く
り
返
し
つ
つ
あ
っ
た
時
期
に
出
た
『
技
術
評
論
』
昭

和
一
九
年
三
・
四
月
号
に
は
、
石
垣
純
二
の
技
術
者
の
二
兀
的
組
織
を
求
め
る
絶
叫

と
も
い
え
る
あ
の
巻
頭
言
が
掲
載
さ
れ
た
げ
れ
ど
も
、
も
は
や
日
本
の
テ
ク
ノ
ク
ラ

シ
ー
運
動
は
終
焉
の
時
を
待
つ
ぼ
か
り
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
全
技
術
者
の
大
同

団
結
・
政
治
的
結
集
は
、
い
く
た
び
か
試
み
ら
れ
な
が
ら
最
終
的
に
挫
折
し
た
の
で

あ
る
。

　
な
お
、
右
に
示
し
た
技
術
者
運
動
停
滞
の
時
期
に
開
催
さ
れ
た
大
政
翼
賛
会
第
四

回
中
央
協
力
会
議
の
席
上
、
技
術
者
で
な
い
下
中
弥
三
郎
か
ら
「
科
学
者
・
技
術
老

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
）

の
総
動
員
体
制
、
全
国
的
二
兀
的
協
力
体
制
の
確
立
」
を
求
め
て
科
学
技
術
奉
公
団

を
組
織
せ
よ
と
の
提
案
が
な
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
、
全
技
術
者
の
政
治
的
結
集
と
い

う
よ
り
、
あ
く
ま
で
生
産
力
拡
充
を
主
眼
と
す
る
生
産
的
組
織
を
求
め
る
も
の
で
あ

っ
た
と
い
え
よ
う
。
こ
の
提
案
を
受
げ
て
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、
全
目
本
科
学
技

術
統
同
会
の
岸
道
三
、
工
政
会
の
小
野
俊
一
、
日
本
技
術
協
会
の
立
花
次
郎
の
連
名

で
、
一
九
四
三
（
昭
和
一
八
）
年
八
月
二
五
日
付
の
「
大
日
本
技
術
会
（
仮
称
）
結

　
　
　
　
3
）

成
要
綱
私
案
」
が
作
成
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
左
の
よ
う
な
内
容
の
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
大
目
本
技
術
会
（
仮
称
）
結
成
要
綱
私
案

　
　
　
趣
　
旨

　
決
戦
下
戦
力
の
飛
躍
的
増
強
を
達
成
す
る
た
め
我
が
国
技
術
の
総
力
を
結
集
す
る

の
要
誠
に
緊
切
た
り
。

　
よ
っ
て
広
く
技
術
者
並
に
生
産
関
係
者
の
奮
起
を
促
し
全
国
有
志
を
打
っ
て
一
丸

と
す
る
協
力
組
織
を
結
成
し
以
て
技
術
戦
力
化
の
昂
揚
を
期
す

　
　
　
目
　
的

　
（
一
）
　
科
学
技
術
の
総
合
的
立
場
よ
り
国
策
全
般
に
対
し
確
固
た
る
基
礎
を
与
へ

　
　
　
以
て
科
学
技
術
に
即
せ
る
国
策
の
樹
立
並
に
そ
の
円
滑
な
る
施
行
に
寄
与
す

　
　
　
る
こ
と

　
（
二
）
　
政
府
の
行
ふ
技
術
並
に
生
産
動
員
に
即
応
し
決
戦
下
喫
緊
の
課
題
た
る
生

　
　
　
産
増
強
政
策
及
こ
れ
が
実
践
を
助
長
促
進
し
以
て
そ
の
完
遂
に
協
力
す
る
こ

　
　
　
と

　
　
　
事
　
業

　
（
一
）
　
現
場
に
於
け
る
技
術
と
労
務
の
一
体
化
を
図
り
、
勤
労
管
理
の
刷
新
、
生

　
　
　
産
技
術
の
向
上
を
実
施
し
以
て
生
産
管
理
の
改
善
に
協
力
す
る
こ
と

　
（
二
）
軍
・
官
・
民
を
間
は
ず
技
術
老
相
互
の
密
接
な
る
協
力
を
促
進
し
以
て
技

　
　
　
術
施
設
、
資
材
そ
の
他
生
産
諸
要
素
の
縦
横
に
於
け
る
疎
通
、
連
絡
に
。
協
力

　
　
　
す
る
こ
と

　
（
三
）
　
研
究
と
技
術
と
の
緊
密
た
る
連
絡
を
強
化
し
以
て
研
究
の
生
産
化
を
技
術

　
　
　
面
よ
り
助
成
す
る
こ
と

　
（
四
）
　
戦
時
に
於
け
る
非
常
災
害
に
対
し
対
応
す
べ
き
敏
速
、
適
確
な
る
方
策
、

　
　
　
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
協
力
す
る
こ
と

　
（
五
）
　
技
術
並
に
生
産
関
係
者
の
創
意
、
識
見
を
動
員
し
以
て
決
戦
生
産
を
阻
害
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す
る
諸
種
の
条
件
に
対
し
生
産
の
実
情
に
即
し
て
こ
れ
を
除
去
す
る
こ
と

　
　
　
組
　
織

　
（
一
）
本
会
は
広
く
軍
・
官
・
民
を
問
は
ず
技
術
者
、
生
産
関
係
者
を
結
成
す
る

　
　
　
こ
と
、
会
員
は
年
齢
、
地
位
、
所
属
及
専
門
の
如
何
に
，
拘
ら
ず
有
志
の
積
極

　
　
　
的
参
加
に
よ
り
構
成
す
る
こ
と

　
（
二
）
　
本
会
は
目
本
に
於
け
る
唯
一
の
技
術
老
並
に
生
産
関
係
者
の
代
表
的
組
織

　
　
　
た
る
と
同
時
に
決
戦
生
産
に
挺
身
す
べ
き
中
堅
生
産
指
導
者
の
自
主
的
実
践

　
　
　
体
た
る
べ
き
こ
と

　
（
三
）
　
本
会
は
国
家
的
立
場
を
堅
持
す
べ
き
も
民
間
の
自
主
的
団
体
な
る
を
以
て

　
　
　
そ
の
灌
刺
た
る
創
意
、
識
見
が
舘
達
に
発
揮
し
得
る
如
く
組
織
、
役
員
、
事

　
　
　
務
局
を
決
定
す
る
こ
と

　
　
　
其
　
他

　
（
一
）
　
本
会
の
運
営
に
当
り
て
は
特
に
左
の
点
を
考
慮
す
る
こ
と

　
　
　
　
　
（
1
）
　
政
府
の
行
ふ
科
学
技
術
者
動
員
の
強
力
な
る
推
進
機
関
た
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
と

　
　
　
　
　
（
2
）
　
翼
賛
壮
年
団
、
産
業
報
国
会
等
と
緊
密
な
る
連
絡
を
図
る
こ
と

　
　
　
　
　
（
3
）
　
同
趣
旨
の
既
存
団
体
は
本
会
に
合
流
又
は
発
展
解
消
せ
し
む
る

　
　
　
　
　
こ
と

　
（
二
）
　
本
会
の
経
費
は
国
庫
補
助
金
及
び
有
志
の
寄
付
金
に
よ
り
支
弁
す
る
こ
と

　
こ
の
要
綱
私
案
の
と
り
わ
け
事
業
や
組
織
の
部
分
を
う
か
が
う
と
、
む
し
ろ
本
研

究
二
二
六
五
～
二
二
七
〇
頁
に
紹
介
し
た
全
目
本
科
学
技
術
統
同
会
の
運
動
の
ね
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

い
や
、
第
三
編
第
三
章
の
注
㎜
に
示
し
た
大
目
本
産
業
報
国
会
技
術
者
会
議
の
決
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

な
ら
び
に
各
部
会
報
告
の
精
神
に
側
う
も
の
で
、
生
産
と
い
う
場
で
の
経
営
、
研
究
、

技
術
、
労
務
の
一
体
化
を
求
め
る
一
大
生
産
的
組
織
の
構
想
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

「
技
術
の
制
度
化
」
過
程
に
お
け
る
教
育
の
杜
会
的
課
題
（
大
淀
）

る
。
そ
の
意
義
と
し
て
は
、
テ
ク
ノ
ク
ラ
シ
ー
運
動
団
体
と
し
て
発
展
し
て
き
た
工

政
会
や
目
本
技
術
協
会
の
よ
う
な
団
体
を
、
全
目
本
科
学
技
術
統
同
会
と
あ
わ
せ
な

が
ら
、
技
術
者
組
織
を
政
治
の
間
題
と
し
て
よ
り
も
生
産
あ
る
い
は
経
済
の
問
題
と

し
て
よ
り
隈
定
し
て
把
握
す
る
方
向
へ
の
転
換
が
く
わ
だ
て
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に

あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
転
換
そ
れ
自
体
は
、
一
九
四
四
（
昭
和
一
九
）
年
一
一
月
三
目
大
東
亜
会
館
に
総

理
大
臣
小
磯
国
昭
は
じ
め
関
係
者
約
二
百
名
を
集
め
て
要
綱
私
案
に
基
づ
く
大
目
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
）

技
術
会
の
創
立
総
会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
で
実
現
を
み
た
。
工
政
会
、
日
本
技
術
協

会
、
全
目
本
科
学
技
術
統
同
会
の
三
団
体
は
発
展
的
に
解
散
す
る
こ
と
に
な
り
、
三

団
体
の
機
関
誌
『
工
業
国
策
』
、
『
技
術
評
論
』
、
『
科
学
技
術
運
動
』
は
、
新
機
関
誌

『
技
術
戦
』
に
統
一
さ
れ
、
新
団
体
の
会
長
に
八
田
嘉
明
、
理
事
長
に
岸
道
三
が
就

任
し
た
。

　
大
目
本
技
術
会
は
、
一
九
四
六
（
昭
和
二
一
）
年
四
旦
二
〇
日
解
散
し
、
翌
目
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

本
科
学
技
術
連
盟
と
し
て
再
発
足
し
、
大
量
生
産
に
と
っ
て
基
本
的
に
重
要
な
品
質

、
　
　
、

管
理
を
中
心
と
し
た
種
々
の
管
理
手
法
の
啓
蒙
団
体
と
し
て
今
目
に
及
ん
で
い
る
の

は
、
要
綱
私
案
の
提
起
し
た
大
目
本
技
術
会
の
性
格
の
延
長
線
上
に
そ
の
歩
み
が
あ

あ
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
二
　
「
工
業
立
国
」
を
支
え
る
価
値
志
向
の
ぴ
ろ
が
リ

　
一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
以
来
の
テ
ク
ノ
ク
ラ
シ
ー
運
動
の
過
程
は
、
目
本
が
「
工

業
立
国
」
と
し
て
の
態
を
な
し
て
く
る
過
程
と
平
行
し
て
い
る
。
こ
の
問
に
、
日
本

の
産
業
構
造
が
工
業
、
と
り
わ
げ
重
化
学
工
業
を
中
心
と
し
た
も
の
と
な
っ
て
き
て

い
る
。

　
そ
し
て
、
一
方
工
政
会
に
結
集
し
た
ニ
リ
ー
ト
技
術
者
た
ち
は
、
自
ら
の
教
育
問

題
と
し
て
の
高
等
工
業
教
育
間
題
を
論
ず
る
と
と
も
に
、
広
範
な
国
民
が
な
に
が
し
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］V－1図 技術者運動の系譜（1918年～1946年）

19工8（大正7）年

1919（　〃　　8）〃

1920（　〃　9）〃

1921　（　〃　1O）〃

ユ922（　〃　11）〃

1923（　〃　12）〃

1924（　〃　13）’’

ユ925（　〃　14）〃

i926（〃15）〃

1927（昭和2）年

1928（　〃　　3）〃

ユ929（　〃　　4）〃

1930（〃5）〃

1931（〃6）〃

1932（〃7）〃

1933（　〃　8）〃

1934（　〃　9）〃

1935（　〃ユO）”

1936（〃11）〃

1937（〃12）〃

1938（　〃　13）〃

1939（〃14）〃

工940（　〃　15）〃

1941　（　〃　16）〃

1942（　〃　17）〃

ユ943（　〃18）〃

1944（　〃　19）〃

1945（　〃　20）〃

1946（　〃　21）〃・

1947（〃22）〃

林政会、鰹政会①工政会

丈官任用令改正建識 関西支部

東京支部

三政会連合委員会始まる

二部会

朝鮮支部

　　　　　　　　東海支部

三政会技術者大会　　「工政会々務進展に関

丈官任1令改鵬識二孟二；二竃蕊

　　　　　　　　関西技術家団体連合会

　　　　　　　　葉海技術家団体連合会

　　　　　　　　第1回全国工業家大会

　　　　　　　　第2回全国工業家大会

丈官任用令改正建誰　第3回全国工業家大会
（医政団も加わる）　　■

　　　1　　　　　第4回全国工難家大会

第5回全国工莱家大会

第 回全国工紫家大会

第7回全国工業家大会

①②の 合併問

目本工人倶楽部

大阪支部

社会民衆党結党
に参画

札幌支部

工業立国同志会

　佐野利器会長
本部　関東支部、関西支部

、厘占と改称

題起　る

技術立国 技

八田嘉明理事長　小野俊一常務理事　有馬頼寧会長　③七章技術者協議会

科 学

技　　術　　大　　識

　　　第　2　回技

第1回六省技術官有志懇談会

　術者大会
　1　　　　　　④対支技術連盟

演　　会

術者大会

新東亜建設第3回技術者大会

i瀧麟起）
東亜技術連盟

満州工人会

満州技術協会

技　　　　術 翼　　　　賛

⑤塵琴璽圏
大　　　　会

朝鮮での科学技術
新体制要求建議

（①②⑨④⑤他主／催）

大 日 本 技 術 会

（①②⑤が発展的に解消）

↓
日 本 科 掌 技　術 連 盟

↓
現在

満州帝国協和会
科学技術連合会
に吸収される

（関連項目）

軍需局

「軍備制限に伜
ふ工業界の対策
案」

東京、大阪の高
等工業学校昇格
予算通過

第15回衆誰院議
員総選挙

資源局

満州事変

1ヨ本学術振興会

日筆事変

国家総動員法公
布
興亜院

全科技連
科学動員協会

宮本武之輔没

技術院

大平津戦争終る

島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要

第
十
九
巻
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か
の
工
業
教
育
を
受
げ
る
機
会
の
拡
充
に
つ
い
て
論
じ
続
げ
て
き
た
。
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
は
、
本
研
究
第
二
編
第
一
章
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

　
と
く
に
後
者
の
国
民
大
衆
へ
の
工
業
教
育
問
題
と
し
て
技
術
者
た
ち
が
取
り
あ
げ

た
テ
ー
マ
に
は
、
職
工
教
育
、
フ
ォ
ア
マ
ソ
教
育
、
工
業
補
習
教
育
、
企
業
内
教
育
、

各
種
学
校
に
よ
る
工
業
教
育
、
高
等
小
学
校
に
お
け
る
工
業
教
育
、
師
範
学
校
に
お

け
る
工
業
教
育
、
あ
ら
ゆ
る
中
等
学
校
に
職
業
教
育
導
入
、
青
年
訓
練
所
に
お
け
る

工
業
教
育
、
熟
練
技
能
者
養
成
、
杜
会
教
育
に
お
け
る
工
業
教
育
、
等
々
の
問
題
が

あ
っ
た
。

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、
S
・
ハ
ー
バ
ー
流
に
い
う
な
ら
ぼ
、
工
業
界
に
お
け
る

エ
フ
ィ
シ
ェ
ン
ト
な
人
問
の
形
成
、
そ
し
て
ま
た
、
国
民
杜
会
に
お
け
る
「
工
業
立

国
」
マ
イ
ン
ド
の
形
成
や
工
業
と
か
技
術
の
価
値
を
受
容
し
て
ゆ
く
志
向
形
成
を
求

め
る
、
つ
ま
り
教
育
の
あ
り
方
と
し
て
産
業
主
義
や
職
業
主
義
が
一
本
つ
ら
ぬ
か
れ

て
ゆ
く
こ
と
を
求
め
る
動
き
で
あ
っ
た
。
い
い
か
え
れ
ぼ
、
国
民
そ
れ
ぞ
れ
の
杜
会

的
形
成
の
過
程
で
、
ひ
ろ
い
意
味
で
の
「
技
術
」
が
価
値
規
範
と
し
て
内
面
化
さ
れ

る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
主
張
が
展
開
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。
こ
の
過
程
で
特
徴
的
な

こ
と
は
、
大
正
時
代
中
期
の
高
等
工
業
学
校
廃
止
論
の
系
譜
の
中
か
ら
、
以
上
の
こ

と
を
よ
り
可
能
に
す
る
技
術
者
た
ち
の
全
体
的
な
教
育
制
度
改
革
構
想
が
登
場
し
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
こ
と
に
は
、
エ
ソ
ジ
ニ
ァ
リ
ン
グ
的
活
動
を
営
む
技
術
者
た
ち
の
ま
わ
り
に

こ
の
価
値
規
範
を
持
っ
た
国
民
の
行
為
が
整
合
的
に
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
て
は
じ
め
て

エ
ソ
ジ
ニ
ア
リ
ソ
グ
は
、
そ
の
力
を
充
分
に
発
揮
で
き
る
と
い
う
技
術
者
た
ち
の
切

実
な
思
い
も
流
れ
て
い
る
こ
と
が
判
断
さ
れ
る
。

　
そ
し
て
、
第
二
編
で
く
わ
し
く
検
討
し
た
よ
う
に
、
昭
和
一
〇
年
代
に
入
る
と
急

速
に
国
民
大
衆
に
工
業
教
育
を
施
す
施
設
が
拡
大
さ
れ
る
と
と
も
に
、
重
化
学
工
業

　
　
　
　
「
技
術
の
制
度
化
」
過
程
に
お
け
る
教
育
の
杜
会
的
課
題
（
大
淀
）

の
た
め
の
「
労
働
力
群
序
列
1
1
陶
冶
1
1
集
成
線
」
　
（
山
田
盛
太
郎
）
が
工
業
電
化
の

進
展
と
と
も
に
大
規
模
に
形
成
さ
れ
て
、
技
術
者
の
求
め
た
杜
会
的
状
況
が
大
幅
に

実
現
、
ひ
ろ
が
っ
て
い
っ
た
。

　
筆
者
は
、
こ
の
杜
会
的
事
実
を
T
・
パ
ー
ソ
ソ
ズ
の
制
度
化
論
か
ら
み
た
場
合
の

「
制
度
と
し
て
の
技
術
」
、
「
技
術
の
制
度
化
」
と
考
え
、
第
二
編
で
の
叙
述
の
主
要

部
分
を
、
こ
の
意
味
で
の
「
技
術
の
制
度
化
」
を
成
熟
さ
せ
て
ゆ
く
教
育
論
お
よ
び

教
育
実
態
の
展
開
の
具
体
的
な
相
で
も
っ
て
構
成
し
た
。

　
三
　
政
治
秩
序
・
経
済
秩
序
・
文
化
秩
序
の
相
互
浸
透

　
こ
の
結
論
の
A
の
一
で
は
、
エ
ン
ジ
ニ
ァ
リ
ソ
グ
的
活
動
が
意
味
内
容
の
拡
大
を

と
も
な
い
つ
つ
杜
会
の
中
に
ひ
ろ
が
っ
て
い
っ
た
こ
と
か
ら
「
技
術
の
制
度
化
」
を

と
ら
え
、
つ
い
で
、
A
の
二
で
は
、
工
業
教
育
の
発
達
に
よ
っ
て
国
民
大
衆
の
問

に
、
技
術
的
価
値
規
範
の
ひ
ろ
が
っ
て
ゆ
く
こ
と
と
の
関
連
で
「
技
術
の
制
度
化
」

過
程
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
い
た
。
こ
の
両
者
相
ま
っ
た
と
こ
ろ
に
、
充
全
な

意
味
で
の
「
技
術
の
制
度
化
」
は
あ
る
と
言
え
よ
う
が
、
そ
こ
で
の
中
心
と
杢
言
う

べ
き
統
合
局
面
に
お
げ
る
技
術
者
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
的
活
動
が
、
ガ
ー
ス
、
ミ

ル
ズ
に
よ
っ
て
、
　
「
そ
の
内
部
で
人
び
と
が
、
杜
会
構
造
内
部
の
権
力
と
権
威
の
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
）

配
を
獲
得
し
、
支
配
し
、
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
な
諸
制
度
か
ら
成
っ
て
い
る
」
と
述

べ
ら
れ
て
い
る
本
来
の
政
治
秩
序
と
ど
う
関
連
し
て
い
る
の
か
に
っ
い
て
さ
ら
に
論

じ
て
お
き
た
い
。

　
内
閣
制
成
立
以
来
の
杜
会
学
的
な
意
味
で
の
目
本
の
政
治
秩
序
に
は
、
元
老
、
重

臣
、
藩
閥
、
軍
閥
、
政
党
、
財
閥
、
牧
民
官
的
法
学
エ
リ
ー
ト
官
僚
集
団
な
ど
が
含

ま
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
時
期
、
内
外
の
新
し
い
困
難
に
直

面
し
っ
っ
あ
る
目
本
の
進
路
を
有
効
に
切
り
拓
く
こ
と
の
で
き
な
い
状
況
に
追
い
込

ま
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
状
況
へ
の
不
満
、
反
感
の
ひ
ろ
が
り
（
第
三
編
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島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
　
第
十
九
巻

第
一
章
第
一
節
C
の
四
に
紹
介
し
た
宮
本
武
之
輔
の
大
正
二
年
九
月
九
目
の
目
記
な

ど
そ
の
例
）
の
中
か
ら
、
と
り
わ
げ
、
文
化
の
一
環
と
い
え
る
科
学
、
技
術
、
さ
ま

ざ
ま
の
専
門
学
を
ひ
っ
さ
げ
た
新
し
い
意
識
の
職
業
専
門
人
、
知
識
人
、
ま
た
目
ざ

め
つ
つ
あ
る
国
民
大
衆
が
、
政
治
秩
序
の
新
し
い
要
素
た
ら
ん
と
し
て
登
場
し
て
き

た
の
で
あ
る
。

　
工
政
会
の
設
立
趣
意
書
を
読
め
ぼ
、
ま
た
、
　
「
技
術
は
…
…
…
文
化
創
造
た
り
」

と
断
じ
、
　
「
技
術
者
は
創
造
者
」
で
あ
っ
て
、
　
「
そ
の
活
動
は
…
…
…
広
く
人
類
生

活
の
全
部
を
包
含
せ
ざ
る
可
ら
ず
」
と
高
唱
し
た
目
本
工
人
倶
楽
部
の
「
発
会
の
辞
」

を
読
め
ぼ
、
ま
さ
に
、
職
業
専
門
人
、
知
識
人
の
こ
の
意
味
の
運
動
が
、
華
々
し
く

ま
き
起
っ
た
こ
と
を
理
解
し
得
よ
う
。
こ
の
動
き
は
、
ガ
ー
ス
と
ミ
ル
ズ
が
、
　
「
諸

秩
序
が
開
放
性
と
自
律
性
を
も
つ
よ
う
に
な
る
一
般
的
な
過
程
は
、
シ
ソ
ボ
ル
と
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
局
面
（
そ
れ
ら
は
、
こ
う
し
て
自
律
的
な
秩
序
で
あ
る
か
の
ご
と
く

装
っ
た
）
で
、
人
び
と
が
『
科
学
の
た
め
の
科
学
』
や
『
芸
術
の
た
め
の
芸
術
』
を

深
刻
に
問
題
に
し
た
と
き
に
、
そ
の
頂
点
に
達
し
た
。
こ
う
し
て
、
分
離
さ
れ
た
活

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
）

動
と
目
的
は
物
神
崇
拝
化
さ
れ
た
。
」
と
述
べ
た
こ
と
に
依
拠
し
つ
つ
、
職
業
専
門

人
や
知
識
人
た
ち
は
す
で
に
政
治
秩
序
や
経
済
秩
序
の
教
育
局
面
、
シ
ン
ポ
ル
局
面
、

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
局
面
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
わ
げ
で
あ
る
が
、
こ
の
時
期
に
な
る
と

彼
ら
は
、
既
成
の
秩
序
で
は
ヵ
バ
ー
し
き
れ
な
い
目
的
を
か
か
げ
た
文
化
秩
序
を
形

成
し
よ
う
と
し
、
か
つ
、
そ
の
地
位
局
面
が
政
治
秩
序
内
で
の
権
力
と
権
威
の
分
配

に
あ
ず
か
る
こ
と
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
お
さ
え
て
お
く
こ
と
が
で
き
る
。

　
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
た
あ
る
制
度
的
秩
序
が
、
そ
の
目
的
の
た
め
に
他
の
制
度
的

秩
序
を
手
段
と
す
る
と
い
っ
た
制
度
的
秩
序
問
の
相
互
浸
透
を
、
ガ
ー
ル
と
ミ
ル
ズ

は
、
〕
フ
ミ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ソ
L
（
S
旨
5
S
饒
旨
分
岐
）
と
し
て
把
握
し
た
。
技

術
者
運
動
の
あ
ゆ
み
は
、
諾
制
度
的
秩
序
の
自
律
性
の
確
保
と
ラ
ミ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ

ソ
と
い
う
目
本
の
近
代
化
過
程
の
一
環
を
形
成
し
た
と
い
え
よ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
右
に
示
し
た
過
程
が
、
最
も
自
覚
的
に
、
か
つ
深
刻
に
求
め
ら
れ
た

の
は
な
ん
と
い
っ
て
も
一
九
四
〇
（
昭
和
一
五
）
の
、
近
衛
新
体
制
を
推
進
す
る
動

き
の
中
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
近
衛
新
体
制
の
綱
領
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
基
本
国
策
要

綱
」
は
、
杜
会
学
的
に
言
う
な
ら
ぼ
、
ま
さ
に
、
政
治
秩
序
、
経
済
秩
序
、
文
化
秩

序
相
互
問
の
ラ
ミ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ヨ
ン
が
実
現
さ
れ
る
と
と
も
に
、
そ
の
全
体
が
、
軍

事
目
的
の
た
め
に
軍
事
秩
序
と
ラ
ミ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ヨ
ソ
し
て
、
高
度
国
防
国
家
が
形

成
さ
れ
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
高
度
国
防
国
家
を
、
ガ
ー
ス
．
、
、
、

ル
ズ
的
枠
組
で
説
明
し
て
み
る
と
、
　
「
国
家
が
生
産
に
か
ん
す
る
手
段
－
大
土
地
所

有
、
工
場
、
分
配
施
設
ー
を
国
有
化
し
た
り
杜
会
化
し
た
り
し
、
…
…
…
経
済
秩
序

と
政
治
秩
序
は
融
合
す
る
。
私
有
財
産
制
の
と
こ
ろ
で
さ
え
戦
争
中
に
は
こ
う
し
た

過
程
が
進
む
。
と
い
う
の
は
、
二
〇
世
紀
の
戦
争
に
必
要
な
計
画
と
技
術
は
ま
す
ま

す
1
名
目
上
は
平
和
の
時
期
で
さ
え
も
－
経
済
に
湊
み
と
お
っ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
原
料
配
分
、
乏
し
い
労
働
力
の
計
画
的
分
配
、
優
先
的
配
給
、
価
格
統
制
、
消

費
物
質
の
合
理
化
が
そ
れ
で
あ
る
。
ま
た
、
国
家
の
明
示
す
る
必
要
に
た
い
す
る
大

量
生
産
は
も
ち
ろ
ん
、
私
的
利
益
の
統
制
も
可
能
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
と
き
に
は

個
々
の
企
業
の
生
産
上
の
秘
密
も
公
げ
に
さ
れ
、
最
短
時
問
で
総
生
産
量
を
高
め
る

よ
う
に
と
経
済
的
能
率
の
悪
い
単
位
に
伝
え
ら
れ
よ
う
。
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
さ

ら
に
、
　
「
総
力
戦
で
は
、
す
べ
て
の
秩
序
が
軍
事
国
家
の
分
岐
に
な
る
。
と
い
う
の

は
、
軍
部
は
、
こ
う
し
て
軍
事
目
的
の
実
現
や
制
限
に
と
っ
て
の
必
要
条
件
と
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
）

る
、
他
の
す
べ
て
の
秩
序
を
侵
害
す
る
か
ら
で
あ
る
。
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
よ
う
な
高
度
国
防
国
家
の
構
造
に
お
い
て
は
、
ま
ず
第
一
に
、
政
治
秩
序
と

経
済
秩
序
と
の
ラ
ミ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ヨ
ン
か
ら
、
　
「
国
家
ノ
行
為
」
が
法
律
的
行
為
と
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計
画
的
行
為
の
二
重
性
に
お
い
て
展
開
さ
れ
る
こ
と
が
現
実
の
も
の
と
な
っ
て
こ
よ

う
。
目
本
の
場
合
こ
の
こ
と
は
、
資
源
局
の
役
割
に
そ
の
端
緒
が
あ
る
と
い
え
る
。

以
後
、
一
九
三
五
（
昭
和
一
〇
）
年
五
月
の
内
閣
調
査
局
設
置
、
一
九
三
七
（
昭
和

一
二
）
年
五
月
内
閣
調
査
局
廃
し
て
企
画
庁
設
置
、
同
年
一
〇
月
資
源
局
と
企
画
庁

統
合
し
て
企
画
院
設
置
、
一
九
三
九
（
昭
和
一
四
）
年
六
月
商
工
省
の
機
構
改
革
、

一
九
四
〇
（
昭
和
一
五
）
年
一
二
月
「
経
済
新
体
制
確
立
要
綱
」
閣
議
決
定
、
一
九

四
一
（
昭
和
一
六
）
年
八
月
重
要
産
業
団
体
令
公
布
、
同
年
一
〇
月
よ
り
統
制
会
の

指
定
開
始
、
一
九
四
三
（
昭
和
一
八
）
年
一
〇
月
軍
需
会
杜
法
公
布
、
同
年
一
一
月

軍
需
省
設
置
、
と
い
う
歴
史
的
経
過
の
中
で
、
そ
う
し
た
「
国
家
ノ
行
為
」
が
展
開

さ
れ
る
機
構
が
着
々
と
整
え
ら
れ
た
。

　
ま
た
別
に
、
　
「
国
防
国
家
体
制
の
建
設
は
国
民
全
体
の
科
学
的
常
識
、
技
術
的
水

準
の
飛
躍
的
向
上
を
要
求
し
て
い
る
」
と
い
う
認
識
の
広
ま
り
を
基
礎
に
規
模
雄
大

な
文
化
的
動
員
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
そ
れ
を
可
能
に
す
る
文
化
秩
序
の
形
成

と
、
そ
の
政
治
秩
序
、
経
済
秩
序
と
の
ラ
ミ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ソ
が
求
め
ら
れ
た
。
こ

こ
で
、
文
化
の
担
い
手
に
よ
る
文
化
目
的
の
確
立
と
、
こ
の
意
味
の
ラ
ミ
フ
ィ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
中
核
を
形
成
す
べ
く
「
科
学
技
術
新
体
制
確
立
要
綱
」
が
、
苦
渋
に
満
ち

た
過
程
を
経
て
閣
議
決
定
さ
れ
た
。
技
術
院
を
事
務
局
と
す
る
内
閣
総
理
大
臣
直
属

の
科
学
技
術
審
議
会
が
、
　
「
重
要
国
策
ノ
科
学
技
術
的
検
討
」
を
行
う
と
い
う
と
こ

ろ
は
、
要
綱
の
目
ざ
し
た
体
制
の
頂
点
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
そ
し
て
、
高
度
国
防
国
家
の
内
実
を
形
成
す
る
以
上
二
つ
の
過
程
こ
そ
大
正
時
代

以
来
職
業
専
門
人
や
知
識
人
－
と
り
わ
け
技
術
者
1
が
求
め
つ
つ
あ
っ
た
政
治
秩
序

に
お
げ
る
自
ら
の
新
し
い
存
在
形
態
を
可
能
に
す
る
場
を
制
度
化
す
る
も
の
で
あ
っ

た
。
工
政
会
や
目
本
工
人
倶
楽
部
H
日
本
技
術
協
会
に
結
集
し
て
、
．
統
合
局
面
に
お

げ
る
エ
ソ
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
的
活
動
（
そ
の
内
容
を
具
体
的
に
は
、
九
〇
二
－
九
〇
六

　
　
　
　
「
技
術
の
制
度
化
」
過
程
に
お
け
る
教
育
の
杜
会
的
課
題
（
大
淀
）

頁
に
紹
介
し
た
軍
需
省
の
総
動
員
局
や
航
空
兵
器
総
局
の
役
割
か
ら
、
ま
た
二
二
五

六
－
二
二
五
七
頁
と
二
二
六
〇
1
二
二
六
三
頁
に
紹
介
し
た
技
術
院
事
務
分
掌
規
程

か
ら
あ
る
程
度
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
）
を
求
め
た
技
術
者
た
ち
が
、
続
々
こ
の

場
に
登
場
し
て
い
っ
た
。
そ
れ
は
ま
さ
し
く
蠣
山
政
道
が
、
　
『
科
学
主
義
工
業
』
昭

和
二
二
年
五
月
号
掲
載
の
論
文
「
技
術
と
行
政
」
の
中
で
、
　
「
今
目
の
行
政
が
多
く

の
技
術
家
を
必
要
と
し
、
専
門
家
の
登
用
を
必
要
と
し
て
ゐ
る
こ
と
は
明
か
で
あ

り
、
従
来
の
法
治
国
家
的
監
督
事
務
か
ら
管
理
的
経
営
的
行
政
に
転
入
せ
る
今
目
の

段
階
に
於
い
て
、
従
来
の
法
科
出
身
の
事
務
官
の
み
が
単
独
制
に
よ
る
権
限
と
責
任

と
を
併
有
す
る
制
度
が
妥
当
で
は
あ
り
得
な
い
。
さ
り
と
て
、
今
目
の
技
術
家
が
従

来
の
法
科
出
身
者
に
と
っ
て
代
は
れ
ぼ
よ
い
か
、
と
言
へ
ぼ
、
さ
う
で
は
な
い
。
問

題
の
本
質
は
、
行
政
と
技
術
と
の
抱
合
で
あ
る
。
行
政
が
技
術
と
関
連
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
技
術
化
し
、
技
術
が
行
政
に
採
択
さ
れ
て
高
度
技
術
　
（
雪
σ
q
｝
弓
8
干

箏
O
－
◎
閑
く
）
と
な
る
過
程
が
我
々
の
眼
前
に
横
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
従
来

の
意
義
に
於
げ
る
行
政
事
務
で
も
な
げ
れ
ば
、
又
従
来
の
技
術
そ
の
儘
で
も
な
い
。

両
者
は
総
合
さ
れ
、
調
整
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
総
合
調
整
の
機
能
を
よ
く
果

し
得
る
者
が
必
要
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
」
と
述
べ
た
方
向
に
杜
会
の
構
造
が
動
い

て
ゆ
く
姿
で
も
あ
っ
た
。
ま
た
こ
の
こ
と
に
こ
そ
「
技
術
の
制
度
化
」
過
程
を
認
識

す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
の
で
あ
る
。

＊
　
（
本
紀
要
二
頁
）
エ
ソ
ジ
ニ
ア
リ
ソ
グ
的
活
動
の
研
究
局
面
に
お
げ
る
展
開
は
、

科
学
の
研
究
と
重
な
っ
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
二
編
第
一
章
第
四
節
B

の
一
、
ま
た
、
第
三
編
第
三
章
第
二
節
A
の
一
は
、
両
者
の
そ
う
し
た
密
接
不
可
分

な
関
係
に
か
か
わ
ら
せ
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
こ
こ
で
こ
と
わ
っ
て
お
き
た

い
。
本
研
究
「
序
」
の
注
⑫
に
示
し
た
文
献
で
、
バ
ナ
ー
ル
は
、
こ
の
関
係
を
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B
　
「
技
術
の
制
度
化
」
そ
の
新
し
い
展
開
と
教
育
局
面

　
一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
八
月
一
五
目
太
平
洋
戦
争
は
終
結
し
た
。
一
九
四
二

（
昭
和
一
七
）
年
二
月
、
対
満
事
務
局
、
興
亜
院
、
拓
務
省
、
外
務
省
東
亜
局
、

南
洋
局
を
合
併
し
て
で
き
た
大
東
亜
省
や
軍
需
省
は
た
だ
ち
に
廃
止
さ
れ
た
。
ま
た

技
術
院
も
九
月
四
目
解
体
さ
れ
、
そ
の
機
能
は
内
閣
調
査
局
（
設
置
後
ま
も
な
く
廃

止
）
、
文
部
省
科
学
教
育
局
（
か
っ
て
の
科
学
局
が
変
化
し
た
も
の
）
、
商
工
省
（
軍

需
省
廃
止
と
と
も
に
復
活
）
外
局
の
特
許
評
準
局
へ
吸
収
さ
れ
て
い
っ
た
。
ま
さ
に

高
度
国
防
国
家
に
お
け
る
「
技
術
の
制
度
化
」
の
要
と
な
る
官
庁
が
、
そ
れ
ぞ
れ
廃

止
、
解
体
の
憂
き
目
に
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
だ
が
、
一
た
ん
動
き
出
し
た
「
技
術
の
制
度
化
」
の
命
脈
は
た
え
る
こ
と
が
な
か

っ
た
。
む
し
ろ
「
技
術
の
制
度
化
」
は
、
か
っ
て
の
高
度
国
防
国
家
や
戦
時
生
産
力

形
成
を
支
え
る
杜
会
的
機
能
と
し
て
よ
り
も
、
戦
後
に
あ
っ
て
は
、
よ
り
ス
ケ
ー
ル

の
大
き
い
国
民
経
済
を
支
え
る
杜
会
的
機
能
と
し
て
登
場
し
て
き
た
と
い
え
よ
う
。

こ
こ
で
、
こ
の
事
に
つ
い
て
あ
ら
ま
し
述
べ
て
お
き
た
い
。

　
一
　
経
済
企
画
庁
と
科
学
技
術
庁
の
登
場

　
　
（
一
）
　
夫
来
佐
武
郎
の
軌
跡

　
戦
前
の
宮
本
武
之
輔
に
比
す
べ
き
戦
後
の
経
世
家
的
技
術
老
、
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト

と
し
て
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
大
来
佐
武
郎
の
名
が
あ
げ
ら
れ
ね
ぼ
な
ら
な
い
。

　
大
来
は
、
ア
ジ
ア
主
義
的
傾
向
の
大
陸
邦
字
紙
『
遼
東
新
報
』
の
編
集
に
携
わ
っ

て
い
た
父
修
治
の
次
男
と
し
て
大
連
で
生
れ
、
第
二
局
等
学
校
を
経
て
、
一
九
三
四

（
昭
和
九
）
年
東
京
帝
国
大
学
工
学
部
電
気
工
学
科
に
入
学
し
た
。
在
学
中
、
工
学

部
の
講
義
の
う
ち
馬
場
敬
治
の
経
済
学
総
論
に
深
い
感
銘
を
受
け
、
ま
た
馬
場
の
著

　
　
　
　
　
　
　
到

　
　
　
　
　
　
　
○

作
『
技
術
と
経
済
』
な
ど
を
読
ん
で
そ
の
後
の
自
分
の
歩
み
を
方
向
づ
げ
た
よ
う
で

あ
る
。

　
一
九
三
七
（
昭
和
一
二
）
年
大
学
を
卒
業
し
た
大
来
は
、
九
月
逓
信
省
の
工
務
局

技
手
兼
電
気
局
技
手
と
な
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
梶
井
剛
（
大
来
は
の
ち
梶
井
の
女
婿
と

な
る
）
が
工
務
局
長
と
し
て
お
り
、
ま
た
上
司
に
松
前
重
義
が
い
た
。
こ
の
頃
、
人

々
に
と
っ
て
清
新
に
み
え
た
第
一
次
近
衛
文
麿
内
閣
成
立
の
気
運
に
乗
っ
て
、
逓
信

省
技
術
者
を
先
頭
に
、
第
一
回
六
省
技
術
官
有
志
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
、
技
術
老
運

動
が
再
び
盛
り
あ
が
ろ
う
と
し
て
い
た
。
大
来
も
早
速
こ
の
動
き
に
ま
き
込
ま
れ
っ

つ
、
自
ら
の
職
業
生
活
を
開
始
し
た
。
電
気
局
は
、
翌
年
五
月
電
力
管
理
準
局
と
な

り
、
さ
ら
に
こ
の
翌
年
四
月
逓
信
省
外
局
の
電
気
庁
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
大
来

は
こ
れ
ら
の
と
こ
ろ
で
技
手
と
し
て
勤
め
る
一
方
昭
和
塾
に
第
二
回
生
と
し
て
学

び
、
こ
こ
で
平
貞
蔵
の
影
響
に
浴
し
つ
つ
目
本
の
政
治
、
経
済
、
外
交
問
題
に
つ
い

て
の
幅
広
い
視
野
を
身
に
つ
げ
た
。
馬
場
敬
治
の
『
技
術
と
経
済
』
、
技
術
者
運
動
、

昭
和
塾
は
、
経
世
家
的
技
術
者
と
な
っ
て
ゆ
く
大
来
佐
武
郎
の
骨
格
を
形
成
し
た
と

い
い
得
よ
う
。

　
こ
う
し
て
大
来
は
、
一
九
三
九
（
昭
和
一
四
）
年
五
月
電
気
庁
技
手
か
ら
興
亜
院

技
師
と
な
り
、
興
亜
院
華
北
連
絡
部
へ
赴
任
し
た
。
こ
こ
で
は
、
宮
本
武
之
輔
の
意

を
受
け
て
北
支
産
業
開
発
計
画
関
係
の
仕
事
を
し
た
と
思
わ
れ
る
。
約
二
年
半
あ
ま

り
の
後
に
、
興
亜
院
技
術
部
所
属
と
な
り
、
ほ
ど
な
く
し
て
興
亜
技
術
委
員
会
（
一

九
四
三
年
七
月
よ
り
大
東
亜
技
術
委
員
会
と
改
称
）
幹
事
に
命
ぜ
ら
れ
た
。
興
亜
院

は
さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
大
東
亜
省
に
吸
収
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
省
の
総
務

局
調
査
課
に
大
来
は
所
属
し
つ
つ
、
中
国
大
陸
の
資
源
と
日
本
の
戦
時
生
産
方
の
関

連
に
か
か
わ
る
調
査
の
仕
事
に
従
事
し
た
。
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以
上
の
歩
み
の
中
か
ら
大
来
は
、
一
方
で
技
術
院
の
参
技
官
を
は
じ
め
と
す
る
官

庁
技
術
者
た
ち
を
集
め
た
「
虎
の
門
会
」
と
い
う
技
術
と
経
済
、
杜
会
と
の
関
係
に

つ
い
て
の
勉
強
会
を
開
き
、
ま
た
太
平
洋
戦
争
末
期
に
は
平
貞
蔵
の
協
力
を
得
つ

つ
、
後
輩
の
後
藤
誉
之
助
と
共
に
、
目
本
の
戦
後
間
題
研
究
会
を
組
織
し
て
い
っ

た
。
こ
の
研
究
会
に
お
げ
る
日
本
の
戦
後
間
題
の
検
討
は
、
大
来
の
所
属
し
て
い
た

大
東
亜
省
総
務
局
が
戦
後
外
務
省
調
査
局
と
な
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
同
調
査
局
の

仕
事
と
し
て
継
続
さ
れ
、
一
九
四
六
（
昭
和
二
一
）
年
九
月
外
務
省
特
別
調
査
委
員

会
報
告
『
改
訂
目
本
経
済
再
建
の
基
本
間
題
』
に
結
実
し
た
。

　
太
平
洋
戦
争
末
期
よ
り
こ
の
検
討
作
業
に
参
加
し
た
主
要
な
人
々
は
、
有
沢
広
已
、

安
芸
咬
一
、
稲
葉
秀
三
、
石
川
一
郎
、
井
上
晴
丸
、
宇
野
弘
蔵
、
大
内
兵
衛
、
大
野

数
雄
、
亀
山
直
人
、
岸
本
誠
二
郎
、
近
藤
康
男
、
平
貞
蔵
、
巽
良
知
、
土
屋
清
、
正

木
千
冬
、
東
畑
精
一
、
友
岡
久
雄
、
中
山
伊
知
郎
、
山
中
篤
太
郎
、
山
田
盛
太
郎
、

脇
村
義
太
郎
、
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
報
告
書
の
執
筆
に
は
、
大
来
佐
武
郎
、
後
藤

誉
之
助
、
小
田
寛
、
並
木
正
吉
が
あ
た
っ
た
。
内
容
的
に
は
、
報
告
書
の
「
前
篇
目

本
経
済
再
建
の
前
提
」
は
経
済
白
書
の
態
を
た
し
、
「
後
篇
日
本
経
済
再
建
の
方
策
」

は
経
済
計
画
の
態
を
な
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
戦
後
直
後
の
か
く
も
早
い
時
期
に
，

官
庁
技
術
者
大
来
佐
武
郎
の
活
動
に
よ
っ
て
当
時
の
目
本
の
経
済
学
の
最
高
ブ
レ
ー

ン
を
動
員
し
つ
つ
ま
と
め
ら
れ
た
目
本
経
済
の
現
状
分
析
と
将
来
構
想
は
、
日
本
に

お
け
る
「
技
術
の
制
度
化
」
の
進
展
ぶ
り
を
示
す
輝
し
い
成
果
で
あ
る
。
し
か
も
、

経
済
計
画
に
あ
た
る
部
分
に
は
、
　
「
虎
の
門
会
」
の
勉
強
の
成
果
と
し
て
の
技
術
政

策
項
目
「
1
技
術
研
究
の
奨
励
と
組
織
化
」
「
2
研
究
費
の
支
出
」
「
3
技
術
研
究
の

実
用
化
」
「
4
技
術
の
総
合
化
」
「
5
基
礎
的
研
究
の
重
視
」
「
6
技
術
水
準
の
全
般

的
向
上
」
「
7
規
格
統
一
の
促
進
」
「
8
諸
外
国
と
の
問
に
■
お
け
る
技
術
交
流
」
が
示

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
、
　
「
技
術
の
制
度
化
」
再
出
発
の
橋
頭
壁
は
早
く
も
築

「
技
術
の
制
度
化
」
遇
程
に
お
け
る
教
育
の
杜
会
的
課
題
（
大
淀
）

か
れ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
な
お
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
こ
の
報
告
書
最
後
の
節
は
「
経
済
再
建
と
教
育
」
に

な
っ
て
い
て
、
教
育
改
革
へ
の
言
及
で
も
っ
て
締
め
括
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

節
の
冒
頭
に
は
、

　
「
経
済
再
建
の
達
成
を
可
能
な
ら
し
め
る
最
も
基
本
的
な
条
件
の
一
つ
に
教
育
が

あ
る
。
経
済
の
性
格
は
時
代
と
共
に
推
移
し
、
各
々
の
時
代
に
要
求
さ
れ
る
経
済
人

の
素
質
や
能
力
も
亦
変
化
す
る
。
教
育
が
斯
る
時
代
の
推
移
を
洞
察
し
、
新
ら
し
き

杜
会
の
要
求
に
合
致
せ
る
素
養
を
備
へ
た
青
年
を
送
り
出
す
こ
と
が
出
来
る
な
ら

ぼ
、
杜
会
の
能
率
は
著
し
く
改
善
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
殊
に
現
代
の
ご
と
き
急
激

な
変
革
期
に
於
て
は
、
今
後
日
本
の
向
ふ
べ
き
方
向
の
明
確
な
認
識
の
上
に
教
育
の

体
系
が
再
建
さ
れ
ね
ぼ
な
ら
な
い
。
勿
論
教
育
に
は
人
格
の
陶
冶
と
云
ふ
本
来
の
目

的
が
与
へ
ら
れ
て
ゐ
る
か
ら
、
教
育
を
以
て
単
に
実
利
的
な
手
段
と
し
て
扱
ふ
こ
と

は
避
く
べ
き
で
あ
る
が
、
実
生
活
か
ら
遊
離
し
た
観
念
的
な
人
格
教
育
も
亦
反
省
さ

れ
ね
ぼ
な
ら
な
い
。
今
後
の
教
育
は
立
身
出
世
主
義
的
功
利
主
義
者
の
養
成
に
非
ず

し
て
、
自
己
の
職
業
を
天
職
と
す
る
勤
勉
に
し
て
堅
実
な
る
多
数
国
民
、
特
に
多
数

生
産
者
の
養
成
を
企
図
す
べ
き
で
あ
ら
う
。
か
か
る
見
地
か
ら
将
来
の
職
業
に
対
す

る
準
備
と
し
て
の
職
業
教
育
を
重
視
す
る
要
が
あ
り
、
人
格
の
陶
冶
も
職
業
教
育
を

通
じ
て
実
践
的
に
達
成
す
る
途
を
選
ぶ
べ
き
で
あ
ら
う
。

　
二
十
世
紀
は
世
界
の
分
業
の
発
達
と
そ
れ
に
伴
ふ
専
門
化
と
組
織
化
を
特
徴
と
す

　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

る
。
杜
会
は
最
早
独
立
個
人
の
平
面
的
な
集
合
体
で
は
な
く
、
一
定
の
任
務
を
与
へ

、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

ら
れ
た
専
門
家
の
立
体
的
な
組
織
体
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
か
か
る
特
徴
は
近
代
戦
の

形
態
の
中
に
最
も
表
徴
的
に
看
取
せ
ら
れ
る
が
、
平
和
的
な
経
済
活
動
も
亦
か
か
る

様
相
を
持
つ
。
」
（
一
八
八
－
一
八
九
頁
。
傍
点
筆
者
）

と
い
う
い
わ
ぼ
教
育
の
見
方
に
つ
い
て
の
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
的
転
換
を
要
求
す
る
文
章
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島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
　
第
十
九
巻

が
あ
っ
て
、
そ
の
あ
と
「
一
経
済
計
画
化
と
教
育
」
〕
一
目
本
経
済
の
性
格
と
教
育
L

「
三
職
業
教
育
」
「
四
経
済
建
設
と
教
育
の
一
体
化
」
「
五
一
般
教
育
に
お
け
る
諸
問

題
」
の
五
項
目
に
わ
た
っ
て
教
育
改
革
の
ポ
イ
ソ
ト
が
示
さ
れ
る
と
い
う
体
裁
に
な

っ
て
い
る
。

　
な
か
で
も
強
調
さ
れ
て
い
る
の
は
、
日
本
経
済
の
再
建
は
「
経
済
の
計
画
化
」
（
九

二
頁
）
に
よ
る
と
い
う
報
告
書
の
基
調
と
の
関
連
で
、
経
世
家
的
技
術
者
や
テ
ク
ノ

ク
ラ
ー
ト
と
い
っ
た
人
材
養
成
の
こ
と
で
あ
る
。
　
「
一
経
済
計
画
化
と
教
育
」
の
項

に
は
、
　
「
計
画
化
さ
れ
た
経
済
の
運
営
に
は
新
し
い
型
の
経
済
人
が
必
要
と
さ
れ

る
。
生
産
か
ら
消
費
に
到
る
全
経
済
過
程
を
計
画
化
す
る
に
は
高
度
の
組
織
化
が
必

要
で
あ
り
、
各
人
が
自
己
の
受
持
つ
業
務
に
関
し
専
門
的
具
体
的
知
識
を
持
つ
こ

と
、
か
か
る
専
門
的
知
識
の
総
合
化
が
必
要
な
こ
と
、
更
に
又
経
済
現
象
が
常
に
計

量
化
さ
れ
ね
ぼ
な
ら
ぬ
事
等
の
要
請
が
あ
る
。
経
済
学
的
素
養
の
み
を
以
て
し
て

は
、
例
へ
ぼ
不
足
せ
る
物
質
に
対
し
て
は
配
給
を
統
制
し
制
限
す
る
と
云
ふ
消
極
的

対
策
し
か
生
れ
な
い
が
、
技
術
的
素
養
は
代
用
品
の
使
用
や
、
設
計
の
改
良
に
よ
る

使
用
材
料
の
節
約
等
の
如
き
積
極
的
対
策
を
生
む
。
又
技
術
的
素
養
の
み
で
は
経
済

全
体
の
中
に
於
け
る
自
已
の
持
場
を
見
失
ひ
勝
で
あ
る
。
従
っ
て
計
画
経
済
は
技
術

的
素
養
と
経
済
学
的
素
養
の
融
合
を
要
求
す
る
。
」
（
一
八
九
頁
）
と
あ
り
、
ま
た
別

の
箇
処
に
、
　
「
計
画
経
済
の
有
能
な
る
担
当
者
た
り
得
る
新
し
き
頭
脳
の
養
成
が
必

要
と
な
る
。
か
か
る
目
的
に
取
っ
て
は
総
合
的
視
野
を
有
す
る
エ
キ
ス
パ
ー
ト
が
必

要
で
あ
り
、
特
に
生
産
の
分
野
に
於
て
は
か
か
る
能
力
を
有
す
る
新
し
き
技
術
家
乃

至
は
技
術
的
常
識
を
持
つ
経
済
人
の
養
成
が
必
要
と
な
る
。
」
（
九
三
頁
）
と
あ
る
こ

と
が
そ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
明
治
時
代
以
来
の
日
本
に
お
け
る
「
技
術
の
制
度
化
」
は
、
教
育
局
面
の
登
場
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
て
そ
の
螺
旋
的
形
成
過
程
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
が
、
新
し
い
杜
会

体
制
の
開
始
の
時
期
に
お
い
て
再
び
教
育
局
面
上
の
課
題
を
よ
り
高
次
の
段
階
に
お

い
て
か
か
え
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
げ
で
あ
る
。

　
『
改
訂
目
本
経
済
再
建
の
基
本
間
題
』
が
出
さ
れ
た
頃
は
、
総
理
大
臣
吉
田
茂
の

も
と
で
有
沢
広
已
を
中
心
と
す
る
グ
ル
ー
プ
が
有
名
な
「
傾
斜
生
産
方
式
」
の
実
施

の
た
め
に
動
き
出
し
て
お
り
、
大
来
佐
武
郎
も
グ
ル
ー
プ
の
有
力
な
一
員
と
し
て
情

熱
を
も
っ
て
事
に
あ
た
り
つ
つ
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
翌
年
一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）

年
一
月
早
々
こ
れ
が
一
頓
座
を
き
た
し
た
の
で
、
大
来
は
こ
こ
に
外
務
省
を
や
め
官

界
を
一
時
離
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
　
（
二
）
　
経
済
安
定
本
部
か
ら
経
済
企
画
庁
へ

　
戦
後
目
本
の
経
済
は
、
国
土
の
荒
廃
、
極
端
な
物
質
の
不
足
、
激
し
い
イ
ン
フ
レ

ー
シ
ョ
ソ
の
進
行
、
等
々
に
よ
っ
て
ま
さ
に
崩
壊
寸
前
の
危
機
的
状
況
に
お
い
て
あ

っ
た
。
こ
の
状
況
の
中
で
、
政
府
か
ら
一
九
四
六
（
昭
和
二
一
）
年
二
月
一
七
目
「
経

済
危
機
緊
急
対
策
」
が
公
布
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
　
「
大
蔵
、
農
林
、
商
工
、
厚
生
等

の
所
管
に
わ
た
っ
て
い
た
の
で
、
政
府
は
こ
の
政
策
を
強
力
な
中
央
指
導
に
よ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
萄

二
兀
的
に
遂
行
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
、
同
年
二
月
末
に
は
緊
急
対
策
本
部
」
の
設
置

が
立
案
さ
れ
た
。
こ
の
本
部
は
、
G
H
Q
の
承
認
を
得
て
、
経
済
安
定
本
部
と
し
て

八
月
一
二
日
実
現
し
た
。
内
閣
総
理
大
臣
が
総
裁
と
な
り
、
総
務
長
官
は
大
臣
と
し

て
遇
せ
ヶ
れ
る
強
力
な
官
庁
で
あ
っ
た
。

　
だ
が
、
傾
斜
生
産
方
式
も
う
ま
く
展
開
せ
ず
、
経
済
危
機
は
い
っ
こ
う
に
緩
利
さ

れ
な
い
の
で
、
マ
ヅ
カ
ー
サ
ー
最
高
司
令
官
の
命
令
に
よ
り
、
翌
年
五
月
一
目
経
済

安
定
本
部
は
よ
り
一
層
強
大
な
官
庁
へ
と
機
構
改
正
が
な
さ
れ
た
。
こ
の
と
き
、
総

務
長
官
の
下
に
。
四
人
の
副
長
官
が
お
か
れ
、
官
房
と
生
産
・
建
設
・
貿
易
・
交
通
・

財
政
金
融
・
生
活
物
資
・
監
査
・
動
力
・
物
価
・
労
働
の
一
〇
局
で
構
成
さ
れ
る
と
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と
も
に
、
総
務
長
官
を
委
員
長
と
し
、
四
副
長
官
と
官
房
長
が
委
員
で
、
別
に
専
任

の
副
委
員
長
を
置
く
総
合
調
整
委
員
会
が
総
務
長
官
と
副
長
官
の
間
に
設
け
ら
れ

た
。
以
上
の
機
構
改
正
は
、
　
「
各
経
済
関
係
省
の
政
策
立
案
及
び
計
画
に
つ
い
て
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
4
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4

基
本
事
項
を
全
部
吸
収
総
合
」
し
て
「
経
済
統
制
の
励
行
を
期
」
す
た
め
の
も
の
で

あ
っ
た
。

　
こ
の
強
大
な
国
家
的
経
済
参
謀
本
部
と
も
い
う
べ
き
経
済
安
定
本
部
は
、
ほ
ぼ
目

本
杜
会
党
の
片
山
哲
内
閣
の
存
続
期
間
中
（
一
九
四
七
年
六
月
一
日
－
一
九
四
八
年

三
月
一
〇
目
）
、
か
っ
て
企
画
院
に
い
た
和
田
博
雄
を
総
務
長
官
に
す
え
、
そ
の
他

元
企
画
院
官
僚
や
す
ぐ
れ
た
民
間
人
を
も
結
集
し
て
、
傾
斜
生
産
方
式
の
強
力
な
推

進
を
は
じ
め
と
す
る
日
本
経
済
復
興
の
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
展
開
し
た
。
短

い
期
間
で
は
あ
っ
た
が
、
あ
ら
ゆ
る
国
家
機
関
に
超
越
す
る
二
兀
的
で
総
合
的
な
官

庁
に
よ
っ
て
、
　
「
国
家
ノ
行
為
」
と
し
て
の
計
画
的
行
為
が
、
法
律
的
行
為
を
従
え

つ
つ
縦
横
に
遂
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
さ
に
技
術
者
た
ち
が
求
め
続
け
て

き
た
政
治
、
経
済
の
あ
り
方
が
、
つ
か
の
問
実
現
し
た
状
態
で
あ
っ
た
と
い
え
よ

う
O　

中
心
的
な
計
画
的
行
為
に
つ
い
て
よ
り
具
体
的
に
い
う
と
、
一
九
四
七
（
昭
和
二

二
）
年
二
一
月
経
済
計
画
樹
立
の
た
め
に
資
源
の
有
効
で
総
合
的
な
利
用
に
か
か
わ

る
基
礎
資
料
を
蒐
集
し
、
調
査
審
議
す
る
目
的
で
経
済
安
定
本
部
内
に
資
源
委
員
会

が
設
置
さ
れ
た
。
会
長
は
総
務
長
官
で
、
初
代
の
副
会
長
、
事
務
局
長
に
そ
れ
ぞ
れ

内
田
俊
一
と
安
芸
咬
一
が
任
命
さ
れ
た
。
そ
し
て
中
に
水
、
土
地
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

地
下
資
源
に
関
す
る
四
っ
の
専
門
部
会
が
お
か
れ
た
。
一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年

六
月
資
源
調
査
会
と
い
う
さ
ら
に
1
規
模
の
大
き
い
機
関
と
な
っ
て
、
こ
れ
ま
で
さ
ま

ざ
ま
の
報
告
、
勧
告
等
を
出
し
て
き
た
。

「
技
術
の
制
度
化
」
過
程
に
お
け
る
教
育
の
杜
会
的
課
題
（
大
淀
）

　
ま
た
、
経
済
計
画
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
経
済
安
定
本
部
総
裁
官
房
次
長
稲
葉

秀
三
を
中
心
と
す
る
人
々
の
努
力
に
よ
っ
て
、
　
「
経
済
復
興
計
画
第
一
次
試
案
」
が

資
源
委
員
会
の
設
置
さ
れ
た
翌
年
一
月
作
成
さ
れ
た
。
っ
い
で
三
月
経
済
安
定
本
部

内
に
経
済
復
興
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
こ
の
第
一
次
試
案
の
検
討
を
開
始
し
た
。

　
こ
う
し
て
、
有
力
な
経
済
学
者
や
技
術
者
（
中
心
に
か
つ
て
の
外
務
省
特
別
調
査

委
員
会
の
メ
ソ
パ
ー
と
都
留
重
人
、
大
来
佐
武
郎
、
後
藤
誉
之
助
な
ど
が
い
た
）
の

叡
智
を
結
集
し
て
日
本
経
済
復
興
の
た
め
の
計
画
づ
く
り
へ
向
け
て
、
経
済
安
定
本

部
が
堂
々
の
歩
み
を
開
始
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
経
済
復
興
の
中
心
と
も
な
る

「
資
源
」
や
「
技
術
」
に
つ
い
て
は
、
　
『
改
訂
日
本
経
済
再
建
の
基
本
間
題
』
の
中

に
、
　
「
今
後
に
お
け
る
目
本
技
術
の
性
格
」
と
し
て
「
過
去
に
お
け
る
目
本
技
術

は
、
目
本
経
済
の
有
す
る
性
格
と
同
様
に
多
分
に
軍
事
的
色
彩
を
持
っ
た
。
即
ち
技

術
は
直
接
間
接
に
目
本
の
軍
事
力
を
強
化
す
る
為
の
手
段
と
し
て
利
用
せ
ら
れ
た
の

で
あ
る
。
今
や
技
術
は
国
民
に
対
す
る
奉
仕
者
と
し
て
、
生
活
環
境
の
改
善
と
生
活

水
準
の
実
質
的
向
上
を
齋
す
べ
き
本
来
の
使
命
に
房
ら
ね
ぼ
な
ら
な
い
。
又
従
来
目

本
技
術
の
有
す
る
植
民
地
的
な
模
傲
本
位
の
性
格
を
脱
却
し
、
日
本
が
有
す
る
環
境

－
例
へ
ぼ
資
源
の
不
足
と
豊
富
な
る
労
働
力
の
存
在
1
に
即
応
し
、
且
つ
生
産
力
に

直
結
せ
る
技
術
の
発
展
を
は
か
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
」
（
一
七
七
頁
）
と
述
べ
ら
れ
て

い
る
こ
と
の
延
長
線
上
に
そ
れ
ら
は
位
置
づ
け
ら
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
と
い
え
よ

う
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
年
七
月
経
済
安
定
本
部
か
ら
出
さ
れ
た
「
経
済
安
定
一
〇

原
則
」
の
筆
頭
に
、
　
「
重
要
国
内
資
源
を
開
発
し
生
産
を
増
強
す
る
。
」
と
い
う
項

目
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
る
。

　
だ
が
大
陸
に
お
け
る
中
国
共
産
党
の
政
治
的
版
図
の
急
速
な
拡
大
に
と
も
な
っ

て
、
ア
メ
リ
カ
の
対
目
占
領
政
策
も
変
化
し
、
二
一
月
に
な
っ
て
マ
ヅ
カ
ー
サ
ー
最

高
司
令
官
よ
り
総
理
大
臣
吉
田
茂
あ
て
書
簡
の
形
で
「
経
済
安
定
九
原
則
」
が
提
起
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さ
れ
、
実
施
が
命
令
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
国
家
財
政
の
歳
出
入
の
真
の
均
衡
を
は
か

っ
て
イ
ソ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
を
お
さ
え
、
賃
金
、
物
価
を
安
定
さ
せ
つ
つ
、
輸
出
産
業

を
強
力
に
育
成
し
て
、
　
「
経
済
安
定
一
〇
原
則
」
で
は
第
九
番
目
の
項
目
「
外
国
貿

易
の
管
理
と
行
政
事
務
を
改
善
し
、
為
替
管
理
の
一
機
関
を
設
け
る
。
」
を
逸
速
く

実
現
し
っ
っ
、
一
気
に
日
本
を
貿
易
立
国
へ
も
っ
て
行
こ
う
と
す
る
政
策
で
あ
っ
た
。

経
済
復
興
と
い
う
ア
ウ
タ
ル
キ
ー
的
生
産
力
増
強
政
策
を
捨
て
、
国
際
経
済
の
中
に

早
急
に
目
本
を
位
置
づ
け
、
そ
の
こ
と
に
，
よ
っ
て
日
本
資
本
主
義
経
済
の
復
活
、
安

定
、
強
化
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
そ
こ
で
早
く
も
翌
一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年
五
月
「
物
資
増
産
を
施
策
の
中
核

と
す
る
国
内
経
済
中
心
主
義
か
ら
、
貿
易
振
興
を
前
面
に
，
立
て
、
合
理
化
そ
の
他
、

そ
れ
を
達
成
す
る
た
め
の
産
業
諸
施
策
を
後
景
に
配
し
た
国
際
通
商
中
心
主
義
へ

　
　
　
　
　
　
○

の
、
大
き
な
転
換
」
を
行
う
た
め
に
、
商
工
省
は
通
商
産
業
省
へ
と
機
構
替
え
が
な

さ
れ
た
。
対
し
て
六
月
経
済
安
定
本
部
は
、
機
構
縮
小
さ
れ
、
さ
ら
に
講
和
条
約
発

効
し
て
問
も
な
く
の
一
九
五
二
（
昭
和
二
七
）
年
七
月
三
一
日
廃
止
さ
れ
た
。
そ
し

て
、
八
月
一
日
か
ら
「
経
済
政
策
の
企
画
、
調
査
及
び
調
整
の
官
庁
」
と
い
う
や
や

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
経
済
審
議
庁
と
し
て
、
経
済
安
定
本
部
は
再
発
足
し
た
。
経
済
審

議
庁
は
、
第
二
次
鳩
山
一
郎
内
閣
の
も
と
で
、
一
九
五
五
（
昭
和
三
〇
）
年
七
月
、

長
期
経
済
計
画
の
推
進
と
い
う
こ
と
が
所
掌
事
項
に
つ
け
加
え
ら
れ
て
経
済
企
画
庁

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
な
お
経
済
復
興
計
画
委
員
会
は
、
経
済
安
定
本
部
機
構
縮
小
の
際
、
経
済
復
興
審

議
会
と
改
め
ら
れ
、
翌
年
七
月
自
立
経
済
審
議
会
と
な
り
、
一
九
五
二
年
八
月
に
は
、

経
済
審
議
庁
内
の
経
済
審
議
会
と
な
っ
て
総
理
大
臣
の
諮
間
を
受
げ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
こ
の
審
議
会
は
、
経
済
企
画
庁
内
の
機
関
と
し
て
そ
の
ま
ま
受
け
継
が
れ
て
い

る
。
ま
た
さ
き
に
紹
介
し
た
大
来
佐
武
郎
は
、
和
田
博
雄
が
総
務
長
官
の
と
き
経
済

安
定
本
部
総
裁
官
房
調
査
課
長
と
し
て
官
界
に
復
帰
し
た
。
そ
の
あ
と
経
済
安
定
本

部
廃
止
の
機
会
に
ー
エ
カ
フ
ェ
（
国
連
ア
ジ
ア
極
東
経
済
委
員
会
）
に
出
向
し
、
一
年

あ
ま
り
後
経
済
審
議
庁
調
査
都
に
も
ど
り
、
一
九
五
六
（
昭
和
三
一
）
年
経
済
企
画

庁
計
画
部
長
、
翌
年
総
合
計
画
局
長
、
一
九
六
二
（
昭
和
三
七
）
年
総
合
開
発
局
長

を
つ
と
め
て
一
九
六
三
（
昭
和
三
八
）
年
退
官
し
た
。
大
来
は
、
戦
後
目
本
の
高
度

経
済
成
長
に
と
っ
て
最
も
大
事
な
「
新
長
期
経
済
計
画
」
（
一
九
五
七
年
）
、
　
「
国
民

所
得
倍
増
計
画
」
（
一
九
六
〇
年
）
、
　
「
全
国
総
合
開
発
計
画
」
（
一
九
六
二
年
）
と
り

ま
と
め
の
総
括
責
任
者
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　
　
（
三
）
　
科
学
技
術
庁
に
つ
い
て

　
敗
戦
直
後
、
大
東
亜
省
や
軍
需
省
が
廃
止
さ
れ
、
技
術
院
は
解
体
さ
れ
た
ば
か
り

で
な
く
、
科
学
動
員
に
つ
く
し
た
帝
国
学
士
院
、
学
術
研
究
会
議
、
日
本
学
術
振
興

会
と
い
う
学
術
三
団
体
に
1
対
す
る
批
判
も
激
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。
げ
れ
ど
も
こ
こ

に
は
、
科
学
振
興
、
技
術
振
興
の
あ
り
方
へ
の
批
判
は
あ
っ
て
も
、
科
学
者
、
技
術

者
の
戦
争
責
任
を
問
う
と
い
う
姿
勢
は
明
確
で
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
日
本
の
科

学
、
技
術
あ
る
い
は
、
科
学
者
、
技
術
者
の
杜
会
的
機
能
に
、
対
す
る
充
分
な
反
省
が

な
い
ま
ま
に
、
科
学
振
興
、
技
術
振
興
へ
の
関
心
は
、
目
本
再
建
の
拠
り
所
が
そ
こ

に
し
か
な
い
ご
と
く
一
途
に
高
ま
っ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
こ
れ
に
か
か
わ
る
い
く
つ

か
の
動
き
は
、
文
部
省
科
学
教
育
局
の
肝
煎
り
で
で
き
た
学
術
研
究
体
制
世
話
人
会

に
流
れ
こ
み
、
こ
の
世
話
人
会
の
定
め
た
方
法
に
よ
る
選
挙
が
行
な
わ
れ
て
、
一
九

四
七
（
昭
和
二
二
）
年
八
月
学
術
体
制
刷
新
委
員
会
が
発
足
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
委
員
会
は
、
翌
年
四
月
内
閣
総
理
大
臣
に
「
新
学
術
体
制
の
立
案
に
つ
い
て
」

と
い
う
報
告
書
を
提
出
し
た
。

　
報
告
書
に
は
、
　
「
わ
が
禺
を
荒
廃
よ
り
救
い
、
健
全
な
文
化
国
家
と
し
て
更
生
さ

せ
る
為
に
は
、
科
学
の
力
を
、
最
も
有
効
に
活
用
し
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
そ
の
た
め
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に
は
従
来
の
学
術
体
制
を
再
検
討
し
、
新
た
な
る
構
想
の
下
に
全
国
科
学
者
の
緊
密

な
連
絡
・
協
力
に
よ
っ
て
、
研
究
水
準
の
画
期
的
高
揚
に
努
め
、
併
せ
て
行
政
・
産

業
及
び
国
民
生
活
に
科
学
を
反
映
湊
透
せ
し
む
べ
き
新
組
織
を
確
立
す
る
こ
と
が
必

須
の
条
件
で
あ
る
。
L
と
し
て
「
目
本
学
術
会
議
」
の
構
想
、
お
よ
び
「
従
来
わ
が

国
に
お
い
て
は
、
科
学
研
究
の
成
果
を
、
迅
速
か
つ
総
合
的
に
行
政
諸
施
策
に
活
用

せ
ず
、
加
う
る
に
各
省
科
学
技
術
行
政
の
連
絡
調
整
十
分
な
ら
ず
、
科
学
と
国
策
と

は
相
遊
離
し
、
行
政
全
般
に
科
学
性
を
欠
く
憾
み
が
あ
っ
た
。
他
方
、
基
本
的
諸
科

学
の
振
興
に
つ
い
て
も
、
政
府
は
十
分
の
熱
意
と
理
解
を
有
せ
ず
、
貧
弱
な
施
設
と

零
細
な
資
金
・
資
材
の
も
と
に
、
有
能
な
る
研
究
者
と
し
て
十
分
そ
の
駿
足
を
伸
ぼ

す
こ
と
を
不
可
能
な
ら
し
め
た
。
」
と
し
て
、
「
目
本
学
術
会
議
の
意
志
を
政
府
に
連

絡
反
映
さ
せ
、
各
省
間
の
科
学
技
術
行
政
の
連
絡
・
調
整
を
図
る
機
関
」
1
1
「
科
学
技

術
行
政
協
議
会
」
の
構
想
が
提
示
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
二
つ
の
機
関
は
、
ほ
ぼ
報

告
書
に
示
さ
れ
た
あ
り
方
を
規
定
す
る
目
本
学
術
会
議
法
と
科
学
技
術
行
政
協
議
会

法
に
基
づ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
内
閣
総
理
大
臣
の
も
と
に
一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年

一
月
設
置
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
ハ
戦
後
に
お
げ
る
国
家
的
レ
ベ
ル
で
の
科
学
振
興
、
技
術
振
興
の
新
た

な
拠
点
と
し
て
目
本
学
術
会
議
と
科
学
技
術
行
政
協
議
会
は
登
場
し
た
わ
け
で
あ
る

が
、
そ
れ
ぞ
れ
は
、
戦
時
中
の
科
学
技
術
審
議
会
と
技
術
院
に
比
す
べ
き
機
関
で
あ

っ
た
と
い
え
る
（
一
九
四
九
年
科
学
技
術
行
政
協
議
会
か
ら
出
さ
れ
た
小
冊
子
『
科

学
技
術
行
政
協
議
会
に
つ
い
て
』
に
は
、
協
議
会
に
つ
い
て
、
　
「
か
っ
て
の
技
術
院

的
性
格
を
も
っ
て
い
る
」
（
四
頁
）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
）
。

だ
が
こ
こ
で
も
「
経
済
安
定
九
原
則
」
実
施
の
重
要
な
一
環
と
し
て
、
一
九
四
九

（
昭
和
二
四
）
年
二
一
月
に
外
国
為
替
及
び
外
国
貿
易
管
理
法
、
つ
い
で
翌
年
五
月

　
　
　
「
技
術
の
制
度
化
」
過
程
に
お
け
る
教
育
の
杜
会
的
課
題
（
大
淀
）

に
外
資
に
関
す
る
法
律
が
公
布
さ
れ
る
と
、
ア
ウ
タ
ル
キ
ー
的
で
な
い
外
国
技
術
導

入
を
軸
と
し
た
科
学
振
興
、
技
術
振
興
の
施
策
が
求
め
ら
れ
出
し
、
そ
の
た
め
の
別

の
行
政
官
庁
が
構
想
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
一
九
五
〇
（
昭

和
二
五
）
年
は
じ
め
に
、
科
学
技
術
行
政
協
議
会
内
に
外
国
技
術
導
入
部
会
が
設
げ

ら
れ
、
導
入
の
審
査
に
あ
た
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
協
議
会
そ
の
も
の
は

そ
う
し
た
行
政
事
務
を
担
当
す
る
機
関
と
し
て
き
わ
め
て
不
十
分
な
存
在
で
あ
っ

た
。

　
こ
う
し
た
こ
と
を
痛
感
し
た
当
時
の
第
三
次
吉
田
茂
内
閣
の
与
党
目
本
自
由
党
の

衆
議
院
議
員
前
田
正
男
は
、
科
学
技
術
行
政
協
議
会
に
か
わ
る
科
学
・
技
術
の
た
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
臼

の
新
構
想
の
行
政
官
庁
の
設
置
を
求
め
て
活
動
を
開
始
し
た
。
こ
の
年
三
月
前
田
が

中
心
的
推
進
役
と
な
っ
て
実
現
し
た
衆
議
院
に
お
げ
る
「
科
学
技
術
の
振
興
に
関
す

　
　
　
修

る
決
議
」
に
は
、
後
の
科
学
技
術
庁
設
置
に
つ
な
が
っ
て
ゆ
く
具
体
的
措
置
の
提
案

と
し
て
最
初
の
も
の
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
右
の
決
議
に
は
、

　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
、
　
、
　
　
、
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
「
…
・
…
－
日
本
経
済
の
自
主
再
建
の
た
め
、
産
業
合
理
化
、
貿
易
の
振
興
を
強
力

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
、
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
、
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

に
推
進
せ
ね
ぼ
な
ら
ぬ
が
、
こ
れ
が
た
め
に
は
、
科
学
技
術
の
振
興
と
、
こ
れ
が
応

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

用
工
業
化
を
積
極
的
に
実
施
せ
ね
ぼ
な
ら
な
い
。
政
府
は
、
か
∫
る
現
状
に
か
ん
が

み
、
科
学
技
術
振
興
に
対
し
、
速
や
か
に
左
記
要
項
に
つ
い
て
適
切
な
る
措
置
を
講

ず
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

　
一
、
科
学
技
術
関
係
の
国
家
予
算
を
増
額
す
る
と
共
に
、
設
備
改
良
等
へ
の
長
期

資
金
の
融
資
等
に
特
別
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

　
二
、
科
学
教
育
を
振
興
す
る
と
共
に
、
研
究
費
の
増
額
交
付
、
研
究
老
の
待
遇
改

善
を
図
り
、
も
っ
て
科
学
技
術
知
識
の
普
及
に
努
め
る
こ
と
。

　
三
、
科
学
技
術
の
応
用
工
業
化
の
た
め
特
殊
金
融
金
庫
を
設
け
る
こ
と
。
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四
、
科
学
技
術
関
係
各
機
関
を
能
率
的
か
つ
総
合
的
に
運
営
す
る
た
め
、
制
度
施

設
の
改
善
整
備
を
行
う
こ
と
。
L
（
傍
点
筆
者
。
傍
点
の
部
分
に
は
、
ま
さ
に
「
経
済

安
定
九
原
則
」
に
側
う
形
で
の
科
学
技
術
振
興
の
必
要
な
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い

る
）
と
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
た
発
想
が
発
展
し
て
、
一
九
五
二
（
昭
和
二
七
）
年
に
は
、
新
し
い
行
政

官
庁
の
構
想
が
、
目
本
自
由
党
科
学
技
術
振
興
特
別
委
員
会
の
「
科
学
技
術
庁
設
置

　
　
㈱

要
領
案
」
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
。
こ
れ
は
ひ
ろ
く
前
田
構
想
と
し
て
知
ら
れ
て
い

る
。
翌
年
に
は
、
国
会
内
に
超
党
派
で
科
学
技
術
振
興
議
員
連
盟
が
結
成
さ
れ
、
さ

き
に
紹
介
し
た
決
議
と
同
様
の
内
容
の
「
科
学
技
術
振
興
に
関
す
る
決
議
」
が
八
月

に
衆
議
院
で
な
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
国
会
内
に
科
学
技
術
庁
設
置
の
大
き
な
気
運
が

盛
り
あ
が
っ
て
く
る
と
と
も
に
、
一
九
五
四
（
昭
和
二
九
）
年
一
〇
月
経
済
同
友
会

は
、
　
「
科
学
技
術
促
進
対
策
」
を
ま
と
め
て
側
面
か
ら
援
助
を
し
た
。

　
一
九
五
五
（
昭
和
三
〇
）
年
に
な
る
と
五
月
に
、
第
二
二
国
会
衆
議
院
商
工
委
員

会
内
の
科
学
技
術
振
興
に
関
す
る
小
委
員
会
が
、
科
学
技
術
庁
の
設
置
を
決
議
し
、

六
月
に
経
済
団
体
連
合
会
か
ら
政
府
へ
「
科
学
技
術
総
合
行
政
機
関
設
置
の
要
望
」

が
な
さ
れ
、
一
〇
月
に
は
さ
ら
に
同
連
合
か
ら
「
科
学
技
術
行
政
機
関
設
置
の
要
領

に
つ
い
て
」
が
建
議
さ
れ
た
。
一
一
月
に
衆
議
院
に
科
学
技
術
振
興
特
別
委
員
会
が

設
置
さ
れ
る
な
ど
し
て
ゆ
く
中
で
よ
う
や
く
政
府
も
動
き
、
設
置
法
の
国
会
通
過
が

は
か
ら
れ
、
一
九
五
六
（
昭
和
三
一
）
年
五
月
科
学
技
術
庁
が
発
足
し
た
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
殉

る
。
科
学
技
術
庁
設
置
法
第
三
条
に
は
、
　
「
科
学
技
術
庁
は
、
科
学
技
術
の
振
興
を

図
り
、
国
民
経
済
の
発
展
に
寄
与
す
る
た
め
、
科
学
技
術
（
人
文
科
学
の
み
に
係
る

も
の
及
び
大
学
に
お
げ
る
研
究
に
係
る
も
の
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）
に
関
す
る
行

政
を
総
合
的
に
推
進
す
る
こ
と
を
そ
の
主
た
る
任
務
と
す
る
。
」
と
あ
っ
た
。

　
概
略
以
上
の
経
過
で
も
っ
て
技
術
院
解
体
後
約
一
〇
年
半
余
り
後
に
1
、
科
学
技
術

行
政
協
議
会
に
か
わ
る
形
で
、
科
学
や
技
術
に
関
す
る
活
動
の
統
合
局
面
を
担
当
す

る
よ
り
強
力
な
行
政
機
関
が
登
場
し
た
。
そ
し
て
さ
ら
に
一
九
五
九
（
昭
和
三
四
）

年
二
月
に
は
、
こ
の
科
学
技
術
行
政
を
よ
り
万
全
な
も
の
と
す
る
た
め
に
1
、
内
閣
総

理
大
臣
を
議
長
と
し
、
大
蔵
大
臣
、
文
部
大
臣
、
経
済
企
画
庁
長
官
、
科
学
技
術
庁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
俸

長
官
、
目
本
学
術
会
議
会
長
、
学
識
経
験
老
三
名
（
う
ち
二
名
常
勤
）
を
議
員
と
す

る
内
閣
総
理
大
臣
の
諮
問
機
関
科
学
技
術
会
議
が
設
置
さ
れ
た
。
科
学
技
術
会
議
設

　
　
＠

置
法
第
二
条
に
は
、
　
「
内
閣
総
理
大
臣
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
関
し
て
関

係
行
政
機
関
の
施
策
の
総
合
調
整
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
事

項
に
つ
い
て
会
議
を
諮
問
し
な
げ
れ
ぼ
な
ら
な
い
。
一
、
科
学
技
術
（
人
文
科
学
の

み
に
係
る
も
の
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）
一
般
に
関
す
る
基
本
的
か
つ
総
合
的
な
政

策
の
樹
立
に
関
す
る
こ
と
。
二
、
科
学
技
術
に
関
す
る
長
期
的
か
つ
総
合
的
な
研
究

目
標
の
設
定
に
関
す
る
こ
と
。
三
、
前
号
の
研
究
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な

研
究
で
特
に
重
要
な
も
の
の
推
進
方
策
の
基
本
の
策
定
に
関
す
る
こ
と
。
四
、
目
本

学
術
会
議
へ
の
諮
問
及
び
目
本
学
術
会
議
の
答
申
又
は
勧
告
に
関
す
る
こ
と
の
う
ち

重
要
な
も
の
。
」
と
あ
り
、
ま
た
第
三
条
に
は
、
　
「
内
閣
総
理
大
臣
は
、
前
条
の
諮

問
に
対
す
る
答
申
が
あ
っ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
尊
重
し
な
げ
れ
ぼ
な
ら
な
い
。
」
と
あ

っ
て
、
こ
の
会
議
の
意
義
と
性
格
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
日
本
学
術
会
議
は

こ
の
時
点
で
、
政
府
の
行
政
、
政
策
に
「
科
学
を
反
映
浸
透
せ
し
む
べ
き
新
組
織
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鯛

と
い
う
こ
と
か
ら
一
層
遠
い
存
在
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
歴
史
の
流
れ
で
も
っ
て
、
戦
時
下
に
お
げ
る
技
術
院
と
科
学
技
術

審
議
会
と
の
組
み
合
わ
せ
と
い
う
科
学
技
術
行
政
シ
ス
テ
ム
は
、
戦
後
目
本
に
あ
っ

て
は
、
一
時
期
科
学
技
術
行
政
協
議
会
と
目
本
学
術
会
議
と
の
組
み
合
わ
せ
と
い
う

シ
ス
テ
ム
を
経
て
、
　
「
経
済
安
定
九
原
則
」
が
つ
く
り
出
し
て
ゆ
く
日
本
の
政
治
、
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経
済
の
枠
組
み
の
中
で
、
科
学
技
術
庁
と
科
学
技
術
会
議
と
い
う
組
み
合
わ
せ
の
シ

ス
テ
ム
ヘ
転
換
さ
れ
て
い
っ
れ
。
た
だ
技
術
院
の
所
掌
事
項
の
工
業
生
産
に
か
か
わ

る
部
分
は
、
解
体
時
商
工
省
外
局
の
特
許
評
準
局
の
所
掌
事
項
と
な
り
、
さ
ら
に
こ

の
所
掌
事
項
を
組
み
込
ん
で
一
九
四
八
（
昭
和
二
八
）
年
八
月
商
工
省
外
局
の
工
業

技
術
庁
が
設
置
さ
れ
た
（
一
九
五
二
年
通
商
産
業
省
附
属
の
工
業
技
術
院
と
な
る
）

の
で
、
　
「
技
術
の
制
度
化
」
の
新
た
な
展
開
に
っ
い
て
そ
の
総
合
局
面
は
、
科
学
技

術
庁
と
工
業
技
術
庁
（
工
業
技
術
院
）
に
よ
っ
て
担
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
え

よ
う
。
こ
の
二
つ
の
官
庁
が
統
合
局
面
に
か
か
わ
る
活
動
と
し
て
な
に
を
や
る
べ
き

か
と
い
う
こ
と
は
、
経
済
企
画
庁
の
マ
ネ
ジ
メ
ソ
ト
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
初
の
長

期
経
済
計
画
で
あ
り
、
し
か
も
戦
後
日
本
で
は
じ
め
て
閣
議
決
定
さ
れ
た
経
済
計
画

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

で
あ
る
「
経
済
自
立
五
ケ
年
計
画
」
　
（
計
画
年
次
一
九
五
六
－
六
〇
年
）
に
、
計
画

達
成
に
必
要
な
施
策
と
し
て
一
〇
項
目
あ
げ
ら
れ
て
い
る
う
ち
の
「
科
学
技
術
の
振

興
」
と
い
う
項
目
に
最
も
ま
と
ま
っ
た
形
で
提
示
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
こ
に
は
、

　
「
わ
が
国
の
科
学
技
術
水
準
は
、
先
進
諸
国
に
比
べ
著
し
い
立
遅
れ
を
示
し
て
い

る
。
こ
れ
を
速
や
か
に
向
上
せ
し
め
、
海
外
科
学
技
術
の
日
進
月
歩
の
発
展
に
拮
抗

せ
し
め
つ
つ
、
新
技
術
、
新
産
業
の
開
発
を
図
り
、
ひ
い
て
は
経
済
条
件
の
改
善
に

資
す
る
た
め
に
は
、
実
効
性
の
あ
る
一
連
の
諸
政
策
が
強
力
に
推
進
さ
れ
な
げ
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
基
礎
、
応
用
、
実
用
化
の
研
究
段
階
に
お
げ
る
研
究

者
の
創
意
工
夫
と
自
主
性
を
尊
重
す
る
と
と
も
に
、
研
究
体
制
を
整
傭
強
化
し
、
組

織
的
、
効
率
的
な
研
究
を
計
画
的
に
進
め
、
そ
の
総
合
化
を
図
り
つ
つ
、
成
果
の
実

用
化
を
円
滑
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
科
学
技
術
の
企
業
化
お
よ
び
研
究
成
果
の
普

及
、
湊
透
の
促
進
に
つ
い
て
特
段
の
努
力
を
払
う
必
要
が
あ
る
。

　
こ
れ
が
た
め
に
は
、
特
に
内
外
技
術
情
報
把
握
の
迅
速
適
確
化
、
試
験
研
究
施
設

「
技
術
の
制
度
化
」
過
程
に
お
け
る
教
育
の
杜
会
的
課
題
（
大
淀
）

の
拡
充
強
化
、
優
秀
な
試
験
研
究
に
対
す
る
助
成
の
強
化
、
組
織
的
共
同
研
究
体
制

の
確
立
、
工
業
化
試
験
推
進
機
構
の
設
置
、
新
技
術
工
業
化
の
た
め
の
融
資
の
円
滑

化
、
試
験
研
究
成
果
の
普
及
指
導
体
制
の
整
備
等
の
措
置
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
。

さ
ら
に
原
子
力
の
平
和
利
用
に
つ
い
て
は
、
将
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
の
根
本
的
解

決
あ
る
い
は
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
の
各
分
野
に
お
げ
る
活
用
等
に
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
が

大
で
あ
る
の
で
、
そ
の
研
究
、
開
発
は
一
貫
し
た
計
画
の
も
と
に
急
速
に
進
め
る
必

要
が
あ
る
。
な
お
、
以
上
の
ほ
か
生
産
性
向
上
に
大
い
に
関
連
を
も
っ
標
準
化
事
業

の
推
進
、
各
種
管
理
技
術
の
向
上
と
普
遍
化
お
よ
び
各
方
面
に
影
響
度
の
高
い
金
属

材
料
、
化
学
材
料
等
基
礎
的
工
業
材
料
の
品
質
向
上
等
に
つ
い
て
も
一
層
促
進
を
図

る
必
要
が
あ
る
。
L

と
あ
り
、
新
段
階
の
「
技
術
の
制
度
化
」
は
ま
さ
に
こ
の
内
容
が
実
現
さ
れ
て
ゆ
く

形
で
戦
後
目
本
の
杜
会
構
造
の
中
に
ビ
ル
ト
・
イ
ン
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、

こ
う
し
た
内
容
の
策
定
に
経
済
企
画
庁
が
か
か
わ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
新
段
階

の
「
技
術
の
制
度
化
」
は
、
そ
の
統
合
局
面
を
よ
り
正
確
に
は
経
済
企
画
庁
、
科
学

技
術
庁
、
工
業
技
術
院
が
担
当
す
る
形
で
、
一
九
五
六
（
昭
和
三
一
）
年
か
ら
展
開

し
だ
し
た
と
い
っ
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

　
し
か
も
こ
こ
の
と
こ
ろ
で
注
意
し
て
お
か
な
げ
れ
ぼ
な
ら
な
い
こ
と
は
、
本
研
究

第
三
編
に
詳
述
し
た
宮
本
武
之
輔
を
中
心
と
す
る
技
術
者
集
団
の
「
技
術
の
独
立
」

（
と
り
わ
げ
「
目
本
技
術
の
欧
米
技
術
か
ら
の
独
立
、
そ
の
独
創
性
の
確
立
」
と
い

う
意
味
で
の
）
を
願
う
君
雪
｛
0
8
易
9
◎
易
罵
窒
の
伝
統
が
プ
ヅ
ツ
リ
断
ち
切
ら

れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

二
　
「
一
〇
年
後
を
目
標
と
す
る
科
学
技
術
振
興
方
策
」

　
画
L

と
「
国
民
所
得
倍
増
計
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機関の所掌事項について

⑥　　　　　　　①

技術院官制第二条　工業技術庁設置法第
o～㈹より　　　　三条o～㈹より

　1942年1月30目　　1948年8月1目

○　国策遂行二必要

ナル科学技術ノ躍進

ヲ図リ…各庁事務ノ

調整統一

（⇒　科学技術ノ水準

向上二関スル各庁事

務ノ調整統一ヲ図ル

コト

㈲　科学技術二関ス
ル民問試験研究機関
ノ助成及指導二関ス
ルコト

㈹　内外ノ科学技術

及之二関スル資源ノ

調査二関スルコト

⑧

科学技術行政協議会
法第一条

　1948年12月20日

⇔　科学技術ノ動員

二関スル各庁事務ノ

調整統一ヲ図ルコト
　　　　　　　　○　鉱業及ぴ工業に
　　　　　　　　　関する試験，研究，
　　　　　　　　　分析，検定，鑑定，
　　　　　　　　　技術調査，技術指導

㊥　工業標準化及工㈲　工業標準及ぴ工
業品ノ規格統一一関蕃織写馨鑑

スルコト　　　　　処理すること

日本学術会議と緊密
に協力し，科学技術
を行政に反映させる
ための諸方策（の審
議）

各行政機関相互の問
の科学技術に関する
行政の連絡調整
（を審議）

⑤
前田構想（『目本産業
協議会月報』より）設
置要領案
　1952年5月

科学技術の基本的施

策の総合企画立案

関係各行政機関の事

務の総合調整

科学技術費の査定調

整

特に必要なる総合研

究及連絡調整

科学技術情報の収集

周知宣伝

①

科学技術庁設置法第
四条o～8より
　1956年3月31目

目　科学技術に関す
る基本的な政策を企
画し，立案し及び推
進すること

目　関係行政機関の
科学技術に関する事
務の総合調整を行う
こと

目　関係行政機関の
試験研究機関の…経
費の見積の方針の調
整

㈲…総合的試験研究

　基礎的試験研究に

ついて助成

宅　所掌事務に関す
る統計及調査資料を
作成し，頒布し，又
は刊行すること

㈲　発明及び実用新
案の奨励を行い，並
びにこれらの実施化
を推進すること

島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要

第
十
九
巻

松前重義rr技術参謀本部』の提唱」より，同時期完成をみていたr総合国防技術政策実

ほぼそのまま松前の論稿にあらわれている。

官報』参照

系』第5巻・通史第5，第一法規・1964年所収の資料4－15より

術行政協議会について」より



「
技
術
の
制
度
化
」

過
程
に
お
け
る

教
育
の
杜
会
的
課
題

大
淀

19

た要
○なさ
こ施き（
の策に）
こ　の紹

と一介科
はつし学
’とた技
rしよ　術
経て　う会
済　rに議
安科　’諮
定学r問
九技経第
原術済一
則の安号
L振定答
に興五申
そL　ヶ
っと年
たい計
目　う　画

本こLの　と　に

甲がは
つあ　’
く　げ計
りら画
をれ達
し　　成
ててに
ゆい必

に計あ　く
は画る上
’を　Oで

l
l
l
l　　た調域ケ

弄隻誓ξ

搾取’認
　　り　こ識

霧㌻
萎王藁掌
」　五進技
を六　し術
ま（てぱ
と　昭ゆが
め和く　登
た三た場
O一め　し
　　）にた
　　年必わ
　　九要け
　　月　なで

⑧

工部省勧工寮事務章
程より四つの綱領

　1872年6月

○　諸工匠百般ノ技

芸ヲ勧励シテエ産ヲ

富殖セシムル事

○　本寮要務ノ技術

ヲ開明スル事

○　国民諸工芸発明

ノ申告ヲ審理スル事

H　化学及ヒ器械二
属スノレエ場ヲ起建シ
諸工製造ノ実効ヲ開
示シエ業ヲ振興

1V－1表　科学技術中央行政

⑤
資源審議会答申より
r中央研究事務機
関」⑦～◎より
　1930年3月

◎　研究ノ連絡保持

二関スル事項

◎協同研究ノ指導

及促進二関スル事項

θ　研究ノ奨励助長

二関スルー般的事項

①　内外二於ケル研

究ノ調査及紹介二関

スル事項

㊥　研究者ノ保護表

彰二関スル事項

◎

企画院科学部臨時増
置

　1939年5月

○　科学動員に関ス

ル事項

（⇒　科学研究二関ス

ル事項

⑥
松前重義の「技術参
謀本部」構想四つの
命題
　1940年9月

（⇒　生産拡充に対す

る総合技術計画の樹

立

○　研究所の創設，

整備，統制

○　技術水準調査，

技術アタッセの派
遣，地下・地上資源
の調査

（⇒　技術指導の確

立，「技術の公開」

臼　標準規格の制定

出典等

　a　第　編第一章第二節A参照

　b　第三編第三章第二節Aの一参照

　c　第三編第三章第二節Aの二参照

　d　r科学主義工業』昭和15年9月号所収

　　施綱領」第一章に示されている構想が

e

f
g
h
i

第三編第三章第二節Dの三，および『

日本科学史学会編『目本科学技術史大

本研究2412頁に一示した小冊子『科学技

本研究結章注㈱と同様のもの参照

本研究結章注㈲と同様のもの参照
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翌
年
一
月
こ
の
仕
事
は
、
長
官
直
属
の
科
学
審
議
官
安
芸
咬
一
を
委
員
長
と
す
る

科
学
技
術
庁
内
の
科
学
技
術
振
興
長
期
計
画
委
員
会
（
会
則
第
一
条
に
は
、
　
「
委
員

会
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
科
学
技
術
の
振
興
に
関
し
、
基
本
的
か
つ
総
合
的
な
目
標

お
よ
び
こ
れ
を
達
成
す
る
に
必
要
な
方
策
に
係
る
長
期
計
画
の
策
定
を
目
的
と
す

る
。
」
と
あ
る
）
に
ま
か
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
委
員
会
は
、
経
済
企
画
庁
計

画
部
長
大
来
佐
武
郎
の
意
見
な
ど
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
五
月
に
「
科
学
技
術
振
興

長
期
計
画
の
基
本
構
想
」
を
作
成
し
た
。
そ
し
て
ひ
き
続
き
、
「
新
長
期
経
済
計
画
」

作
成
の
動
き
に
あ
わ
せ
て
、
具
体
的
な
問
題
点
の
掘
り
下
げ
作
業
が
取
り
組
ま
れ
、

こ
の
成
果
は
一
九
五
九
（
昭
和
三
四
）
年
二
月
「
科
学
技
術
振
興
長
期
計
画
そ
の

ー
　
経
済
発
展
と
科
学
技
術
」
と
し
て
発
表
さ
れ
た
。

　
と
こ
ろ
が
ち
ょ
う
ど
こ
の
時
、
科
学
技
術
会
議
が
設
置
さ
れ
た
わ
げ
で
、
六
月
内

閣
総
理
大
臣
岸
信
介
よ
り
諮
間
第
一
号
「
一
〇
年
後
を
目
標
と
す
る
科
学
技
術
振
興

の
総
合
的
基
本
方
策
に
つ
い
て
」
が
こ
の
会
議
に
発
せ
ら
れ
た
。
た
だ
ち
に
、
本
研

究
第
三
編
第
三
章
第
一
節
A
の
四
に
紹
介
し
て
お
い
た
梶
井
剛
（
前
年
に
初
代
の
目

本
電
信
電
話
公
杜
総
裁
を
や
め
て
い
る
）
を
部
会
長
と
す
る
総
合
部
会
と
、
第
一
（
目

標
）
、
第
二
（
人
材
）
、
第
三
（
研
究
）
、
第
四
（
情
報
）
、
第
五
（
制
度
）
の
五
分
科

会
が
設
け
ら
れ
、
七
月
か
ら
審
議
が
始
ま
っ
た
。
科
学
技
術
振
興
長
期
計
画
委
員
会

の
作
業
は
、
科
学
技
術
会
議
の
こ
の
取
り
組
み
の
一
環
と
さ
れ
て
い
っ
た
。

　
翌
年
一
〇
月
、
　
二
〇
年
後
を
目
標
と
す
る
科
学
技
術
振
興
方
策
L
が
答
申
と
し

て
ま
と
め
ら
れ
た
。
こ
れ
は
ま
さ
に
「
科
学
技
術
の
振
興
」
に
関
す
る
最
高
の
国
家

機
関
が
、
本
研
究
の
示
し
て
き
た
よ
う
な
意
味
合
の
「
技
術
の
制
度
化
」
構
想
を
提

起
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
第
一
分
科
会
は
生
産
局
面
で

の
、
第
二
分
科
会
は
教
育
局
面
で
の
、
第
三
分
科
会
と
第
四
分
科
会
は
研
究
局
面
で

の
、
そ
し
て
、
第
五
分
科
会
は
統
合
局
面
で
の
あ
る
べ
き
活
動
に
つ
い
て
論
じ
、
そ

れ
ら
の
内
容
は
、
　
「
一
〇
年
後
に
到
達
す
べ
き
科
学
技
術
目
標
の
設
定
」
、
「
人
材
養
．

成
の
方
策
」
、
「
研
究
活
動
の
拡
充
整
傭
に
関
す
る
方
策
」
、
「
情
報
流
通
、
国
際
交
流

お
よ
び
普
及
に
関
す
る
活
動
の
促
進
と
強
化
に
関
す
る
方
策
」
、
「
制
度
の
改
善
」
と

な
り
、
こ
の
順
に
一
っ
の
統
一
体
に
構
成
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
注
意
し
て
お
く
べ
き
こ
と
は
、
戦
前
目
本
に
お
げ
る
「
技
術
の
制
度
化
」

は
、
教
育
局
面
、
生
産
局
面
、
研
究
局
面
、
統
合
局
面
の
順
で
発
達
し
て
き
た
わ
げ

で
あ
る
が
、
こ
の
構
想
は
生
産
局
面
上
の
課
題
か
ら
説
き
起
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
あ
り
、
そ
こ
に
戦
後
目
本
の
「
技
術
の
制
度
化
」
の
新
し
い
、
し
か
も
き
わ
め

て
重
要
な
特
徴
を
見
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
「
一
〇
年
後
に
到
達
す
べ
き
科
学
技
術
目
標
の
設
定
」
の
中
の
「
到
達
す
べ
き
技

術
の
目
標
」
に
つ
い
て
は
、
農
業
、
林
業
、
水
産
業
、
鉱
業
、
建
設
業
、
製
造
業
、

卸
売
業
・
小
売
業
、
金
融
・
保
健
業
、
不
動
産
業
、
運
輸
通
信
業
、
電
気
ガ
ス
事
業
、

サ
ー
ビ
ス
業
、
公
務
と
い
う
広
範
囲
の
産
業
部
門
に
わ
た
っ
て
そ
れ
が
示
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
「
技
術
の
制
度
化
」
の
基
底
面
と
す
る
と
、
全
体
に
、
対
す
る

統
合
局
面
に
か
か
わ
る
「
制
度
の
改
善
」
に
お
い
て
は
、
　
「
科
学
技
術
に
関
す
る
基

本
法
の
制
定
」
、
「
総
合
行
政
体
制
の
強
化
」
、
「
大
学
教
官
お
よ
び
研
究
公
務
員
の
待

遇
改
善
」
、
「
科
学
技
術
振
興
の
た
め
の
税
制
改
善
」
、
「
新
技
術
開
発
体
制
の
強
化
」
、

「
国
立
大
学
お
よ
び
国
立
研
究
機
関
の
予
算
会
計
制
度
の
運
用
等
の
改
善
」
、
「
特
許

行
政
の
改
善
」
と
い
う
こ
と
が
展
開
さ
れ
て
い
た
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
　
「
科
学
技
術
の
振
興
」
行
政
の
長
期
計
画
作
り
の
歩
み
は
、

計
画
で
あ
る
と
同
時
に
、
　
「
技
術
の
制
度
化
」
構
想
で
あ
る
も
の
を
打
ち
出
し
て
い

っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
、
進
み
つ
つ
あ
る
そ
の
こ
と
の
全
体
の
見
取
図
は
、
左
の

よ
う
な
形
で
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
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総理府

日本学術全譲
科学：技術会識（34年2月）

原子力委貝会

放射線箭擁全

lV－2図　わが国の科学技術行政機構

圃家公安委員全
薔　察　庁 科学薔察研究所

字宙閉発孫1識全

防　　術　　庁

技術研究本部 第1～5研究所

手斗　箏　伎　補｝　庁：

資淵調査会
旭千t支術癖誠全・

披術＝卜掃談全
発閉奨励審敲全
航空技術審離全

航空技術研究所
金属材料技術研究所

外　務　省 πi：1際連含局i

鵬遣誠験所

放射線医1羊総合研究所

大　蔵　省

主．　計　局

旧本原子力研亙＼
l1原子燃料公祉
Lt理化学研究所コll

　・　日本科サ才支称刊符報ヤンター

内

割

文　部　省

大学｛1：竹I凡j 」
日木学十院
中央教育審誠全

理科教育審誠全

1正1■二干斗守：廠キ勿館

い三1六こj萱｛云伽『多ヒ戸斤

細葦度垂毘測戸斤

統計敬珊研究所

簑皇轟：茅箒剛≒坦

厚　生　省

農林省 農ヰ氷水艮蟹破イ村会‘雛

水産庁
林野庁

［i11立公衆衛生院
国立柵榊術坐研究、所

岬立栄盤研究所
旧立予防衛生．研究所

固立らい否π’究戸斤

固弍乙看斬生註、蟻実戸斤

機菜技術研究所

畜産試蛾場
農薬土木試峨場
農業試験場7
蚕　糸　試　螂垣　鳩

放射線育手1正場

水州研先〃r（8

遁産省 ］二葉技術院

特　許　庁
r黎身イト乃1イヒ亭斧．離4≧

1’1．

林　葉　試　邸　掲

科ア披術〕蝪詩全1、確

i皿輔省

原子力連絡全雛

手又　仰丁　調　イ㌃　てτ

栃

坤

〃

郁

部

工姥枇術脇，雛会

運輸技術研究所
気象研究所（気象庁）

脛舳伽舳閉

人口閉魍研究所
固立がんセンター

固立病院雅養所

農事試炊場
圃芸試験場
考澤葉　試　験±易

）農薬総含研究所

家畜術生試歎場
食　榊　研　究　所
1閉研先11斤

造船披術審識全

；十　　ヨ託　　｛汗　　究　　戸斤

東京工業試験所
繊縦工裳試験所

電気試験所
＾　オ戒　圭式　．駄　両斤

脇酵研究所
地質調査所
産薬工芸試験所
犬阪工薬技術試験所

屋工業技術…式験所

北海道工業開発試験所

「」u乍111㈹1直k、

　　　　r・1
　　　　1学1
　　　　1卜、一
　　　　1協＼　固立大学

　　　　1全1・、
　　　　罵＼＼

　　　　；11ねト、

＼Lトノ1
　　’　〉　　　　　　　　　　　　　・
　　　　　　　　　’、＼　　1
　　　　　　　　　　　，　1
　　　　　　　〃　　　　、
、＼1　㌧鮒大学パ

　　　　　　　　＼　　1
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　　　　、一
　　　　、　一
　　　　、い
　　　　　、い
　　　　　、い
　　　　　、い
　　　　　、、1
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　　　　　　皿」、
　　　　　1　　　　、　　　　■　　　＼
　　　　／　　　　　、
　　　1　　　　　　、
誓青1産薬界1
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　　　！　　1
（35勾4目）

　　　　　　　　一

’旺波研究所

郵政省
1じ店批術審．離全

犯波監理．局

、」倣術研究四

ガ働葡
巾火職薬訓紳審11誰全

」椛・弘、岨ク、，独僑研究所1

　座身安全研究所　　　」　　　　　　　’

労働術生研究所

建設省
技術参一狂’．．ゴ 同土地理院

土木研’究所

技監　　　　　　　　　延築研究所

　　　　　　　　　消防研究所f消防庁）’’’

出典：科学技術庁編r科学技術白書」昭和37年111頁。
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※
こ
こ
で
と
く
に
こ
れ
ま
で
断
り
な
し
に
使
用
し
て
き
た
「
科
学
技
術
」
と
い
う

用
語
の
意
義
に
つ
い
て
簡
単
に
ふ
れ
て
お
き
た
い
。
．

　
こ
の
用
語
が
一
九
四
〇
（
昭
和
一
五
）
年
秋
ご
ろ
か
ら
官
庁
技
術
者
た
ち
の
間
で

使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
経
緯
お
よ
び
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
に
っ
い
て
は
、
す
で

に
本
研
究
二
一
八
三
－
二
一
八
五
頁
に
示
し
て
お
い
た
。

　
そ
し
て
、
戦
後
に
お
い
て
も
そ
の
事
は
、
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
受
げ
継
が
れ
て
い
る
と

い
、
疋
よ
う
。
と
い
う
の
は
、
　
「
一
〇
年
後
を
目
標
と
す
る
科
学
技
術
振
興
方
策
」
が

出
さ
れ
た
直
後
に
、
科
学
技
術
会
議
内
で
さ
ら
に
科
学
技
術
基
本
法
の
検
討
が
進
め

ら
れ
、
そ
の
過
程
で
次
の
よ
う
な
立
脚
点
が
確
認
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
「
『
科
学
技
術
』
は
『
科
学
お
よ
び
技
術
』
の
意
味
で
用
い
、
科
学
と

技
術
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
国
が
科
学
技
術
の
進
展
を
は
か
る
場
合
の
態
度
に
よ
っ

て
区
分
さ
れ
る
と
い
う
考
え
方
に
立
っ
て
」
、
「
科
学
技
術
の
進
展
を
国
が
推
進
す
る

場
合
に
、
国
の
と
る
べ
き
態
度
と
し
て
、
学
理
の
究
明
そ
の
も
の
に
文
化
的
価
値
な

い
し
意
義
を
認
め
、
国
は
も
っ
ぱ
ら
そ
の
発
展
の
基
盤
を
育
成
す
る
に
と
ど
ま
る
も

の
を
科
学
と
し
、
研
究
の
成
果
の
有
用
性
に
価
値
を
認
め
、
国
が
研
究
、
開
発
お
よ

び
利
用
を
す
す
め
る
に
際
し
て
、
国
家
杜
会
の
要
請
に
こ
た
え
て
、
こ
れ
を
積
極
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋤

に
促
進
す
る
も
の
を
技
術
と
す
る
」
と
い
う
の
が
そ
れ
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
あ
き

ら
か
に
か
っ
て
と
同
様
、
文
部
行
政
と
通
商
産
業
行
政
に
低
触
し
な
い
行
政
領
域
を

定
め
よ
う
と
す
る
態
度
が
う
か
が
え
る
。

　
ま
た
科
学
技
術
庁
監
修
『
経
済
成
長
と
技
術
革
新
－
所
得
倍
増
計
画
を
支
え
る
科

学
技
術
の
役
割
1
』
弘
文
堂
・
昭
和
三
六
年
の
中
で
、
計
画
局
科
学
調
査
官
手
束
蒸

一
が
、
　
「
今
ま
で
一
口
に
『
科
学
技
術
』
と
い
っ
て
き
た
が
、
こ
れ
は
『
科
学
お
よ

び
技
術
』
の
意
味
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
ま
た
、
個
人
的
な
勘
と
経
験
と
を
基
礎

と
す
る
技
能
を
対
比
さ
せ
た
、
科
学
を
基
礎
と
す
る
普
遍
的
な
技
術
、
す
な
わ
ち
俗

に
い
う
と
こ
ろ
の
科
学
的
な
技
術
の
意
と
も
解
す
る
む
き
も
あ
る
。
科
学
も
技
術
も

そ
の
両
者
の
関
連
も
、
一
義
的
な
定
義
あ
る
い
は
説
明
を
与
え
る
こ
と
自
体
一
つ
の

理
論
的
課
題
た
り
得
る
の
で
あ
ろ
う
か
ら
、
今
こ
こ
で
こ
れ
に
っ
い
て
詳
し
く
述
べ

る
い
と
ま
は
な
い
が
、
と
も
か
く
本
書
で
は
『
科
学
技
術
』
と
は
い
っ
て
も
上
の
よ

う
な
い
き
さ
つ
に
は
関
係
た
く
『
科
学
』
よ
り
む
し
ろ
『
技
術
』
に
焦
点
が
お
か
れ

問
接
的
に
の
み
『
科
学
』
に
ふ
れ
ら
れ
る
。
L
（
二
－
三
頁
）
と
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ

か
ら
は
、
や
は
り
企
画
院
の
藤
沢
威
雄
な
ど
の
考
え
方
が
、
科
学
技
術
庁
に
も
流
れ

て
い
る
と
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
さ
に
、
技
術
院
を
生
み
だ
す
上
に
必
要
で
あ
っ
た
「
科
学
技
術
」
の
理
念
は
、

科
学
技
術
庁
の
存
在
を
支
え
る
理
念
と
し
て
も
受
げ
継
が
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
※

　
　
（
二
）
　
高
度
経
済
成
長
と
い
う
こ
と

　
す
で
に
ふ
れ
た
意
義
を
も
つ
「
経
済
安
定
九
原
則
」
が
出
さ
れ
て
か
ら
の
日
本
の

政
治
、
経
済
の
あ
り
方
の
主
柱
と
た
る
こ
と
は
、
市
場
経
済
を
前
提
に
し
た
上
で
の

た
え
ざ
る
経
済
成
長
1
1
国
民
総
生
産
（
Ω
ε
窒
オ
｝
庄
昌
竺
零
◎
き
o
け
一
G
N
P
）

の
増
大
を
は
か
っ
て
ゆ
く
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
経
済
成
長
が
求
め
ら
れ
る

こ
と
の
意
義
と
そ
れ
が
経
済
計
画
と
結
び
つ
い
て
ゆ
く
理
由
に
つ
い
て
、
大
来
佐
武

郎
は
、
　
「
第
一
に
は
、
戦
後
、
景
気
変
動
の
防
止
と
完
全
雇
用
の
維
持
達
成
が
政
府

の
重
要
な
責
任
で
あ
る
と
い
う
自
覚
が
、
市
場
経
済
諸
国
に
お
げ
る
一
般
的
な
考
え

方
に
な
り
、
こ
の
よ
う
な
責
任
を
果
た
す
た
め
に
は
、
自
由
放
任
の
経
済
で
は
な
く

何
ら
か
の
意
味
で
計
画
性
の
あ
る
政
策
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た

こ
と
で
あ
る
。
・
…
：
…

　
第
二
に
は
、
右
と
関
連
し
て
、
景
気
変
動
の
防
止
が
あ
る
程
度
可
能
と
な
る
に
つ
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れ
て
、
経
済
政
策
の
変
動
が
、
し
だ
い
に
短
期
的
な
景
気
対
策
か
ら
、
長
期
的
な
成

長
政
策
に
移
行
し
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
…
…
…
そ
の
結
果
、
一
定
の
望
ま
し
い
杜

会
的
な
い
し
は
国
家
的
目
標
を
追
求
す
る
う
え
の
長
期
的
、
計
画
的
な
政
策
態
度
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈎

望
ま
れ
る
こ
と
と
な
る
。
L
（
傍
点
筆
者
）
と
述
べ
て
い
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
た
え
ざ
る
経
済
成
長
を
目
的
と
す
る
政
策
・
行
政
は
、
単
に
経
済
計

画
と
関
連
が
あ
る
ぼ
か
り
で
な
く
、
こ
れ
ま
で
示
し
て
き
た
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ

う
に
、
科
学
技
術
や
国
際
関
係
の
あ
り
方
と
も
緊
密
に
関
連
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と

は
大
来
の
視
野
に
入
っ
て
い
る
こ
と
で
も
あ
り
、
彼
は
経
済
成
長
を
常
に
こ
の
政

策
・
行
政
、
経
済
計
画
、
科
学
技
術
、
国
際
関
係
の
四
要
素
の
有
機
的
連
携
系
と
の

関
連
に
お
い
て
論
じ
続
げ
た
。
し
か
も
、
経
済
成
長
は
、
商
工
省
が
通
商
産
業
省
へ

転
換
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
目
本
の
貿
易
立
国
的
な
あ
り
方
と

相
互
に
。
支
え
あ
う
関
係
に
立
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
も
う
一
つ
の
重
要
な
ポ
イ
ン

ト
な
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
政
策
・
行
政
、
経
済
計
画
、
科
学
技
術
、
国
際
関
係
の
四
要
素
の
有

機
的
連
携
系
は
、
実
践
的
に
は
な
に
を
達
成
し
つ
つ
経
済
成
長
と
貿
易
立
国
を
保
障

し
て
ゆ
く
の
か
と
い
う
こ
と
、
そ
れ
は
、
生
産
の
基
本
的
要
素
で
あ
る
土
地
、
資
本
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

人
口
の
組
み
合
わ
せ
の
過
程
に
、
た
え
ず
生
産
性
向
上
、
産
業
合
理
化
を
追
求
し
て

ゆ
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
問
の
脈
絡
は
、
経
済
審
議
庁
が
経
済
企
画
庁
と
な

る
す
こ
し
前
の
一
九
五
五
（
昭
和
四
〇
）
年
二
月
、
目
本
生
産
性
本
部
が
経
済
団
体

連
合
会
（
経
団
連
）
の
石
坂
泰
三
を
会
長
に
迎
え
て
設
立
さ
れ
た
時
の
趣
意
書
の

「
戦
後
に
お
け
る
内
外
諸
情
勢
の
激
変
に
対
処
し
、
わ
が
国
経
済
の
堅
実
な
る
発
展

を
図
る
に
は
、
何
も
の
に
も
増
し
て
生
産
性
の
向
上
が
そ
の
基
本
的
要
素
で
あ
る
こ

と
は
董
言
を
要
し
な
い
、
そ
も
そ
も
、
生
産
性
の
向
上
と
は
、
資
源
、
人
力
、
設
備

を
有
効
か
っ
科
学
的
に
活
用
し
て
生
産
コ
ス
ト
を
引
ぎ
下
げ
、
も
っ
て
市
場
の
拡
大
、

　
　
　
　
「
技
術
の
制
度
化
」
過
程
に
お
け
る
教
育
の
杜
会
的
課
題
（
大
淀
）

雇
用
の
増
大
、
実
質
賃
金
な
ら
び
に
生
活
水
準
の
向
上
を
図
り
、
労
使
お
よ
び
一
般

消
費
者
の
共
同
の
利
益
を
増
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
L
と
い
う

冒
頭
の
一
節
や
、
同
年
六
月
に
出
た
目
本
経
営
者
団
体
連
盟
の
「
生
産
性
向
上
運
動

に
対
す
る
わ
れ
わ
れ
の
考
え
方
」
の
中
の
「
生
産
性
向
上
運
動
に
は
先
ず
国
民
経
済

の
見
地
か
ら
計
画
の
大
綱
方
針
を
官
民
協
力
し
て
樹
て
ら
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ

　
臼る

。
」
と
い
う
文
章
、
そ
し
て
さ
ら
に
、
一
九
五
七
（
昭
和
三
二
）
年
暮
に
通
商
産

業
省
編
で
発
刊
さ
れ
た
『
産
業
合
理
化
白
書
』
の
通
商
産
業
大
臣
前
尾
繁
三
郎
に
よ

る
序
文
中
の
「
わ
が
国
の
経
済
の
発
展
は
、
輸
出
の
振
興
に
よ
っ
て
の
み
果
す
こ
と

が
で
き
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
た
め
に
は
、
貿
易
立
国
の
方
針
の
下
に
、
国
民

経
済
の
全
般
に
わ
た
っ
て
産
業
合
理
化
を
一
層
強
力
に
。
推
進
す
る
こ
と
が
何
よ
り
も

必
要
で
あ
り
ま
す
。
」
と
い
っ
た
表
明
か
ら
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
い
ま
こ
こ
で
、
大
来
佐
武
郎
が
、
　
「
戦
前
、
い
わ
ゆ
る
イ
ソ
ヴ
ィ
ジ
ブ
ル
・
ハ
ソ

ド
（
見
え
ざ
る
手
）
に
あ
や
っ
ら
れ
て
好
況
と
不
況
を
く
り
か
え
す
も
の
と
考
え
ら

れ
て
い
た
資
本
主
義
の
経
済
が
、
戦
後
は
、
ヴ
ィ
ジ
ブ
ル
・
フ
ィ
ギ
ャ
ー
ス
（
見
え

る
数
字
）
に
よ
っ
て
調
節
さ
れ
う
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
、
大
き
な
景
気
変
動
は
大

体
に
お
い
て
避
げ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が
、
政
府
に
も
民
間
に
も
信
じ
ら
れ
る
よ
う

　
　
　
　
　
　
鈎

に
な
っ
て
き
た
。
」
と
判
断
し
、
経
済
計
画
の
こ
と
を
「
量
的
に
表
現
さ
れ
た
、
一

定
の
目
標
を
も
つ
経
済
政
策
の
総
体
」
と
概
念
し
つ
つ
、
と
く
に
「
新
長
期
経
済
計

画
」
以
来
描
い
て
き
た
目
本
の
経
済
成
長
の
重
要
要
素
の
布
置
連
関
を
こ
れ
ま
で
述

べ
て
き
た
こ
と
を
集
約
す
る
形
で
図
示
し
て
み
る
と
左
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
そ
う
し
て
こ
う
し
た
枠
組
み
に
あ
て
は
め
て
把
握
す
る
こ
と
の
で
き
る
戦
後
目
本

の
高
い
経
済
成
長
を
め
ざ
す
経
済
計
画
の
最
高
の
到
達
と
し
て
、
　
「
こ
の
計
画
の
窮

極
の
目
的
は
、
国
民
生
活
水
準
の
顕
著
な
向
上
と
完
全
雇
用
の
達
成
に
向
っ
て
の
前
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島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
　
第
十
九
巻

完全雇用＝国民生活安定

貿易立国経済成長

外国技術
　　導入

輸入資源

生産性向上
産業合理化

v1s1b1e
　　figures

統計法

工業標準他
計量法

政策・行政

土地　資本　人口

人
的
資
源
開
発

資
本
投
下
に
よ
る

産
業
構
造
の
重
化

学
工
業
化

国
土
総
合
開
発

W－3図 日本の経済成長をめく・る主要要素連関構造図式

進
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
経
済
の
安
定
的
成
長
の
極
大
化
が
図
ら
れ
な
げ
れ
ぼ
な

ら
な
い
。
L
と
い
う
ね
ら
い
を
か
か
げ
た
「
国
民
所
得
倍
増
計
画
］
（
一
九
六
〇
年
一

二
月
閣
議
決
定
）
が
あ
る
。

　
こ
の
計
画
の
中
心
的
課
題
と
し
て
は
、
　
「
杜
会
資
本
の
充
実
」
、
「
産
業
構
造
高
度

化
へ
の
誘
導
」
、
「
貿
易
と
国
際
経
済
協
力
の
促
進
」
、
「
人
的
能
力
の
向
上
と
科
学
技

術
の
振
興
」
、
「
二
重
構
造
の
緩
和
と
杜
会
的
安
定
の
確
保
」
の
五
つ
が
あ
り
、
第
一

部
総
説
、
第
二
部
政
府
公
共
部
門
の
計
画
、
第
三
部
民
間
部
門
の
予
測
と
誘
導
政

策
、
第
四
部
国
民
生
活
の
将
来
、
の
四
部
構
成
で
も
っ
て
、
こ
れ
ら
の
課
題
の
計
画

的
達
成
の
展
望
が
示
さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
げ
第
二
部
に
お
い
て
は
、
本
紀
要
二
四

頁
の
図
式
に
あ
る
経
済
成
長
の
基
盤
で
あ
る
土
地
、
資
本
、
人
口
に
関
し
て
の
政
府

の
果
た
す
べ
き
四
つ
の
役
割
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
第
一
の
「
杜
会
資
本

の
充
足
」
と
い
う
こ
と
は
、
国
土
総
合
開
発
に
つ
い
て
で
あ
る
し
、
第
四
「
民
問
産

業
の
誘
導
」
と
い
う
こ
と
は
、
資
本
投
下
を
産
業
構
造
の
重
化
学
工
業
化
へ
向
げ
て

導
く
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、
第
二
「
教
育
・
訓
練
等
に
よ
る
人
間
能
力
の
向
上
お
よ

び
科
学
技
術
の
振
興
」
と
第
三
「
杜
会
保
障
の
充
実
と
杜
会
福
祉
の
向
上
」
と
は
、

ひ
ろ
い
意
味
で
の
人
的
資
源
開
発
に
つ
い
て
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
こ
こ
で
注
意
し
て
お
く
べ
き
こ
と
は
、
外
国
技
術
導
入
と
輸
入
資
源
に
1
よ
る
「
科

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

学
技
術
の
振
興
」
と
い
う
こ
と
が
、
政
府
の
果
た
す
べ
き
役
割
の
一
環
と
し
て
重
要

な
位
置
に
据
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
具
体
的
内
容
は
、
　
「
国
民
所
得
倍

増
計
画
」
の
第
二
部
第
三
章
の
二
科
学
技
術
の
振
興
に
展
開
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ

は
、
計
画
よ
り
約
一
ヵ
月
早
く
策
定
さ
れ
た
科
学
技
術
会
議
答
申
「
一
〇
年
後
を
目

標
と
す
る
科
学
技
術
振
興
方
策
」
を
要
約
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
部
分
の
は
じ
め

に
は
、
　
「
科
学
技
術
は
国
民
経
済
の
発
展
と
国
民
の
生
活
水
準
の
向
上
に
役
立
つ
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
計
画
の
達
成
に
あ
た
っ
て
は
、
科
学
技
術
水
準
の

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

飛
躍
的
な
向
上
を
図
る
こ
と
、
と
く
に
国
内
に
お
い
て
新
技
術
を
開
発
し
う
る
科
学

技
術
の
基
盤
を
確
立
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
従
来
の
よ
う
な

各
産
業
間
の
技
術
的
不
均
衡
を
是
正
し
、
基
礎
研
究
か
ら
応
用
研
究
、
開
発
研
究
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

い
た
る
各
段
階
の
均
衡
の
と
れ
た
研
究
水
準
の
向
上
を
速
や
か
に
図
る
要
が
あ
る
。

　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

さ
ら
に
教
育
、
研
究
、
生
産
の
有
機
的
な
連
繋
を
強
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

（
傍
点
筆
者
）
と
あ
り
、
こ
こ
に
は
、
　
「
技
術
の
制
度
化
」
を
め
ざ
す
技
術
者
運
動

の
出
発
の
時
点
で
、
工
学
会
連
合
工
業
調
査
委
員
会
の
「
軍
備
制
限
に
伴
ふ
工
業
界

の
対
策
案
」
第
四
章
二
二
（
五
二
四
－
二
五
頁
に
紹
介
）
に
示
さ
れ
た
、
あ
る
い
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

本
研
究
「
序
」
で
紹
介
し
た
技
術
者
大
会
の
決
議
に
あ
る
「
産
業
ノ
発
展
ハ
専
ラ
科

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

学
ノ
発
達
ト
活
用
ト
ニ
侯
タ
サ
ル
ヘ
ク
ラ
ズ
」
（
傍
点
筆
者
）
と
い
う
間
題
関
心
と
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ほ
ぼ
同
様
の
も
の
が
出
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
し
か
も
さ
き
に
、
科
学
技
術
の
振
興

計
画
で
あ
る
と
同
時
に
、
　
「
技
術
の
制
度
化
」
構
想
で
も
あ
る
と
述
べ
た
二
〇
年

後
を
目
標
と
す
る
科
学
技
術
振
興
方
策
L
を
推
進
し
よ
う
と
す
る
意
図
が
、
「
教
育
、

研
究
、
生
産
の
有
機
的
た
連
携
を
強
化
」
と
い
亘
言
葉
で
も
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。

　
こ
の
よ
う
に
た
ど
っ
て
く
る
と
、
一
九
四
〇
（
昭
和
一
五
）
年
七
月
閣
議
決
定
を

み
た
「
基
本
国
策
要
綱
」
を
、
政
府
か
ら
出
さ
れ
た
政
策
・
行
政
と
科
学
技
術
統
合

構
想
の
一
っ
の
到
達
点
と
し
た
場
合
、
高
度
経
済
成
長
を
め
ざ
す
「
国
民
所
得
倍
増

計
画
」
は
、
よ
り
一
段
と
高
い
レ
ベ
ル
と
広
い
ス
ケ
ー
ル
に
お
い
て
技
術
者
運
動
の

間
題
関
心
と
「
技
術
の
制
度
化
」
推
進
を
政
策
・
行
政
に
溶
げ
あ
わ
せ
る
第
二
段
階

目
の
構
想
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

　
　
（
三
）
　
教
育
局
面
に
お
け
る
教
育
計
画
と
教
育
内
容

　
本
研
究
第
一
編
第
二
章
第
四
節
A
に
紹
介
し
た
美
濃
部
達
吉
が
あ
げ
る
事
実
的
作

用
の
中
に
は
、
　
「
学
校
ノ
授
業
」
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
教
育
が
、
実
証
的
な
教

育
調
査
に
基
づ
く
教
育
計
画
に
従
っ
て
遂
行
さ
れ
ね
ぼ
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
、

一
九
二
〇
年
代
後
半
に
は
認
識
さ
れ
て
き
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

　
こ
う
し
た
こ
と
は
、
商
工
審
議
会
の
審
議
項
目
の
一
つ
に
「
産
業
教
育
の
調
査
」

が
あ
っ
た
り
（
五
八
一
頁
参
照
）
、
国
家
目
的
へ
向
げ
て
の
人
的
資
源
の
動
員
を
め

ざ
す
資
源
局
が
設
置
さ
れ
た
り
L
た
こ
と
か
ら
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
だ
が
、

よ
り
も
っ
と
本
格
的
な
間
題
意
識
が
噴
出
し
て
く
る
の
は
、
一
九
三
五
（
昭
和
一
〇
）

年
設
置
さ
れ
た
内
閣
審
議
会
（
一
九
七
七
頁
参
照
）
に
対
し
て
第
二
号
諮
問
「
文
教

刷
新
二
関
ス
ル
根
本
方
策
」
が
発
せ
ら
れ
て
か
ら
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
こ
ろ
内
閣
調
査
局
事
務
官
を
し
て
い
た
石
川
準
吉
は
、
内
閣
審
議
会
と
内
閣

「
技
術
の
制
度
化
」
過
程
に
お
け
る
教
育
の
杜
会
的
課
題
（
大
淀
）

調
査
局
に
お
げ
る
「
文
教
刷
新
」
に
つ
い
て
の
調
査
、
審
議
の
模
様
を
後
年
次
の
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
陶

う
に
回
想
し
て
い
る
。

　
「
端
的
に
い
う
と
、
内
閣
審
議
会
、
内
閣
調
査
局
に
お
い
て
は
、
文
部
行
政
を
批

判
す
る
立
場
が
と
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
教
育
哲
学
的
な
抽
象
論
で
は
な

く
、
国
政
の
全
般
を
概
観
し
、
他
の
重
要
政
策
ど
、
そ
の
基
調
を
な
す
客
観
的
情
勢

　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

を
洞
察
し
、
実
証
的
な
資
料
に
基
づ
く
展
望
の
上
に
立
っ
て
、
国
家
百
年
の
計
と
し

、
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

て
、
文
教
国
策
を
確
立
す
る
た
め
に
文
部
省
的
な
の
マ
ソ
ネ
リ
ズ
ム
と
全
く
別
の
立

脚
点
に
立
っ
て
、
教
育
問
題
を
把
握
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
」
（
傍
点
筆
者
）

　
「
内
閣
調
査
局
の
作
業
と
し
て
は
、
学
校
卒
業
者
の
上
級
学
校
進
学
状
況
、
就
職

状
況
、
卒
業
者
の
特
典
と
そ
れ
に
対
す
る
検
討
、
採
用
者
側
か
ら
み
た
学
歴
別
の
資

質
に
つ
い
て
の
批
判
、
そ
れ
か
ら
帰
納
し
て
、
学
校
卒
業
者
に
対
す
る
要
望
等
を
、

広
範
囲
に
亘
っ
て
、
組
織
的
に
収
録
す
る
こ
と
に
努
力
を
払
う
と
共
に
、
学
識
経
験

と
し
て
の
参
与
、
専
門
委
員
の
意
見
を
徴
し
、
又
新
聞
、
雑
誌
の
論
策
、
図
書
文
献

等
、
こ
れ
ら
に
関
す
る
参
考
資
料
の
収
集
に
も
努
め
た
の
で
、
教
育
改
革
案
と
し
て

は
、
お
そ
ら
く
突
前
絶
後
の
規
模
と
構
想
と
称
し
て
過
言
で
は
な
か
ろ
う
と
思
わ
れ

る
。
」

　
「
教
育
と
人
口
問
題
と
の
関
係
は
、
人
口
の
増
加
趨
勢
を
推
計
し
て
、
増
加
人
口

を
受
け
入
れ
る
べ
き
学
校
教
育
施
設
の
拡
充
予
想
と
、
所
要
経
費
等
を
概
定
す
る

外
、
こ
れ
ら
の
卒
業
者
を
吸
収
す
る
産
業
部
門
等
の
未
来
図
を
構
想
し
て
、
大
学
高

等
専
門
学
校
、
中
等
学
校
等
の
種
別
、
収
容
定
員
等
の
計
画
を
定
め
る
必
要
か
ら
、

基
本
的
な
研
究
題
目
で
あ
っ
た
。
」
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

　
こ
れ
ら
石
川
の
言
は
、
お
ど
ろ
く
べ
き
も
の
で
、
本
研
究
「
序
」
に
示
し
た
実
証

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

的
な
教
育
調
査
に
基
づ
く
教
育
計
画
の
策
定
を
踏
ま
え
つ
つ
教
育
政
策
を
展
開
す
る

と
い
う
一
九
六
〇
年
代
の
文
部
省
周
辺
で
の
認
識
は
、
内
閣
審
議
会
、
内
閣
調
査
局
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島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
　
第
十
九
巻

で
の
調
査
、
審
議
の
中
で
、
っ
ま
り
こ
れ
ら
両
機
関
の
性
格
か
ら
い
っ
て
、
専
門
的

学
識
を
駆
使
し
た
調
査
か
ら
政
策
や
計
画
を
立
案
し
よ
う
と
す
る
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト

的
官
僚
層
の
間
で
、
ま
さ
に
確
立
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
内
閣
調
査
局
の
官
僚
た
ち
か
ら
文
部
省
は
批
判
さ
れ
て
い
た
の
で
あ

る
が
、
実
業
学
務
局
に
は
教
育
計
画
へ
の
高
い
関
心
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

同
じ
一
九
三
五
年
の
六
月
実
業
教
育
振
興
委
員
会
に
発
せ
ら
れ
た
諮
問
第
一
号
（
一

〇
九
七
頁
参
照
）
に
っ
い
て
、
委
員
会
の
事
務
局
を
担
当
す
る
実
業
学
務
局
が
作
成

し
た
と
思
わ
れ
る
「
諮
問
第
一
号
二
関
シ
委
員
会
ノ
考
慮
ヲ
求
ム
ル
事
項
」
一
四
項

の
一
〇
番
目
に
は
、
「
現
在
並
将
来
ノ
産
業
ガ
必
要
ト
ス
ル
従
業
者
ノ
種
類
ソ
ノ
働

キ
随
テ
コ
レ
ニ
妥
当
ス
ベ
キ
教
育
程
度
素
養
ノ
範
囲
並
養
成
ス
ベ
キ
産
業
人
ノ
数
量

関
係
、
ヲ
明
カ
ニ
ス
ル
コ
ト
ガ
重
要
問
題
デ
コ
レ
ニ
基
イ
テ
教
育
計
画
モ
立
チ
得
ル

　
　
　
　
ω

ト
思
ハ
レ
ル
。
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
そ
れ
は
う
か
が
え
よ
う
（
し
か
し
、
翌
年
一
〇

　
　
　
　
　
　
均

月
出
さ
れ
た
答
申
で
は
、
教
育
計
画
に
っ
い
て
、
　
「
実
業
教
育
制
度
ノ
運
用
二
関
ス

ル
事
項
」
と
い
う
部
分
の
一
項
と
し
て
、
　
「
実
業
学
校
ノ
新
設
拡
張
等
二
際
シ
テ
ハ

産
業
ノ
情
勢
、
国
民
ノ
職
業
分
配
、
卒
業
者
二
対
ス
ル
杜
会
ノ
需
要
、
地
方
ノ
実
情

等
ニ
ッ
キ
充
分
ノ
考
慮
ヲ
払
フ
コ
ト
。
」
が
あ
っ
た
に
す
ぎ
な
い
）
。

　
こ
の
よ
う
な
内
閣
調
査
局
や
文
部
省
実
業
学
務
局
の
職
業
専
門
人
養
成
に
か
か
わ

る
教
育
計
画
へ
の
取
り
組
み
は
、
ま
た
、
　
「
技
術
の
制
度
化
」
と
い
う
こ
と
の
教
育

局
面
展
開
と
オ
ー
バ
ラ
ヅ
プ
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
エ
ン
ジ
ニ
ァ
リ
ン

グ
的
活
動
の
統
合
局
面
の
確
立
を
求
め
る
技
術
者
た
ち
も
教
育
計
画
へ
高
い
関
心
を

寄
せ
て
ゆ
く
よ
う
に
な
っ
た
。

　
た
と
え
ば
、
東
京
帝
国
大
学
工
学
部
電
気
工
学
科
教
授
瀬
藤
象
二
が
、
　
『
科
学
主

義
工
業
』
昭
和
二
二
年
六
月
号
に
掲
載
し
た
「
計
画
的
教
育
体
制
論
」
な
ど
は
、
技

術
者
か
ら
の
教
育
計
画
へ
の
言
及
と
し
て
代
表
的
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
瀬
藤
は

は
じ
め
に
、
　
「
現
代
の
教
育
の
欠
陥
は
何
で
あ
る
か
、
又
こ
れ
を
是
正
す
る
に
は
ど

う
す
れ
ば
よ
い
か
、
…
・
…
：
現
状
を
直
視
し
、
欠
陥
の
由
っ
て
来
る
と
こ
ろ
を
洞
察

し
て
計
画
的
に
立
案
す
る
こ
と
を
要
す
る
。
従
来
種
々
な
る
教
育
改
革
案
が
褒
言
せ

ら
れ
て
ゐ
る
が
、
此
等
に
共
通
な
る
欠
陥
は
、
数
量
的
根
拠
の
薄
弱
な
る
点
に
あ
る

と
思
ふ
。
」
と
述
べ
、
つ
い
で
大
学
教
育
、
専
門
学
校
教
育
、
実
業
学
校
教
育
そ
れ

ぞ
れ
の
現
状
を
実
証
的
、
数
量
的
に
説
明
し
つ
つ
、
こ
う
し
た
考
察
に
基
づ
い
た
教

育
計
画
の
必
要
を
訴
え
、
内
閣
調
査
局
内
に
あ
っ
た
文
部
行
政
批
判
と
同
内
容
の
こ

と
を
く
り
返
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
企
画
院
の
藤
沢
威
雄
は
、
『
技
術
目
本
』
第
一
九
三
号
・
昭
和
一
四
年

一
月
号
掲
載
の
「
職
業
教
育
の
計
画
化
」
と
い
う
論
稿
の
中
で
、
瀬
藤
象
二
と
同
様

の
問
題
意
識
を
か
か
げ
つ
つ
、
　
「
職
業
教
育
の
計
画
化
と
云
ふ
の
は
、
職
業
教
育
機

関
を
そ
の
内
容
に
於
い
て
も
、
収
容
人
員
に
於
い
て
も
、
現
在
の
杜
会
が
ど
う
云
ふ

教
育
を
受
げ
た
も
の
を
、
ど
の
く
ら
ゐ
要
求
し
て
ゐ
る
か
、
ま
た
将
来
の
見
透
し
は

ど
う
か
と
云
ふ
こ
と
を
考
察
し
て
、
そ
れ
に
適
合
す
る
や
う
に
改
変
乃
至
整
備
す
る

こ
と
で
あ
る
。
」
と
論
じ
た
。
本
研
究
第
三
編
第
三
章
第
一
節
C
の
四
に
紹
介
し
た

梶
井
剛
の
発
言
の
内
容
は
、
基
本
的
に
瀬
藤
、
藤
沢
の
考
え
方
と
同
じ
で
あ
る
。

　
で
は
こ
の
頃
実
際
に
教
育
計
画
と
し
て
ど
の
よ
う
な
も
の
が
出
さ
れ
た
の
で
あ
ろ

う
か
。

　
内
閣
調
査
局
の
後
身
企
画
庁
が
、
一
九
三
七
（
昭
和
二
一
）
年
七
月
文
部
省
、
内

務
省
、
商
工
省
の
案
を
ま
と
め
て
作
成
し
た
「
技
術
者
及
熟
練
工
養
成
方
策
要
綱
」

　
　
　
　
　
　
　
　
）

（
第
二
編
第
一
章
の
注
m
参
照
）
な
ど
は
そ
の
最
初
の
も
の
と
い
え
よ
う
。
こ
の
翌

　
　
　
　
　
　
　
　
（

年
一
九
三
八
（
昭
和
二
二
）
年
九
月
に
出
さ
れ
た
工
政
会
の
「
工
業
教
育
拡
充
に
関

す
る
建
議
書
」
（
八
三
六
～
三
八
頁
に
紹
介
）
は
、
技
術
者
運
動
団
体
か
ら
の
初
め

て
の
工
業
教
育
に
関
す
る
教
育
計
画
と
い
う
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
の
年
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八
月
、
文
部
大
臣
の
諮
間
機
関
と
し
て
科
学
振
興
調
査
会
が
設
置
さ
れ
、
一
一
月
「
科

学
振
興
二
関
ス
ル
具
体
的
方
策
如
何
」
と
い
う
諮
問
が
こ
の
調
査
会
に
発
せ
ら
れ
た

が
、
出
来
た
答
申
第
一
「
人
材
養
成
ノ
間
題
及
研
究
機
関
ノ
整
備
拡
充
並
二
連
絡
統

一
ノ
問
題
二
関
ス
ル
答
申
」
（
一
九
三
九
年
三
月
）
に
は
、
簡
略
な
教
育
計
画
的
内

容
が
含
ま
れ
て
い
た
。

　
そ
し
て
、
一
九
四
〇
（
昭
和
一
五
）
年
八
月
、
右
の
計
画
実
現
の
た
め
に
さ
ら
に

出
さ
れ
た
答
申
第
二
の
⇔
「
大
学
専
門
学
校
卒
業
者
増
加
二
関
ス
ル
件
答
申
」
は
、

よ
り
具
体
的
で
詳
細
に
わ
た
る
内
容
を
持
つ
教
育
計
画
で
あ
っ
た
（
第
三
編
第
三
章

　
）

注
…
参
照
）
。

　
（

　
戦
前
の
教
育
計
画
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
が
主
な
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
戦
後
は
、
さ
き
に
示
し
た
内
閣
調
査
局
内
に
あ
っ
た
考
え
方
に
基
づ
い
て
策
定
さ

れ
た
教
育
計
画
と
し
て
、
ま
ず
一
九
五
七
（
昭
和
三
二
）
年
二
月
の
「
科
学
技
術

者
養
成
拡
充
計
画
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
　
「
新
長
期
経
済
計
画
」
の
審
議
と
平
行
し

て
、
文
部
省
が
経
済
企
画
庁
と
協
議
し
っ
っ
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
ど
う
い
う
内

容
の
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
は
、
同
月
文
部
省
が
ま
と
め
た
「
科
学
技
術
振
興

方
策
」
中
の
「
わ
が
国
産
業
の
発
展
に
と
も
な
い
、
科
学
技
術
者
に
対
す
る
需
要

は
、
将
来
ま
す
ま
す
増
大
す
る
も
の
と
予
想
さ
れ
、
ま
た
、
英
、
米
、
ソ
連
等
の
先

進
国
が
競
っ
て
科
学
技
術
者
の
大
量
育
成
に
努
力
し
つ
つ
あ
る
現
状
に
も
か
ん
が
み

わ
が
国
に
お
い
て
も
、
経
済
発
展
の
見
透
し
と
産
業
界
の
要
請
に
即
応
す
る
科
学
技

術
者
の
養
成
が
目
下
の
急
務
で
あ
る
。

　
将
来
の
科
学
技
術
者
の
必
要
数
に
つ
い
て
は
、
相
当
長
期
に
わ
た
る
経
済
動
向
の

見
透
し
と
産
業
政
策
の
影
響
な
ど
を
考
慮
し
な
げ
れ
ぼ
な
ら
な
い
の
で
、
な
か
な
か

正
確
な
測
定
は
難
し
い
が
、
最
近
文
部
省
が
行
っ
た
調
査
に
よ
る
と
、
目
下
審
議
中

　
　
　
　
「
技
術
の
制
度
化
」
過
程
に
お
け
る
教
育
の
杜
会
的
課
題
（
大
淀
）

の
新
経
済
五
カ
年
計
画
の
最
終
年
度
で
あ
る
昭
和
三
七
年
度
に
お
い
て
理
工
系
の
高

等
教
育
卒
業
者
が
約
八
○
○
○
人
不
足
す
る
と
い
う
概
算
で
あ
る
。
将
来
の
科
学
技

術
者
の
需
要
数
を
確
保
す
る
た
め
年
次
計
画
（
昭
和
三
三
年
度
よ
り
三
年
問
）
を
も

っ
て
、
理
工
系
学
生
数
の
増
加
を
図
り
、
上
に
述
べ
た
八
○
O
○
人
の
不
足
数
を
充

足
す
る
。
L
と
い
う
文
章
か
ら
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
こ
の
骨
子
は
、

「
新
長
期
経
済
計
画
」
　
（
計
画
年
次
一
九
五
八
－
六
二
年
）
の
中
に
お
り
込
ま
れ

　
崎

た
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
新
長
期
経
済
計
画
」
の
計
画
年
次
二
年
目
の
一
九
五
九
（
昭

和
三
四
）
年
五
月
に
は
、
経
済
審
議
会
の
中
に
長
期
経
済
展
望
部
会
が
設
け
ら
れ

て
、
つ
ぎ
の
「
国
民
所
得
倍
増
計
画
」
に
、
結
実
し
て
ゆ
く
作
業
、
す
た
わ
ち
高
度
経

済
成
長
を
長
期
に
わ
た
っ
て
維
持
し
て
ゆ
く
上
で
間
題
と
な
る
事
項
の
検
討
作
業
が

開
始
さ
れ
た
。
検
討
対
象
と
な
っ
た
項
は
、
　
「
わ
が
国
の
人
口
動
態
の
変
化
」
、
「
国

際
経
済
の
動
き
」
、
「
技
術
革
新
の
影
響
」
で
あ
っ
た
。

　
な
か
で
も
、
第
一
番
目
の
事
項
に
か
か
わ
っ
て
、
戦
後
の
激
し
い
出
生
率
の
低
下

傾
向
か
ら
、
一
九
六
五
年
ご
ろ
に
は
始
ま
る
と
予
測
さ
れ
た
労
働
力
人
口
の
増
加
率

の
減
少
は
、
高
度
経
済
成
長
の
大
き
な
阻
害
要
因
に
な
る
と
考
え
ら
れ
た
。
そ
こ
で
、

長
期
展
望
部
会
で
の
作
業
の
中
に
、
労
働
力
人
口
の
質
的
向
上
に
つ
い
て
の
検
討
が

大
き
く
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
こ
れ
ま
で
の
教
育
計
画
は
、
ど
う
し
て
も
各
種
各
レ
ベ

ル
の
技
術
者
急
増
対
策
的
な
も
の
（
第
二
編
第
一
章
第
四
節
D
の
二
に
紹
介
し
た
文

部
省
実
業
学
務
局
長
小
笠
原
豊
光
の
述
べ
た
考
え
方
で
作
成
さ
れ
よ
う
）
で
あ
る
こ

と
を
ま
ぬ
か
れ
な
か
っ
た
が
、
国
民
全
体
の
資
質
向
上
、
人
的
資
源
開
発
と
い
う
方

向
の
追
求
が
本
格
化
し
た
（
生
産
力
拡
充
と
い
う
こ
と
が
国
家
の
大
き
な
課
題
と
な

り
出
し
た
頃
に
出
さ
れ
た
さ
き
の
「
諮
間
第
一
号
二
関
シ
委
員
会
ノ
考
慮
ヲ
求
ム
ル
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島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
　
第
十
九
巻

事
項
L
の
中
に
、
　
「
国
民
二
経
済
人
ト
シ
テ
ノ
素
養
ヲ
有
タ
シ
ム
ル
コ
ト
」
と
か
、

「
現
下
ノ
産
業
ガ
最
モ
多
ク
需
要
ス
ル
モ
ノ
ハ
、
軍
隊
ノ
下
士
卒
二
比
ス
ベ
キ
実
務

者
デ
ァ
ツ
テ
、
国
民
ノ
大
多
数
ハ
之
二
属
ス
ル
モ
ノ
デ
ァ
ル
カ
ラ
、
コ
レ
ヲ
教
育
シ

以
テ
ソ
ノ
国
民
ト
シ
テ
ノ
素
養
ヲ
向
上
シ
ス
我
国
産
業
能
率
ヲ
篤
鋭
ナ
ラ
シ
ム
ル
コ

ト
」
と
あ
る
課
題
意
識
の
再
来
と
い
え
る
）
。

　
こ
う
し
た
作
業
に
お
い
て
、
教
育
学
か
ら
の
寄
与
の
中
心
に
い
た
の
は
、
す
で
に
、

実
証
的
．
数
量
的
デ
ー
タ
を
駆
使
し
て
な
っ
た
『
試
験
』
岩
波
新
書
・
昭
和
三
二
年

と
い
う
す
ぐ
れ
た
著
書
を
刊
行
し
て
、
内
閣
調
査
局
の
官
僚
た
ち
が
求
め
て
い
た
よ

う
な
教
育
把
握
を
達
成
し
、
そ
の
た
め
と
思
わ
れ
る
が
、
当
時
国
家
的
レ
ベ
ル
の
計

画
的
行
為
担
当
の
先
頭
に
い
た
経
済
企
画
庁
総
合
計
画
局
長
大
来
佐
武
郎
の
意
で
も

っ
て
経
済
審
議
会
専
門
委
員
に
任
命
さ
れ
た
清
水
義
弘
で
あ
っ
た
。
清
水
は
、
ア
イ

ゼ
ソ
ハ
ゥ
ア
ー
将
軍
の
示
唆
で
一
九
五
〇
年
始
め
ら
れ
た
ア
メ
リ
カ
、
コ
ロ
ン
ビ
ア

大
学
に
お
げ
る
O
◎
易
9
き
饒
昌
◎
｛
｝
昌
昌
彗
勾
①
ω
膏
8
ω
軍
o
」
①
9
の
委
員

長
で
制
度
学
派
経
済
学
者
里
－
9
易
げ
g
α
q
の
、
、
｝
自
昌
彗
内
窃
◎
膏
8
ω
一
↓
ぎ

幸
①
巴
亭
◎
｛
印
オ
凹
饒
◎
箏
、
、
黎
昌
O
目
｝
目
｛
ω
プ
自
9
①
グ
H
雷
O
O
（
ニ
リ
・
ギ
ソ
ズ
バ
ー

グ
著
、
大
来
佐
武
郎
訳
『
人
間
能
力
の
開
発
－
現
代
の
国
富
論
1
』
日
本
経
済
新
聞

杜
・
昭
和
三
六
年
）
か
ら
大
き
な
刺
激
を
受
け
、
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、

フ
ラ
ン
ス
、
ソ
運
な
ど
先
進
国
で
の
「
す
べ
て
の
者
に
中
等
教
育
を
」
と
い
う
動
向

に
多
大
の
関
心
を
払
い
、
さ
ら
に
、
　
「
一
〇
年
後
を
目
標
と
す
る
科
学
技
術
振
興
方

策
」
の
策
定
を
進
め
つ
つ
あ
る
科
学
技
術
会
議
総
合
部
会
の
第
二
（
人
材
）
分
科
会

が
提
出
す
る
デ
ー
タ
を
参
考
と
し
て
、
長
期
経
済
展
望
部
会
へ
の
報
告
論
文
「
二
〇

年
後
の
教
育
と
経
済
」
を
ま
と
め
あ
げ
た
。
こ
の
論
文
に
は
、
と
も
か
く
も
教
育
の

理
念
と
、
本
紀
要
二
四
頁
の
図
式
に
あ
る
政
策
・
行
政
、
経
済
計
画
、
科
学
技
術
、

国
際
関
係
の
四
要
素
と
が
き
り
結
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
の
展
開
が
み
ら
れ
、
石
川
準

吉
流
に
言
う
た
ら
ぼ
、
　
「
国
政
の
全
般
を
概
観
し
、
他
の
重
要
政
策
と
、
そ
の
基
調

を
な
す
客
観
的
庸
勢
を
洞
察
し
、
実
証
的
な
資
料
に
基
づ
く
展
望
の
上
に
立
っ
て
、

国
家
百
年
の
計
と
し
て
、
文
教
国
策
を
確
立
す
る
」
こ
と
に
か
か
わ
ろ
う
と
し
つ
つ

あ
る
と
こ
ろ
の
提
案
が
含
ま
れ
て
い
た
。

　
論
文
「
二
〇
年
後
の
教
育
と
経
済
」
は
、
　
「
ω
中
等
教
育
の
完
成
へ
」
と
「
ω
科

学
技
術
教
育
の
前
進
」
の
二
つ
の
部
分
か
ら
な
り
、
日
本
の
教
育
の
長
期
展
望
と
し

て
前
者
に
お
い
て
は
「
中
等
教
育
の
完
成
と
い
う
こ
と
は
、
…
…
－
わ
が
国
で
は
、

…
…
…
な
る
べ
く
多
く
の
青
年
を
全
目
制
高
校
に
就
学
さ
せ
る
よ
う
に
も
っ
て
い
く

こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。
」
と
あ
り
、
ま
た
後
者
に
お
い
て
は
「
今
や
高

校
教
育
の
課
程
は
、
改
革
さ
れ
る
べ
き
時
期
に
来
て
い
る
と
い
え
る
。
そ
の
基
本
方

針
は
、
工
業
課
程
を
拡
充
す
る
こ
と
で
あ
る
。
現
に
、
こ
の
課
程
へ
の
入
学
志
望
者

は
、
他
の
い
づ
れ
の
課
程
よ
り
も
多
く
（
二
倍
以
上
の
競
争
率
）
、
時
代
の
要
求
を

反
映
し
て
い
る
。
そ
れ
よ
り
も
、
こ
の
課
程
は
将
来
の
技
術
者
や
技
能
者
の
大
量
需

要
に
応
ず
る
と
い
う
役
割
を
も
っ
て
い
る
の
だ
。
こ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
、
現
在
の

普
通
課
程
の
構
成
比
を
六
〇
％
か
ら
四
〇
％
台
に
ま
で
引
き
下
げ
、
こ
れ
に
よ
っ
て

工
業
課
程
を
現
在
の
一
〇
％
か
ら
二
〇
％
台
ま
で
引
き
下
げ
、
ま
た
、
商
業
課
程
も

今
よ
り
三
～
四
％
増
し
て
二
〇
％
台
に
近
づ
け
る
。
家
庭
課
程
は
、
今
後
若
干
ふ
や

し
、
農
業
課
程
は
、
農
業
人
口
の
減
少
に
対
応
し
て
五
％
台
に
下
げ
る
必
要
が
あ
ろ

う
。
」
と
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
清
水
の
提
案
は
、
長
期
展
望
部
会
が
最
終
的
に
ま
と

め
た
総
論
「
日
本
経
済
の
長
期
展
望
」
の
「
三
目
本
経
済
の
長
期
的
課
題
」
に
六
項

目
あ
げ
ら
れ
て
い
る
う
ち
の
「
3
人
的
能
力
の
育
成
と
適
正
な
配
置
」
の
中
に
、
「
わ

が
国
に
お
い
て
一
四
才
ま
で
の
義
務
教
育
を
お
え
て
、
高
校
に
進
学
す
る
も
の
は
定

時
制
を
ふ
く
め
て
現
在
五
六
％
を
こ
え
て
お
り
、
進
学
率
は
次
第
に
上
昇
し
つ
つ
あ

り
二
〇
年
後
に
は
七
五
％
程
度
と
な
る
で
あ
ろ
う
と
予
想
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
普
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及
の
過
程
に
お
い
て
技
術
進
歩
に
よ
る
杜
会
的
要
請
に
か
ん
が
み
て
教
育
内
容
の
改

善
を
は
か
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
教
育
計
画
は
、
一
人
の
人
間
が
教
育
を
う

げ
る
期
間
の
長
さ
か
ら
考
え
て
当
面
の
短
期
問
に
と
ら
わ
れ
ず
、
一
〇
年
程
度
を
一

期
間
と
す
る
長
期
的
視
点
に
立
っ
て
策
定
さ
れ
な
げ
れ
ぼ
た
ら
な
い
。
教
育
改
革
の

方
向
と
し
て
は
、
昭
和
三
八
年
以
降
増
加
が
見
込
ま
れ
る
中
学
卒
業
者
に
対
し
、
高

校
進
学
の
要
請
を
み
た
す
た
め
に
施
設
を
増
強
す
る
必
要
が
あ
り
、
普
通
課
程
と
職

業
課
程
の
比
率
（
現
在
六
対
四
）
を
四
対
六
に
改
め
か
つ
職
業
課
程
か
ら
大
学
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈎

進
学
の
道
を
ひ
ら
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。
L
と
い
う
形
で
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
長
期
経
済
展
望
部
会
で
の
作
業
が
終
結
す
る
と
と
も
に
、
　
「
国

民
所
得
倍
増
計
画
」
策
定
作
業
が
本
格
化
し
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
　
「
3
人
的
能
力

の
育
成
と
適
正
な
配
置
」
と
い
う
項
目
の
全
体
の
内
容
は
、
経
済
審
議
会
政
府
公
共

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈱

部
門
部
会
教
育
訓
練
小
委
員
会
報
告
と
、
　
「
一
〇
年
後
を
目
標
と
す
る
科
学
技
術
振

興
方
策
」
た
ら
び
に
同
じ
く
政
府
公
共
部
門
部
会
科
学
技
術
小
委
員
会
報
告
と
で
よ

り
発
展
的
に
展
開
さ
れ
っ
っ
、
計
画
本
文
で
は
、
す
で
に
示
し
た
よ
う
に
政
府
の
果

た
す
べ
き
役
割
の
一
つ
「
人
的
能
力
の
向
上
と
科
学
技
術
の
振
興
」
　
（
一
、
経
済
成

長
と
人
的
能
力
、
二
、
科
学
技
術
の
振
興
、
三
、
教
育
お
よ
び
職
業
訓
練
制
度
の
確

立
、
の
三
部
分
で
構
成
さ
れ
る
）
と
し
て
集
約
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈱

　
こ
の
中
の
教
育
計
画
的
内
容
は
、

　
「
こ
の
際
わ
が
国
に
お
げ
る
長
期
的
課
題
は
中
等
教
育
の
完
成
で
あ
る
。
」

　
「
倍
増
計
画
期
間
内
に
お
い
て
お
よ
そ
十
七
万
人
の
科
学
技
術
者
の
不
足
が
見
込

ま
れ
る
の
で
、
理
工
学
系
大
学
の
定
員
に
っ
い
て
早
急
に
具
体
的
な
倍
増
計
画
を
確

立
す
べ
き
で
あ
る
。
」

　
「
昭
和
四
十
五
年
度
に
お
げ
る
工
業
高
校
程
度
の
技
術
老
の
不
足
は
四
十
四
万
人

　
　
　
　
「
技
術
の
制
度
化
」
過
程
に
お
け
る
教
育
の
杜
会
的
課
題
（
大
淀
）

と
見
込
ま
れ
る
の
で
、
計
画
期
間
中
に
工
業
高
校
の
定
員
は
相
当
数
の
増
加
を
図
る

必
要
が
あ
る
。
L
（
以
上
二
つ
は
、
　
「
一
〇
年
後
を
目
標
と
す
る
科
学
技
術
振
興
方

策
」
の
「
人
材
養
成
の
方
策
」
と
い
う
章
に
す
で
に
出
て
い
る
。
　
一
九
五
七
年
の

「
科
学
技
術
者
養
成
拡
充
計
画
」
の
延
長
上
に
あ
る
計
画
と
い
え
よ
う
）

　
「
技
能
者
に
つ
い
て
は
新
た
に
技
能
訓
練
に
よ
っ
て
約
百
六
十
万
人
の
充
足
が
必

要
と
見
込
ま
れ
る
ほ
か
、
再
訓
練
す
べ
き
人
員
は
約
百
八
十
万
人
と
見
込
ま
れ
る
。
」

　
「
昭
和
三
十
八
年
－
四
十
年
は
高
校
進
学
急
増
期
に
あ
た
る
の
で
、
高
校
の
増
設

を
必
要
と
す
る
が
、
そ
の
際
工
業
高
校
等
の
増
設
が
中
心
に
考
え
ら
れ
な
げ
れ
ば
な

ら
な
い
。
」

と
い
う
と
こ
ろ
に
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
の
「
人
的
能
力
の
向
上
と
科
学
技
術
の
振
興
」
の
章
は
、
そ
れ
ぞ
れ
文
部
省
、

科
学
技
術
庁
、
労
働
省
の
所
掌
事
項
に
か
か
わ
る
と
こ
ろ
を
高
度
経
済
成
長
の
計
画

づ
く
り
を
目
ざ
す
経
済
企
画
庁
が
、
ま
と
め
た
い
と
得
、
か
っ
て
生
産
力
拡
充
の
計

画
づ
く
り
を
目
ざ
す
企
画
庁
が
文
部
省
、
商
工
省
、
内
務
省
の
案
を
ま
と
め
て
作
成

し
た
「
技
術
者
及
熟
練
工
養
成
方
策
要
綱
」
の
ま
さ
に
戦
後
版
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。　

本
研
究
が
一
貫
し
て
た
ど
っ
て
き
た
今
一
っ
の
重
要
な
事
と
し
て
、
E
・
デ
ュ
ル

ケ
ー
ム
の
い
う
分
業
の
発
達
し
た
杜
会
の
教
育
に
お
け
る
一
様
と
多
様
の
問
題
が
あ

る
。
つ
ま
り
、
　
「
そ
れ
ぞ
れ
の
杜
会
は
、
人
問
に
関
し
て
、
す
な
は
ち
知
的
見
地
か

ら
も
肉
体
的
ま
た
道
徳
的
見
地
か
ら
も
人
問
は
い
か
が
あ
ら
ね
ぼ
な
ら
ぬ
か
に
関
し

て
、
一
定
の
理
想
を
作
り
上
げ
る
。
こ
の
理
想
は
、
す
べ
て
の
国
民
に
対
し
或
る
程

度
ま
で
同
一
で
あ
る
。
或
る
点
を
越
せ
ぼ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
杜
会
が
自
已
の
内
部
に
包

含
し
て
ゐ
る
特
殊
的
諸
環
境
に
応
じ
て
、
こ
の
理
想
は
分
化
す
る
。
一
に
し
て
同
時
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島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
　
第
十
九
巻

に
多
で
あ
る
こ
の
理
想
こ
そ
、
教
育
の
極
限
で
あ
る
（
O
、
①
9
0
9
巨
＆
ガ
叫
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈱

｛
o
｛
ω
自
目
g
庄
く
實
9
ρ
巨
①
ω
け
－
①
o
2
①
宗
－
、
＆
目
8
巨
◎
戸
）
。
」
と
い
う
こ
と
が

ど
う
追
求
さ
れ
て
き
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
こ
と
は
こ
こ
で
は
、
技
術
者
の
よ
う
な
職
業
専
門
人
の
杜
会
性
が
．
い
か
に
実

現
し
て
き
た
か
、
あ
る
い
は
、
工
業
教
育
に
お
げ
る
一
般
教
育
と
専
門
教
育
の
関
連

が
ど
う
考
え
ら
れ
て
き
た
か
と
い
う
問
題
と
し
て
歴
史
的
に
さ
ぐ
ら
れ
て
き
た
。
こ

の
作
業
の
中
心
的
対
象
と
な
っ
た
の
は
、
技
術
者
の
杜
会
的
主
体
性
を
確
立
し
よ
う

と
し
、
ま
た
、
　
「
技
術
の
独
立
」
と
い
う
こ
と
に
懸
げ
て
技
術
者
運
動
に
身
を
投
じ

た
技
術
者
た
ち
の
歩
み
で
あ
り
、
彼
ら
の
工
業
教
育
論
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
、
現
実

に
受
げ
た
教
育
の
一
般
教
育
面
で
の
不
充
分
さ
を
補
お
う
と
し
て
す
さ
ま
じ
い
努
力

を
重
ね
て
、
豊
か
な
才
幹
を
そ
な
え
た
経
世
家
的
技
術
者
、
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
に
な

っ
て
い
っ
た
梶
井
剛
、
宮
本
武
之
輔
、
松
前
重
義
、
大
来
佐
武
郎
と
い
っ
た
人
々
の

事
跡
で
あ
っ
た
。

　
戦
後
に
隈
っ
て
言
う
と
、
大
来
佐
武
郎
が
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
と
し
て
の
歩
み
の
最

初
に
、
こ
の
結
章
B
の
一
の
O
に
述
べ
た
よ
う
に
、
自
ら
中
心
に
な
っ
て
太
平
洋
戦

争
終
結
後
た
だ
ち
に
経
済
白
書
で
あ
り
同
時
に
経
済
計
画
で
も
あ
る
『
改
訂
目
本
経

済
再
建
の
基
本
問
題
』
を
ま
と
め
あ
げ
た
こ
と
は
、
ノ
」
う
し
た
過
程
上
の
特
筆
す
べ

き
成
果
で
あ
っ
た
。
こ
の
報
告
書
の
中
に
は
、
経
済
再
建
の
可
能
性
を
教
育
に
求
め

る
考
え
方
が
示
さ
れ
、
し
か
も
、
デ
ュ
ル
ヶ
ー
ム
の
理
想
と
す
る
教
育
の
杜
会
的
あ

り
方
に
き
わ
め
て
近
い
構
想
が
説
か
れ
て
い
る
部
分
の
あ
る
こ
と
は
す
で
に
紹
介
し

て
お
い
た
。

　
と
こ
ろ
で
こ
の
部
分
は
、
高
度
経
済
成
長
の
進
展
す
る
中
、
大
来
が
経
済
企
画
庁

総
合
計
画
局
長
時
代
に
よ
り
ふ
く
ら
む
か
の
如
く
、
ま
た
独
立
し
た
専
門
学
の
内
容

と
し
て
登
場
す
る
か
の
如
く
、
デ
ュ
ル
ヶ
ー
ム
杜
会
学
に
造
詣
の
深
い
清
水
義
弘
の

「
二
〇
年
後
の
教
育
と
経
済
」
と
い
う
論
文
と
し
て
ま
さ
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
と
い

っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
清
水
が
こ
の
中
で
、
科
学
技
術
教
育
を
推
進
し
て
ゆ
く
上

で
の
教
育
学
的
原
則
の
一
っ
と
し
て
、
　
「
科
学
技
術
教
育
は
基
礎
的
学
力
、
な
い
し

は
基
礎
的
専
門
学
力
に
重
点
を
置
く
と
と
も
に
、
一
般
教
養
を
も
無
視
し
な
い
と
い

　
　
臼

う
原
則
」
を
確
認
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
、
　
「
今
日
、
多
く
の
企
業
は
、
　
『
す
ぐ
に
問

に
合
う
』
人
問
を
求
め
て
い
る
。
そ
れ
は
と
く
に
中
小
企
業
に
お
い
て
い
ち
じ
る
し

い
。
ま
た
、
大
企
業
で
も
、
部
門
に
よ
っ
て
は
や
は
り
こ
の
よ
う
な
人
問
を
求
め
て

い
る
。
そ
し
て
、
か
か
る
要
求
に
応
じ
て
、
わ
が
国
の
学
校
は
基
礎
的
学
力
に
乏
し

い
技
術
者
を
養
成
し
て
ぎ
た
と
い
え
る
。
各
国
の
典
型
的
な
工
業
大
学
の
時
問
配
当

を
比
較
し
て
み
る
と
、
わ
が
国
が
教
育
の
上
で
も
、
　
『
技
術
的
後
進
国
』
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
（
表
省
略
）
。
す
な
わ
ち
、
ア
メ
リ
ヵ
、
ソ
連
が
時
問
配
当
の
半
分
以

上
を
基
礎
的
自
然
科
学
・
基
礎
的
専
門
科
目
関
係
に
割
い
て
い
る
の
に
対
し
、
わ
が

国
で
は
約
半
分
以
上
を
専
門
科
目
関
係
に
あ
て
て
い
る
。
か
か
る
授
業
形
態
を
と
る

教
育
か
ら
は
、
導
入
さ
れ
た
先
進
諸
国
の
技
術
を
マ
ス
タ
ー
す
る
技
術
老
は
出
る
に

し
て
も
、
豊
富
な
ア
ィ
デ
ァ
を
も
っ
科
学
技
術
者
は
お
そ
ら
く
っ
く
ら
れ
な
い
で
あ

ろ
う
。
技
術
革
新
に
適
応
す
る
技
術
者
は
養
成
さ
れ
て
も
、
技
術
革
新
を
推
進
す
る

科
学
技
術
者
は
生
ま
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
時
代
が
要
求
し
て
い
る
の
は
、

『
専
門
閉
塞
的
』
技
術
者
で
な
く
、
ア
イ
デ
ァ
を
も
っ
科
学
技
術
者
で
あ
る
。
」
と
展

開
し
て
い
る
の
は
、
明
ら
か
に
教
育
内
容
に
お
げ
る
一
様
と
多
様
に
つ
い
て
の
見
解

を
述
べ
た
の
だ
と
い
え
よ
う
。

　
ま
た
同
じ
時
期
、
梶
井
剛
が
科
学
技
術
会
議
の
総
合
部
会
部
会
長
と
な
っ
て
ま
と

め
あ
げ
た
「
一
〇
年
後
を
目
標
と
す
る
科
学
技
術
振
興
方
策
」
の
「
人
材
養
成
の
方

策
」
と
い
う
章
に
は
、
教
育
の
こ
の
問
題
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
指
摘
が
あ
る
。

　
「
科
学
技
術
教
育
上
の
間
題
と
し
て
も
っ
と
も
論
議
の
的
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
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専
門
教
育
と
一
般
教
育
と
の
関
連
で
あ
る
。
近
代
科
学
技
術
の
著
し
い
発
展
と
そ
の

分
野
に
お
け
る
専
門
家
と
は
、
科
学
技
術
者
に
対
し
て
、
従
来
よ
り
も
い
っ
そ
う
複

雑
か
つ
高
度
な
専
門
的
知
識
を
要
求
す
る
に
至
っ
た
。
し
か
る
に
現
在
の
大
学
に
お

げ
る
専
門
教
育
は
、
戦
後
の
改
革
に
よ
っ
て
、
戦
前
の
旧
制
大
学
の
場
合
に
く
ら
べ

て
、
学
部
、
学
科
に
よ
り
一
様
で
は
な
い
が
、
概
し
て
そ
の
時
問
数
は
相
当
程
度
圧

縮
さ
れ
た
。
一
方
、
人
文
、
杜
会
な
ど
の
一
般
教
育
は
、
科
学
者
が
杜
会
に
お
げ
る

交
錯
し
た
環
境
の
下
に
お
い
て
実
践
的
活
動
を
お
こ
な
う
場
合
の
内
的
構
成
、
い
い

か
え
れ
ぼ
人
問
形
成
の
基
盤
を
養
う
た
め
に
は
ま
た
必
要
な
も
の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
限
定
さ
れ
た
大
学
の
教
育
期
間
内
に
お
い
て
一
般
教
育
と
専
門
教
育
の
両
者

を
と
も
に
効
果
的
に
お
こ
な
う
た
め
に
は
、
そ
の
調
和
を
い
か
に
す
べ
き
か
が
大
き

な
間
題
L
と
た
っ
て
く
る
と
。

　
と
く
に
第
二
編
に
く
わ
し
く
述
べ
た
、
技
術
者
た
ち
の
教
育
に
お
げ
る
一
様
と
多

様
の
結
合
実
現
へ
向
げ
て
の
努
力
は
、
戦
後
に
な
っ
て
政
府
筋
の
文
書
に
以
上
の
よ

う
な
見
解
が
堂
々
登
場
す
る
と
い
う
こ
と
で
む
く
わ
れ
た
と
い
え
よ
う
。

　
そ
れ
か
ら
す
こ
し
指
摘
の
角
度
は
ち
が
う
の
で
あ
る
が
、
清
水
が
さ
き
の
論
文
の

中
で
、
　
「
科
学
技
術
に
つ
い
て
の
知
識
は
、
　
『
技
術
時
代
』
と
い
わ
れ
る
今
目
で

は
、
一
般
の
ひ
と
に
も
必
要
と
さ
れ
て
き
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
学
校
で
は
科
学

技
術
教
育
を
『
一
般
教
育
』
化
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
た
と
え
ば
、
大
学
で
は
文

科
系
学
生
に
も
、
理
科
的
知
識
を
与
え
、
高
校
で
は
普
通
科
程
の
生
徒
に
職
業
的
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
臼

識
、
技
術
を
与
え
る
こ
と
が
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ

は
、
い
わ
ば
、
T
・
パ
ー
ソ
ソ
ズ
的
制
度
化
論
か
ら
み
た
「
技
術
の
制
度
化
」
に
か

か
わ
る
教
育
の
内
容
上
の
あ
り
方
を
示
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

目
本
の
テ
ク
ノ
ク
ラ
シ
ー
運
動
に
か
か
わ
る
教
育
論
と
し
て
は
、
一
応
こ
こ
ま
で

「
技
術
の
制
度
化
」
過
程
に
お
け
る
教
育
の
杜
会
的
課
題
（
大
淀
）

見
て
お
げ
ぼ
十
分
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

C
創
造
性
と
民
主
主
義
ー
テ
ク
ノ
ク
ラ
シ
ー
運
動
の
問
い
か
け
ー

　
近
代
日
本
の
テ
ク
ノ
ク
ラ
シ
ー
運
動
と
い
う
の
は
、
目
本
歴
史
の
中
で
も
、
又
日

本
杜
会
論
の
中
で
も
、
未
だ
十
分
に
深
め
ら
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
そ
れ
だ
け
、
日
本
に
お
い
て
は
、
人
文
・
杜
会
科
学
の
側
か
ら
科
学
や
技
術
の
、

あ
る
い
は
、
科
学
者
や
技
術
者
の
動
向
に
関
心
を
払
う
こ
と
が
す
く
な
か
っ
た
。
い

や
現
に
す
く
な
い
の
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
し
て
、
ま
さ
に
そ
う
し
た
目

本
の
杜
会
の
体
質
ゆ
え
に
、
テ
ク
ノ
ク
ラ
シ
ー
運
動
が
起
っ
た
の
だ
と
言
っ
て
も
よ

い
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
し
か
も
、
そ
れ
が
個
人
の
自
我
の
発
露
を
、
既
成
の
国
家
や
杜
会
の
枠
組
み
を
い

く
分
な
り
と
も
克
服
し
つ
つ
求
め
て
い
っ
た
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
過
程
の
中
に
発
生

し
た
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
意
義
も
含
め
て
も
っ
と
注
目
さ
れ
て
い
い
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
筆
者
の
研
究
も
、
日
本
の
杜
会
は
、
科
学
や
技
術
そ
し
て
科
学
者
や
技

術
老
に
対
し
て
、
と
り
わ
げ
、
技
術
や
技
術
者
に
対
し
て
冷
淡
な
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
と
い
う
素
朴
な
疑
問
か
ら
発
し
て
い
る
。

　
目
本
で
は
、
技
術
の
論
理
に
即
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
杜
会
事
象
の
あ
り
方
を
考
え
て

み
る
こ
と
が
す
く
な
く
、
ま
た
、
技
術
者
に
対
し
て
は
、
な
に
か
幅
の
せ
ま
い
素
人

に
は
う
か
が
い
知
れ
な
い
特
殊
な
範
域
の
仕
事
を
し
て
い
る
手
段
的
な
存
在
と
い
う

印
象
が
一
般
に
も
た
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
技
術
者
を
育
て
る
教
育
に
し
て
も
、
杜
会
性
ゆ
た
か
な
人
格
形
成
と
い
う
こ
と

と
、
ス
ヶ
ー
ル
の
大
き
い
自
然
観
を
基
盤
と
し
た
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
は
た
し
か

で
あ
る
。
だ
れ
で
も
が
喜
ん
で
ゆ
げ
る
進
路
で
は
な
か
っ
た
。
　
「
国
民
所
得
倍
増
計

画
」
が
推
進
さ
れ
る
時
期
に
、
　
”
理
工
系
ブ
ー
ム
〃
と
い
う
こ
と
が
マ
ス
・
コ
ミ
で
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さ
わ
が
れ
た
が
、
ま
さ
に
”
理
工
系
ブ
ー
ム
”
と
い
う
言
い
方
そ
の
も
の
に
、
こ
の

進
路
の
特
殊
性
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
よ
り
多
く
の
青
年
が
理

工
系
へ
の
進
路
を
と
る
こ
と
が
、
　
”
ブ
一
ム
〃
と
い
う
こ
と
の
中
で
の
み
存
在
す
る

と
い
う
こ
と
に
、
奇
妙
な
印
象
を
持
っ
の
は
、
筆
者
一
人
だ
げ
で
あ
ろ
う
か
。
理
工

系
の
教
育
を
受
げ
る
、
そ
う
し
た
こ
と
が
一
っ
の
教
養
で
あ
り
、
ご
く
普
通
の
こ
と

で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
日
本
杜
会
に
生
き
る
一
人
前
の
人
問
の
あ
り
様
が
あ
る
の
だ
と

い
う
こ
と
で
あ
る
な
ら
ば
、
　
”
ブ
ー
ム
〃
な
ど
と
い
う
言
い
方
は
あ
り
得
な
い
は
ず

で
あ
る
。

　
ま
さ
に
、
伊
藤
整
が
言
う
よ
う
に
、
日
本
に
は
ま
だ
ま
だ
「
論
理
や
実
証
よ
り

も
、
面
目
論
や
人
格
的
圧
力
が
も
の
を
言
う
よ
う
な
杜
会
構
造
が
存
在
し
て
］
い
て

政
治
的
人
問
の
み
が
い
た
ず
ら
に
尊
重
さ
れ
、
実
証
的
な
諸
科
学
の
一
つ
を
身
に
つ

け
た
人
々
の
認
識
が
、
そ
う
し
た
人
々
の
影
に
か
く
れ
て
杜
会
を
動
か
す
論
理
を
形

成
し
に
く
い
と
い
う
こ
と
の
中
に
、
こ
う
し
た
問
題
点
が
ひ
そ
ん
で
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

　
近
代
日
本
の
テ
ク
ノ
ク
ラ
シ
ー
運
動
は
、
こ
う
し
た
日
本
杜
会
の
体
質
に
警
鐘
を

打
ち
な
ら
し
た
動
き
で
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
も
ち
ろ
ん
は
じ
め

て
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
う
し
た
角
度
か
ら
の
警
鐘
は
、
な
お
唯
一
の
も
の
で
あ
る
と

い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
そ
れ
ゆ
え
、
近
代
目
本
の
テ
ク
ノ
ク
ラ
シ
ー
運
動
の
総
体
は
と
も
か
く
も
明
ら
か

に
す
る
仕
事
は
、
な
お
目
本
杜
会
の
中
に
伊
藤
整
と
い
う
よ
う
な
杜
会
構
造
が
残
っ

て
い
る
以
上
き
わ
め
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
と
い
え
る
。

　
本
研
究
第
一
編
第
二
章
第
三
節
の
内
容
は
、
近
代
的
な
政
策
遂
行
と
行
政
行
為
の

た
め
の
行
政
官
僚
の
養
成
と
任
用
の
制
度
の
根
幹
で
あ
る
帝
国
大
学
法
科
大
学
と
文

官
任
用
令
お
よ
び
文
官
試
験
規
則
に
づ
い
て
の
も
の
で
あ
る
。
考
え
て
み
る
に
、
こ

う
し
た
制
度
は
、
行
政
官
僚
と
な
る
人
々
に
、
一
定
レ
ベ
ル
以
上
の
学
業
成
績
を
前

提
と
し
な
が
ら
、
支
配
の
た
め
の
近
代
的
な
装
い
を
こ
ら
し
た
「
人
格
的
圧
力
」
を

付
与
す
る
装
置
だ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
法
科
大
学
で
学
ぼ
れ
る
法
学
や
政
治

学
も
、
実
証
的
な
杜
会
科
学
と
い
う
よ
り
も
、
　
「
人
格
的
圧
力
」
を
及
ぼ
す
た
め
の

道
具
と
し
て
の
性
格
が
強
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
し
か
も
、
第
一
編
第
一
章
に
、
ま
た
第
一
編
第
二
章
第
一
・
二
・
四
節
に
述
べ
た

よ
う
に
、
実
証
的
な
一
科
の
専
門
学
、
工
学
に
、
生
き
る
技
術
者
は
、
そ
う
し
た
「
人

格
的
圧
力
」
を
付
与
さ
せ
て
く
れ
る
装
置
と
は
無
縁
の
存
在
に
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
っ

た
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
に
、
人
間
の
近
代
的
自
我
の
発
露
と
平
等
の
間
題
が
登
場
し
た
大
正
デ
モ
ク

ラ
シ
ー
過
程
に
、
テ
ク
ノ
ク
ラ
シ
ー
運
動
と
い
う
形
で
、
技
術
者
の
自
我
の
杜
会
的

あ
り
方
が
間
題
に
な
っ
て
き
た
の
は
、
ま
っ
た
く
当
然
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
こ

の
頃
は
ま
た
工
業
経
営
が
、
大
規
模
で
複
雑
で
高
度
な
技
術
を
基
盤
に
な
さ
れ
つ
つ

あ
り
、
し
か
も
、
　
「
国
家
ノ
行
為
」
が
単
に
法
律
的
行
為
に
限
定
さ
れ
る
の
で
は
な

く
、
官
庁
技
術
者
の
行
う
膨
大
な
事
実
的
作
用
が
計
画
的
行
為
で
も
っ
て
遂
行
さ
れ
－

る
必
要
と
、
そ
う
し
た
行
為
も
「
国
家
ノ
行
為
」
に
な
っ
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ

と
が
求
め
ら
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
国
家
独
占
資
本
主
義
体
制
へ
向
げ
て
目
本

が
走
り
始
め
た
時
期
で
も
あ
り
、
工
業
界
の
ひ
ろ
が
り
と
分
業
の
発
達
の
中
で
、
あ

ら
ゆ
る
人
問
の
あ
り
方
が
客
観
的
な
職
業
と
い
う
枠
組
に
お
い
て
相
対
化
さ
れ
、
法

科
大
学
出
身
の
行
政
官
僚
の
み
が
絶
対
的
な
国
家
的
身
分
的
地
位
を
誇
る
こ
と
に
対

す
る
大
い
な
る
批
判
が
展
開
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
工
政
会
の
運
動
を
起
こ
し
た
人
々
は
、
よ
り
前
老
の
問
題
状
況
に
立
っ
て
も
の
を

考
え
て
い
た
。
日
本
工
人
倶
楽
部
の
運
動
を
起
こ
し
た
人
々
は
、
よ
り
後
者
の
問
題
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状
況
に
立
っ
て
も
の
を
考
え
、
は
じ
め
の
う
ち
は
、
テ
ク
ノ
ク
ラ
シ
ー
運
動
と
い
う

よ
り
は
、
職
業
組
合
運
動
あ
る
い
は
ア
メ
リ
カ
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
た
ち
の
プ
ロ
フ
ェ
ヅ

シ
ョ
ナ
ラ
イ
ゼ
イ
シ
ョ
ン
運
動
に
近
い
性
格
の
運
動
を
展
開
し
た
。

　
こ
う
し
て
は
じ
ま
っ
た
技
術
者
た
ち
の
運
動
は
、
後
に
な
る
ほ
ど
宮
本
武
之
輔
の

強
烈
な
個
性
に
導
か
れ
、
杜
会
の
構
造
的
変
動
に
も
支
え
ら
れ
つ
つ
、
　
「
技
術
の
独

立
」
と
「
技
術
の
制
度
化
」
実
現
へ
向
け
て
、
何
度
も
消
え
い
り
そ
う
な
状
況
に
陥

り
な
が
ら
続
い
て
い
っ
た
。
そ
し
て
二
つ
の
事
柄
に
と
っ
て
決
定
的
に
重
要
な
時

期
、
国
家
総
動
員
体
制
の
時
を
迎
え
た
。
前
者
の
「
技
術
の
独
立
」
の
問
題
は
、
よ

り
民
族
主
義
的
、
超
国
家
主
義
的
な
形
で
助
長
さ
れ
、
後
者
の
「
技
術
の
制
度
化
」

は
、
よ
り
統
制
主
義
的
、
全
体
主
義
的
な
形
で
助
長
さ
れ
、
し
か
も
両
者
は
不
即
不

離
の
関
係
に
お
い
て
展
開
し
て
い
っ
た
。
第
二
編
第
二
章
第
四
節
と
第
三
編
第
三
章

に
こ
の
問
の
動
き
が
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
科
学
や
技
術
に
つ
い
て
、
従
来

の
目
本
の
杜
会
構
造
か
ら
み
れ
ば
、
画
期
的
な
制
度
が
生
ま
れ
た
こ
と
は
ま
ち
が
い

な
い
が
、
侵
略
戦
争
と
い
う
不
条
理
た
国
家
目
的
に
屈
服
し
た
形
に
お
い
て
で
あ
っ

て
、
と
て
も
技
術
者
の
自
我
や
杜
会
性
の
十
全
な
発
露
に
お
い
て
で
は
な
か
っ
た
。

そ
れ
ゆ
え
、
敗
戦
と
い
う
事
態
の
中
で
技
術
者
た
ち
の
せ
っ
か
く
の
努
力
も
崩
壊
の

淵
に
沈
ん
で
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
戦
後
こ
の
動
き
は
、
大
来
佐
武
郎
や
宮
本
武
之
輔
の
盟
友
梶
井
剛
、
松
前
重
義
と

い
っ
た
人
々
に
よ
っ
て
再
建
さ
れ
は
し
た
が
、
G
H
Q
の
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
よ
り
「
経

済
安
定
九
原
則
」
が
出
さ
れ
て
以
来
、
再
び
目
本
は
、
　
「
開
国
」
以
来
の
国
是
と
も

い
う
べ
き
「
貿
易
立
国
」
ー
そ
れ
も
外
国
技
術
導
入
と
大
量
の
資
源
輸
入
に
支
え
ら

れ
た
1
の
路
線
に
毛
ど
り
、
技
術
者
の
求
め
る
「
技
術
の
独
立
」
は
大
き
な
ダ
メ
ー

ジ
を
受
げ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
　
「
技
術
の
制
度
化
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て

も
、
生
産
、
研
究
、
教
育
の
各
局
面
の
範
囲
は
ひ
ろ
が
り
、
内
容
も
お
ど
ろ
く
程
豊

「
技
術
の
制
度
化
」
過
程
に
お
け
る
教
育
の
社
会
的
課
題
（
大
淀
）

か
に
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
十
分
有
機
的
に
統
一
の
と
れ
た
存
在
と
し
て

登
場
し
て
い
な
い
と
い
え
よ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
技
術
の
独
立
」
と
「
技
術
の
制
度
化
」
に
つ
い
て
根
本
的
に

認
識
し
て
お
か
ね
ぼ
な
ら
な
い
二
つ
の
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な

ら
な
い
。
そ
れ
は
前
者
に
関
し
て
は
、
個
人
の
創
造
性
を
尊
重
し
な
げ
れ
ぼ
な
ら
な

い
と
い
う
提
案
が
、
そ
し
て
後
者
に
関
し
て
は
、
あ
ら
ゆ
る
専
門
諸
科
学
は
相
対
的

な
関
係
に
あ
っ
て
、
平
等
に
杜
会
の
指
導
的
理
論
に
な
っ
て
ゆ
か
な
け
れ
ぼ
な
ら
な

い
と
い
う
民
主
主
義
的
提
案
（
一
九
四
八
年
公
布
の
目
本
学
術
会
議
法
の
意
味
す
る

と
こ
ろ
も
こ
う
で
あ
っ
た
）
が
根
底
に
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
テ
ク

ノ
ク
ラ
シ
ー
運
動
は
、
戦
時
下
に
お
い
て
超
国
家
主
義
や
全
体
主
義
に
足
元
を
す
く

わ
れ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
な
お
「
面
目
論
」
や
「
人
格
的
圧
力
」
の
横
行
す
る
目

本
杜
会
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
二
つ
の
提
案
の
よ
り
一
層
の
敷
術
と
い
う
こ
と
を
考
え

っ
っ
、
　
「
技
術
の
独
立
」
と
「
技
術
の
制
度
化
」
を
目
ざ
し
て
い
く
こ
と
が
今
日
的

に
重
要
な
課
題
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
近
代
目
本
の
テ
ク
ノ
ク
ラ
シ
ー
運
動
が

問
い
か
げ
て
く
る
も
の
を
こ
う
い
う
形
で
読
み
と
る
こ
と
が
わ
れ
わ
れ
に
課
せ
ら
れ

た
使
命
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
こ
う
し
た
目
本
の
テ
ク
ノ
ク
ラ
シ
ー
運
動
の
特
殊
目
本
的
性
格
へ
の
深
い
認
識
を

切
り
ひ
ら
く
た
め
に
、
筆
者
は
、
第
二
編
第
二
章
を
や
や
不
必
要
と
お
も
え
る
く
ら

い
詳
細
に
展
開
し
た
し
、
ま
た
第
三
編
第
一
章
に
お
い
て
工
科
大
学
学
生
宮
本
武
之

輔
の
心
理
の
動
き
や
思
想
の
発
展
を
く
わ
し
く
紹
介
し
た
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
か
ら
、
目
本
に
お
げ
る
「
技
術
の
制
度
化
」
が
教
育
局
面
か
ら
つ
み
上
げ
ら

れ
て
い
っ
た
と
す
る
な
ら
、
そ
の
統
合
局
面
実
現
の
た
め
に
も
又
教
育
局
面
の
批

判
、
変
革
は
重
要
で
あ
っ
た
（
技
術
者
た
ち
の
こ
の
こ
と
へ
の
取
り
組
み
は
、
第
二
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編
第
一
章
に
詳
述
し
て
あ
る
）
。
こ
の
教
育
局
面
が
「
技
術
の
制
度
化
」
の
重
要
な

一
環
で
あ
り
、
同
時
に
変
革
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
出
て
き
た
も
の
に
教
育

計
画
と
学
制
改
革
論
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
関
し
て
テ
ク
ノ
ク
ラ
シ
ー
運
動
が
到
達

し
た
と
こ
ろ
に
、
第
二
編
第
一
章
第
四
節
D
の
三
に
紹
介
し
た
工
政
会
工
業
教
育
委

員
会
の
「
工
業
教
育
拡
充
に
関
す
る
建
議
書
」
と
「
学
制
改
革
案
」
が
あ
る
と
い
え

よ
う
。
し
か
し
こ
の
両
者
は
、
第
二
編
第
一
章
第
四
節
D
の
一
に
論
じ
た
よ
う
な
意

味
合
い
で
矛
盾
し
て
い
る
も
の
で
あ
っ
た
。
真
に
「
技
術
の
制
度
化
」
が
求
め
ら
れ

吃
な
ら
、
こ
の
両
考
は
整
合
的
に
統
一
さ
れ
て
い
て
、
教
育
の
マ
ク
ロ
・
シ
ス
テ
ム

と
し
て
打
ち
出
さ
れ
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
学
制
改
革
論
に
お
い
て
は
、
教
育
内
容
に
関
し
て
た
え
ず
、
一
般
教
育
と
専

門
教
育
の
統
一
の
間
題
、
さ
ら
に
、
普
通
教
育
の
中
に
技
術
教
育
や
工
業
教
育
を
含

め
る
間
題
が
論
じ
続
げ
ら
れ
て
き
た
。
こ
こ
に
み
ら
れ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
シ
ス
テ

ム
あ
る
い
は
教
育
の
ミ
ク
ロ
・
シ
ス
テ
ム
は
、
ま
た
当
然
教
育
の
マ
ク
ロ
・
シ
ス
テ

ム
と
整
合
な
も
の
で
な
げ
れ
ぼ
な
ら
な
い
と
い
え
る
。
こ
う
し
た
教
育
の
マ
ク
ロ
・

シ
ス
テ
ム
と
ミ
ク
ロ
・
シ
ス
テ
ム
の
統
合
こ
そ
「
技
術
の
制
度
化
」
と
関
連
づ
げ
ら

れ
た
と
こ
ろ
の
、
教
育
の
杜
会
的
課
題
と
言
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
以
上
考
察
を
す
す
め
て
き
た
と
こ
ろ
の
「
技
術
の
独
立
」
、
　
「
技
術
の
制
度
化
」
、

教
育
の
マ
ク
ロ
・
シ
ス
テ
ム
、
教
育
の
ミ
ク
ロ
・
シ
ス
テ
ム
の
全
一
な
統
一
体
こ
そ

ー
そ
れ
は
す
で
に
述
べ
た
よ
う
な
、
政
治
秩
序
、
経
済
秩
序
、
文
化
秩
序
の
間
の
相

互
の
ラ
ミ
フ
ィ
ヶ
－
シ
ョ
ン
を
基
盤
と
し
て
い
な
げ
れ
ぼ
な
ら
な
い
ー
、
近
代
目
本

の
テ
ク
ノ
ク
ラ
シ
ー
運
動
が
提
起
し
た
問
題
を
か
ら
み
合
せ
て
未
来
に
投
影
し
た
と

こ
ろ
に
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
杜
会
の
構
造
的
あ
る
い
は
制
度
的
イ
メ
ー
ジ
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
し
か
も
こ
れ
が
、
超
国
家
主
義
に
け
っ
し
て
傾
斜
し
な
い
、
目
本
民

族
の
独
立
と
平
和
の
維
持
と
い
う
国
際
関
係
に
支
え
ら
れ
て
も
い
な
け
れ
ぼ
な
ら
な

い
と
い
う
こ
と
は
、
戦
時
下
に
テ
ク
ノ
ク
ラ
シ
ー
運
動
の
た
ど
っ
た
過
程
に
対
す
る

反
省
か
ら
い
っ
て
当
然
の
こ
と
と
い
え
る
。

　
本
研
究
第
一
編
第
二
章
に
お
い
て
検
討
し
た
一
八
七
九
（
明
治
一
二
）
年
の
「
教

育
議
」
が
提
起
し
、
未
だ
十
分
に
払
拭
し
き
れ
て
な
い
目
本
近
代
化
の
イ
メ
ー
ジ
と

真
に
対
決
す
る
イ
メ
ー
ジ
は
、
以
上
の
よ
う
な
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、

「
教
育
議
」
の
中
の
最
も
問
題
性
の
あ
る
一
節
の
「
科
学
ハ
実
二
政
談
ト
消
長
ヲ
相

為
ス
者
ナ
リ
」
と
い
う
考
え
方
を
真
に
克
服
し
て
、
人
間
諸
個
人
の
創
造
性
を
育

て
、
尊
重
し
、
か
つ
民
主
主
義
を
実
現
・
維
持
し
て
ゆ
く
国
民
的
努
力
の
向
か
う
と

こ
ろ
が
こ
こ
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。

（2）（1））3（
　
注

森
川
英
正
『
技
術
者
－
日
本
近
代
化
の
担
い
手
』
目
経
新
書
・
昭
和
五
〇
年
・
五
三
頁
。

昭
和
一
八
年
七
月
一
四
目
、
一
五
日
、
一
六
目
於
大
東
亜
会
館
『
第
四
回
中
央
協
力
会
議

会
議
録
（
全
）
』
大
政
翼
賛
会
・
四
三
頁
。
他
に
小
野
俊
一
、
梶
井
剛
も
同
様
の
発
言
を
し

て
い
る
。

『
工
業
国
策
』
昭
和
一
九
年
七
月
号
所
収
の
小
野
俊
一
「
技
術
戦
力
化
組
織
間
題
の
動
向

と
我
等
－
工
政
会
第
二
十
回
定
時
総
会
提
出
議
案
に
対
す
る
一
説
明
資
料
と
し
て
－
」
の

中
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
論
稿
の
中
で
小
野
は
産
業
技
術
連
盟
に
つ
い
て
、
　
「
産
技

連
結
成
に
当
っ
て
の
工
政
会
以
外
の
主
動
者
が
著
し
く
官
庁
技
術
者
に
偏
し
て
ゐ
た
に
際

し
、
当
時
の
官
庁
技
術
者
に
は
共
通
性
と
し
て
は
事
務
官
系
統
に
対
す
る
所
謂
水
平
運
動

的
に
濃
厚
な
対
立
感
情
が
存
在
し
乍
ら
、
各
省
技
術
老
間
の
セ
ク
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
も
た
ほ

相
当
に
存
在
し
ゐ
た
る
こ
と
。
民
間
技
術
者
側
の
実
質
的
参
加
が
極
め
て
徴
弱
だ
っ
た
こ

と
。
況
ん
や
技
術
老
以
外
の
経
営
者
、
技
能
者
等
を
積
極
的
に
抱
擁
せ
ん
と
す
る
意
志
に

乏
し
か
っ
た
こ
と
。
幹
都
の
問
に
も
思
想
の
統
一
が
未
だ
不
十
分
で
あ
っ
て
、
徒
ら
に
独

善
的
発
一
言
や
主
張
の
み
多
く
、
責
任
と
権
限
と
の
中
心
乃
至
分
担
が
頗
る
不
明
確
な
り
し

こ
と
。
…
：
…
・
等
々
、
之
を
要
す
る
に
同
一
目
標
に
向
ひ
自
か
ら
犠
牲
を
厭
は
ず
、
誠
意
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と
全
力
を
持
ち
寄
ら
ん
と
す
る
同
志
的
組
織
と
ま
で
行
か
な
か
っ
た
為
で
あ
る
と
考
へ
ら

　
れ
、
…
…
…
L
と
そ
の
失
敗
の
こ
と
を
反
省
し
て
い
る
。

4
こ
れ
に
っ
い
て
は
、
昭
和
一
九
年
一
一
月
四
日
付
『
朝
日
新
聞
』
の
記
事
よ
り
。

5
ガ
ー
ス
・
ミ
ル
ズ
、
古
城
利
明
・
杉
森
創
吉
訳
前
掲
書
（
本
研
究
「
序
」
の
注
㈲
参
照
の

　
こ
と
）
、
四
三
頁
（
｝
彗
ω
Ω
9
亭
彗
～
O
．
ミ
『
何
庁
↓
竃
自
ω
二
巨
創
二
P
8
）
。

6
ガ
ー
ス
・
ミ
ル
ズ
、
古
城
利
明
・
杉
森
創
吉
訳
前
掲
書
・
三
六
〇
頁
　
　
（
｝
彗
ω
①
實
亭

　
印
箏
q
O
．
4
＜
ユ
閑
｝
け
竃
自
－
8
｛
ず
｛
｛
二
〇
．
ω
蜆
N
）
o

ガ
ー
ス
・
ミ
ル
ズ
、
古
城
利
明
・
杉
森
創
吉
訳
前
掲
書
・
二
三
〇
頁
（
｝
彗
ω
Ω
胃
撃
彗
｛

　
O
．
ミ
『
耐
睾
峯
自
ω
二
巨
｛
二
や
N
曽
）
。

8
ガ
ー
ス
・
ミ
ル
ズ
、
古
城
利
明
・
杉
森
創
吉
訳
前
掲
書
・
四
八
頁
（
｝
彗
ω
①
實
亭
彗
｛

　
O
．
オ
ユ
胴
｝
け
峯
－
H
ツ
｝
σ
｛
｛
二
〇
一
ω
N
）
。

9
三
枝
博
音
編
『
日
本
文
化
の
構
想
と
現
実
』
（
大
東
亜
基
礎
問
題
研
究
第
三
巻
）
、
中
央
公

　
論
杜
・
昭
和
一
八
年
・
二
一
0
1
一
一
頁
。
こ
の
著
作
の
二
〇
七
－
九
頁
に
、
「
わ
が
国

　
の
在
来
の
政
治
に
は
文
化
を
理
解
し
援
助
し
よ
う
と
す
る
セ
ソ
ス
も
能
力
も
意
欲
も
な
か

　
　
っ
た
の
で
あ
り
、
経
済
も
事
実
は
文
化
の
物
的
素
材
の
生
産
に
従
事
し
つ
つ
あ
る
に
拘
は

　
ら
ず
、
国
民
の
文
化
的
水
準
の
向
上
に
経
済
的
側
面
か
ら
寄
与
す
る
と
こ
ろ
が
紗
な
か
っ

　
た
の
で
あ
る
。
文
化
そ
れ
自
体
も
亦
、
何
か
国
民
の
目
常
生
活
と
は
違
い
理
想
や
芸
術
の

　
み
の
世
界
で
で
も
あ
る
か
の
如
く
振
舞
っ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
」
「
国
防
国
家
の
政
治
は
国

　
民
全
体
の
白
主
的
、
積
極
的
な
協
力
を
最
も
必
要
と
す
る
政
治
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の

　
新
し
い
国
防
国
家
の
政
治
に
お
い
て
は
、
政
治
と
文
化
と
の
関
係
、
文
化
と
経
済
と
の
関

　
係
は
二
元
的
、
分
立
的
で
あ
る
こ
と
は
出
来
ず
、
政
治
と
経
済
と
文
化
と
は
三
位
一
体
の

　
立
体
的
、
有
機
的
関
係
を
構
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
た
い
の
で
あ
る
。
ま
た
文
化
そ
の
も
の

　
も
、
生
活
的
、
生
産
的
、
国
民
的
文
化
と
し
て
形
成
さ
れ
な
げ
れ
ぱ
な
ら
ず
、
ま
た
雑
多

　
で
不
統
一
で
低
度
で
あ
る
こ
と
を
許
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
文
化
新
体
制
は
こ
れ
ら
の
二

　
つ
の
角
度
か
ら
見
ら
れ
、
建
設
さ
れ
な
げ
れ
ぱ
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
す
た
は
ち
、
国
防

　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
国
家
の
文
化
政
策
の
樹
立
と
遂
行
に
あ
っ
て
は
、
文
化
人
あ
る
ひ
は
文
化
団
体
の
内
面
的

　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
参
与
と
責
任
の
分
担
が
必
要
で
あ
り
、
国
民
的
文
化
の
自
己
形
成
と
発
展
に
主
要
な
努
力

　
が
傾
注
さ
れ
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
」
（
傍
点
筆
者
）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
こ

　
ろ
は
、
本
文
の
内
容
に
つ
い
て
理
解
を
助
け
る
で
あ
ろ
う
。

⑩
第
三
編
の
「
ま
と
め
」
に
紹
介
し
た
日
本
技
術
協
会
編
『
国
民
と
技
術
』
に
蠣
山
は
、
「
技

　
術
と
政
治
」
と
い
う
論
稿
を
寄
せ
、
そ
の
中
で
も
高
度
国
防
国
家
の
時
代
は
、
　
「
政
治
も

　
行
政
も
、
そ
の
組
織
に
お
い
て
、
そ
の
政
策
に
お
い
て
、
従
来
よ
り
も
計
画
性
を
帯
び
、

　
技
術
学
的
要
素
の
注
入
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
工
学
的
構
造
と
機
能
と
を
帯
び
て
来
る
の
で

　
あ
る
。
」
と
言
っ
て
い
る
が
、
別
に
、
「
技
術
人
と
政
治
人
と
の
抱
懐
す
る
価
値
表
象
が
、

　
よ
り
高
次
の
全
体
的
表
象
に
お
い
て
一
致
す
る
こ
と
は
当
然
理
論
的
に
予
想
し
得
る
と
こ

　
ろ
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
具
体
的
な
秩
序
、
す
な
わ
ち
全
体
的
な
杜
会
的
－
政
治
的
体
制
と

　
し
て
実
現
す
る
に
は
砂
く
と
も
今
後
の
一
世
紀
を
必
要
と
す
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
」
と

　
述
べ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。

ω
大
来
佐
武
郎
の
歩
み
に
つ
い
て
は
、
大
部
分
大
来
佐
武
郎
『
私
の
履
歴
書
』
目
本
経
済
新

　
聞
杜
・
昭
和
五
二
年
を
参
照
し
た
。

⑫
馬
場
敬
治
は
、
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
東
京
帝
国
大
学
工
学
部
電
気
工
学
科
を
卒
業
し

　
さ
ら
に
、
一
九
二
二
（
大
正
二
一
）
年
経
済
学
部
経
済
学
科
を
卒
業
し
て
、
経
済
学
部
商

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
業
学
科
の
教
授
と
な
っ
た
人
で
あ
る
。
第
三
編
第
二
章
注
蝸
に
も
そ
の
名
を
紹
介
し
て
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
い
た
『
技
術
と
経
済
』
は
、
戸
坂
潤
も
言
う
ご
と
く
、
目
本
に
は
じ
め
て
登
場
し
た
本
格

　
的
た
技
術
論
の
著
作
で
あ
る
。
馬
場
は
こ
の
著
作
を
、
E
・
フ
ッ
サ
ー
ル
の
学
問
論
に
あ

　
る
本
質
学
と
事
実
学
の
別
げ
方
に
対
応
さ
せ
て
、
第
一
部
技
術
の
本
質
と
第
二
部
技
術
と

　
経
済
の
二
つ
の
部
分
で
構
成
し
て
い
る
。

　
　
第
一
部
で
は
、
「
独
立
な
る
文
化
領
域
」
（
四
八
頁
）
と
し
て
の
技
術
、
「
技
術
的
精
神

　
の
独
立
化
」
（
六
八
頁
）
、
と
い
う
こ
と
を
可
能
に
す
る
本
質
的
た
技
術
の
理
念
は
、
　
「
発

　
明
」
で
あ
る
こ
と
を
、
チ
ソ
メ
ル
や
デ
ヅ
サ
ウ
エ
ル
の
考
え
に
依
拠
し
つ
つ
述
べ
て
い

　
る
。
そ
し
て
、
第
二
部
で
は
、
事
実
学
と
し
て
「
理
念
の
具
体
化
」
す
な
わ
ち
「
発
明
の

　
再
生
産
」
と
い
う
こ
と
が
、
技
術
と
経
済
の
問
題
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
部
分

　
は
、
宮
田
喜
代
蔵
の
『
経
済
原
理
』
同
様
ゴ
ヅ
ト
ル
の
『
経
済
と
技
術
』
に
依
拠
し
つ
つ

　
　
（
第
三
編
第
三
章
注
㈲
参
照
）
、
「
経
営
体
が
単
位
費
消
又
は
単
位
原
価
の
節
約
を
目
的
と

　
し
、
技
術
を
之
に
対
す
る
手
段
と
」
て
用
ゐ
る
過
程
で
あ
る
L
（
一
七
六
頁
）
技
術
的
合

　
理
化
の
間
題
に
論
じ
る
と
い
う
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
こ
の
あ
と
に
附
録
と
し
て
「
技
術
と
経
済
杜
会
と
の
関
係
に
関
す
る
一
学
説
と
し
て
の

　
テ
ク
ノ
ク
ラ
シ
ー
」
と
い
う
論
文
が
つ
げ
加
え
ら
れ
て
い
た
。

「
技
術
の
制
度
化
」
過
程
に
お
け
る
教
育
の
杜
会
的
課
題
（
大
淀
）
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経
済
企
画
庁
戦
後
経
済
史
編
纂
室
編
『
戦
後
経
済
史
（
経
済
安
定
本
部
史
）
』
昭
和
三
九
年

一
〇
頁
。

経
済
企
画
庁
戦
後
経
済
史
編
纂
室
編
前
掲
書
・
四
八
頁
。

経
済
企
画
庁
戦
後
経
済
史
編
纂
室
編
前
掲
書
・
一
一
六
頁
。

経
済
企
画
庁
戦
後
経
済
史
編
纂
室
編
前
掲
書
・
五
二
四
頁
に
「
経
済
九
原
則
に
関
す
る
マ

ヅ
カ
ー
サ
⊥
兀
帥
の
吉
田
首
相
宛
書
簡
」
あ
り
。

『
商
工
省
三
十
五
年
小
史
』
通
商
産
業
省
、
昭
和
三
五
年
・
六
〇
頁
。

経
済
企
画
庁
戦
後
経
済
史
編
纂
室
編
前
掲
書
・
四
二
八
頁
。

た
と
え
ば
、
か
っ
て
技
術
院
総
裁
で
あ
っ
た
八
木
秀
次
は
、
一
九
四
六
（
昭
和
二
一
）
年

六
月
「
科
学
技
術
政
策
同
志
会
」
を
結
成
し
、
九
月
衆
議
院
に
お
け
る
「
科
学
技
術
の
振

興
に
関
す
る
決
議
案
」
可
決
を
推
進
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
内
容
は
、
　
「
科
学
技
術
新

体
制
確
立
要
綱
」
と
骨
子
に
お
い
て
あ
ま
り
変
わ
ら
な
か
っ
た
（
広
重
徹
『
戦
後
日
本
の

科
学
運
動
』
中
央
公
論
杜
・
昭
和
三
五
年
・
一
九
頁
参
照
）
。

日
本
科
学
史
学
会
編
『
日
本
科
学
技
術
史
大
系
』
第
五
巻
・
通
史
五
・
第
一
法
規
、
一
九

六
四
年
所
収
の
資
料
四
－
一
一
よ
り
。

日
本
学
術
会
議
法
第
五
条
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

「
目
本
学
術
会
議
は
、
左
の
事
項
に
っ
い
て
、
政
府
に
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
科
学
の
振
興
及
び
技
術
の
発
達
に
関
す
る
方
策

　
二
　
科
学
に
関
す
る
研
究
成
果
の
活
用
に
関
す
る
方
策

　
三
　
科
学
研
究
老
の
養
成
に
関
す
る
方
策

　
四
　
科
学
を
行
政
に
反
映
さ
せ
る
方
策

　
五
　
科
学
を
産
業
及
び
国
民
生
活
に
浸
透
さ
せ
る
方
策

　
六
　
そ
の
他
目
本
学
術
会
議
の
目
的
の
遂
行
に
適
当
な
事
項
L
　
（
日
本
科
学
史
学
会
編

前
掲
書
・
第
五
巻
所
収
の
資
料
四
－
一
二
よ
り
）

　
こ
れ
は
、
■
あ
ら
ゆ
る
専
門
家
が
国
家
学
的
、
経
世
学
的
寄
与
を
な
し
う
る
可
能
性
を
切

り
開
く
条
項
で
は
あ
る
が
、
そ
う
し
た
方
向
へ
機
能
し
て
ゆ
げ
な
い
状
態
に
お
か
れ
て
い

る
と
い
え
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
．

一
九
五
〇
（
昭
和
二
五
）
年
秋
、
科
学
技
術
政
策
同
志
会
と
同
様
、
　
「
法
科
万
能
で
固
め

ら
れ
て
き
た
日
本
の
政
界
に
、
も
っ
と
多
く
の
科
学
老
の
参
加
す
る
道
を
開
き
、
科
学
を

）32（）42（

政
治
に
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
の
経
済
、
文
化
の
再
建
の
た
め
に
、
正
し
い
科

学
技
術
政
策
を
樹
立
す
る
と
と
も
に
、
日
本
の
政
治
体
制
の
近
代
化
、
合
理
化
を
図
ろ
う

と
し
た
L
（
『
一
二
輪
寿
壮
伝
記
刊
行
会
・
昭
和
四
一
年
・
四
四
三
－
四
四
頁
）
「
科
学
と
政

治
の
会
」
が
発
足
し
た
。
会
長
に
八
木
秀
次
、
理
事
長
に
松
前
重
義
が
な
り
、
他
に
三
輸

寿
壮
、
千
葉
三
郎
、
堀
木
鎌
三
ら
が
参
加
し
た
。
こ
こ
か
ら
松
前
重
義
の
政
治
活
動
が
は

じ
ま
り
、
一
九
五
二
（
昭
和
二
七
）
年
一
〇
月
衆
議
院
議
員
に
当
選
し
て
、
右
派
杜
会
党

に
入
党
し
た
。

　
そ
し
て
こ
の
頃
よ
り
、
松
前
は
、
前
田
正
男
や
中
曽
根
康
弘
に
協
力
し
て
、
科
学
技
術

庁
設
置
へ
の
活
動
に
取
り
組
ん
だ
。
し
か
し
こ
の
経
過
に
お
い
て
、
松
前
は
、
宮
本
武
之

輔
以
来
の
「
技
術
の
独
立
」
の
考
え
方
を
脈
々
と
持
ち
続
け
て
い
た
こ
と
に
注
意
を
払
っ

て
お
き
た
い
。
一
九
五
三
（
昭
和
二
八
）
年
刊
行
の
著
書
『
発
明
記
』
東
海
書
房
の
中
で

松
前
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
「
我
々
は
…
…
…
外
国
模
倣
の
工
業
に
対
し
て
保
護
政
策
を
講
ず
る
前
に
、
目
本
の
資

源
に
即
応
し
た
目
本
独
特
の
品
物
を
作
っ
て
、
そ
の
優
秀
性
と
特
異
性
の
故
に
海
外
市
場

に
喜
ぱ
れ
る
よ
う
な
品
物
を
作
ら
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
」
（
九
四
頁
）

　
「
新
し
い
政
治
の
上
に
発
明
と
発
見
と
を
織
り
込
み
、
そ
う
し
て
こ
れ
を
経
済
発
展
へ

の
萌
芽
と
し
て
目
本
再
建
へ
の
生
命
を
育
成
す
る
事
ー
そ
の
様
な
計
画
的
な
重
点
的
な
経

済
政
策
の
上
に
日
本
の
政
治
を
載
せ
る
事
こ
そ
真
の
政
治
で
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
と
思

う
。
発
明
と
政
治
と
如
何
な
る
関
係
が
あ
る
か
、
私
共
は
長
い
問
こ
の
両
老
の
密
接
な
る

関
連
を
侍
望
し
て
来
た
。
然
し
こ
の
事
は
今
迄
の
所
謂
政
治
家
諸
君
に
と
っ
て
は
蛙
に
水

で
あ
っ
て
、
馬
耳
東
風
で
あ
っ
て
、
全
く
長
い
間
こ
れ
を
放
置
し
て
来
た
の
で
あ
る
。
我

々
は
今
迄
の
手
練
手
管
の
裏
芸
ば
か
り
や
る
芝
居
の
上
手
な
政
治
家
達
に
は
何
の
用
も
な

い
。
彼
ら
に
依
存
し
て
は
国
は
減
び
る
ば
か
り
で
あ
る
。
私
共
は
新
し
い
政
治
を
待
望
す

る
。
」
（
九
八
頁
）

　
こ
れ
ら
は
、
戦
前
以
来
の
技
術
者
運
動
の
理
念
の
最
後
の
雄
叫
び
と
も
い
え
る
文
章
で

あ
る
。

日
本
科
学
史
学
会
編
前
掲
書
・
第
五
巻
所
収
の
資
料
六
－
二
〇
よ
り
。
参
議
院
に
お
い
て

も
前
年
の
一
一
月
、
「
科
学
技
術
振
興
に
対
す
る
決
議
」
が
可
決
さ
れ
て
い
る
。

『
目
本
産
業
協
議
会
月
報
』
昭
和
二
七
年
五
月
号
所
載
の
前
田
正
男
「
科
学
技
術
行
政
機
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構
の
確
立
L
　
（
日
本
科
学
史
学
会
編
前
掲
書
・
第
五
巻
の
資
料
一
∩
）
1
一
と
し
て
参
照
で

　
き
る
）
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

㈲
日
本
科
学
史
学
会
編
前
掲
書
・
第
五
巻
の
資
料
一
〇
1
三
よ
り
。
な
お
発
足
時
の
科
学
技

　
術
庁
次
長
に
は
、
松
前
重
義
の
推
薦
も
あ
っ
て
篠
原
登
が
登
用
さ
れ
た
。
ま
た
長
官
直
属

　
　
の
ス
タ
ヅ
フ
と
し
て
の
科
学
審
議
官
に
は
、
黒
川
真
武
、
安
芸
咬
一
、
河
田
党
、
松
井
達

　
夫
、
吉
識
雅
夫
が
あ
て
ら
れ
た
。

㈱
発
足
時
に
は
、
梶
井
剛
、
内
海
清
温
、
茅
誠
司
（
非
常
勤
）
が
任
命
さ
れ
た
。

㈱
目
本
科
学
史
学
会
編
前
掲
書
・
第
五
巻
所
収
の
資
料
一
一
－
九
よ
り
。

㈱
っ
ま
り
、
目
本
学
術
会
議
と
政
府
と
の
パ
イ
プ
役
を
果
た
さ
ね
ば
な
ら
な
い
科
学
技
術
行

　
政
協
議
会
は
、
目
本
学
術
会
議
と
の
関
係
が
希
薄
た
科
学
技
術
庁
に
作
り
変
え
ら
れ
て
し

　
ま
い
、
し
か
も
こ
の
科
学
技
術
庁
の
計
画
局
長
が
、
新
設
の
科
学
技
術
会
議
の
幹
事
会
の

　
主
宰
者
と
な
る
と
い
う
機
構
に
な
っ
た
た
め
に
。
目
本
学
術
会
議
は
単
な
る
学
界
の
代
表

　
機
関
と
い
う
性
格
を
一
層
強
め
た
の
で
あ
る
。

㈱
昭
和
三
一
年
一
月
四
目
付
『
官
報
』
付
録
と
し
て
計
画
本
文
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

㈹
企
画
調
整
局
の
取
り
組
み
過
程
に
つ
い
て
は
、
　
『
科
学
技
術
庁
十
年
史
』
科
学
技
術
創
立

　
十
周
年
記
念
行
事
協
賛
会
・
昭
和
四
一
年
・
九
六
－
一
〇
〇
頁
参
照
。

帥
一
九
五
七
（
昭
和
三
二
）
年
二
一
月
策
定
さ
れ
た
「
新
長
期
経
済
計
画
」
は
、
第
一
部
総

　
説
（
全
四
章
）
、
と
第
二
部
計
画
の
内
容
（
全
一
四
章
）
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
て
、
第
二
部

　
に
第
二
一
章
科
学
技
術
の
振
興
が
あ
る
。
こ
の
内
容
は
、

　
　
　
「
長
期
に
わ
た
る
経
済
の
発
展
の
原
動
力
は
技
術
の
進
歩
に
あ
る
と
い
わ
れ
、
と
く
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
最
近
の
世
界
的
な
技
術
革
新
の
動
向
は
目
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
る
。
貿
易
立
国
の
線
に
沿

　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
　
っ
て
わ
が
国
経
済
の
安
定
的
成
長
を
は
か
る
た
め
に
も
、
こ
の
世
界
の
大
勢
に
遅
れ
を
と

　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
ら
ぬ
よ
う
今
後
の
科
学
技
術
の
振
興
に
は
一
段
と
意
を
注
ぐ
必
要
が
あ
る
。
わ
が
国
技
術

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
水
準
の
現
状
に
か
ん
が
み
先
進
技
術
の
導
入
に
は
今
後
と
も
な
お
積
極
的
態
度
を
と
る
べ

　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
き
で
あ
る
が
、
た
だ
外
貨
負
担
も
漸
次
増
大
し
つ
つ
あ
る
の
で
技
術
水
準
向
上
へ
の
効
果

　
そ
の
他
の
影
響
に
つ
い
て
は
十
分
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
と
と
も
に
、
わ
が
国
の

　
資
源
、
労
カ
、
資
本
等
の
条
件
に
適
し
た
独
自
の
技
術
の
発
展
を
促
進
す
る
た
め
の
環
境

　
　
の
造
成
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　
　
こ
の
た
め
電
子
技
術
、
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ソ
、
工
業
用
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
、
高
分
子
化
学

㈱㈱
等
の
新
技
術
と
新
製
品
に
関
す
る
研
究
を
官
民
協
力
の
も
と
に
重
点
的
、
体
系
的
に
推
進

す
る
と
と
も
に
、
国
立
研
究
機
関
の
充
実
、
民
間
研
究
の
助
成
強
化
、
新
技
術
の
企
業
化

の
促
進
を
は
か
る
も
の
と
す
る
。
さ
ら
に
基
本
的
に
は
、
高
等
学
校
お
よ
び
中
小
学
校
に

お
げ
る
科
学
技
術
教
育
お
よ
び
研
究
の
充
実
と
に
つ
い
て
努
力
を
払
う
必
要
が
あ
る
。
・

…
…
L
（
傍
点
筆
者
。
『
新
長
期
経
済
計
画
』
経
済
企
画
庁
・
六
四
頁
－
五
頁
）
と
い
う
も

の
で
あ
る
。

　
日
本
は
、
一
九
五
〇
（
昭
和
二
五
）
年
ご
ろ
よ
り
外
国
技
術
導
入
と
大
量
の
輸
入
資
源

に
支
え
ら
れ
て
、
貿
易
立
国
と
高
度
経
済
成
長
を
達
成
し
て
き
た
わ
げ
で
あ
る
が
、
一
九

五
〇
年
代
後
半
に
入
る
と
、
外
国
技
術
導
入
が
段
々
に
困
難
と
な
っ
て
き
た
。

　
そ
の
こ
と
へ
の
対
策
の
必
要
性
が
認
識
さ
れ
だ
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
が
右
の
文

章
で
あ
る
。
昭
和
三
三
年
科
学
技
術
庁
よ
り
刊
行
さ
れ
た
第
一
回
の
『
科
学
技
術
』
の
副

題
に
「
外
国
依
存
か
ら
自
主
発
展
へ
」
と
あ
る
の
も
同
様
の
問
題
意
識
か
ら
で
あ
る
。
だ

が
、
こ
こ
に
あ
る
「
独
自
の
技
術
の
発
展
」
「
自
主
発
展
」
と
い
う
の
は
、
あ
く
ま
で
資
本

主
義
的
高
度
経
済
成
長
と
貿
易
立
国
の
た
め
に
、
外
国
技
術
導
入
の
不
足
を
補
う
と
い
う

意
味
で
あ
っ
て
、
た
と
え
ぱ
、
　
「
わ
れ
わ
れ
は
自
然
の
均
衡
と
調
和
に
順
応
し
て
、
自
然

の
恵
み
を
享
受
し
な
げ
れ
ぱ
な
ら
た
い
。
さ
ま
ざ
ま
の
資
源
は
、
相
互
に
っ
り
あ
い
、
依

存
し
合
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
自
然
そ
の
も
の
が
一
体
を
な
し
て
い
る
。
土
地
と
水
と
は

一
体
を
な
し
て
い
る
。
資
源
の
開
発
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
の
一
体
性
を
尊
重
し
な
げ
れ
ぱ

な
ら
ぬ
。
・
…
…
－
人
問
は
こ
の
よ
う
な
自
然
の
一
体
性
、
総
合
性
に
従
わ
な
げ
れ
ば
な
ら

な
い
。
自
然
の
恵
み
を
正
し
く
享
受
し
、
自
然
の
宝
庫
を
正
し
く
開
発
す
る
に
は
、
こ
れ

に
合
う
鍵
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
鍵
は
『
総
合
さ
れ
た
科
学
技
術
』
で
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
」
（
総
理
府
資
源
調
査
会
事
務
局
著
『
明
日
の
目
本
と
資
源
』
昭
和
二
八
年
・
二
二
四

－
三
五
頁
。
こ
の
文
献
は
、
D
・
E
・
リ
リ
エ
ソ
ソ
ー
ル
著
・
和
田
小
六
訳
『
T
V
A
－

民
主
主
義
は
進
展
す
る
－
』
岩
波
書
店
・
昭
和
二
四
年
の
目
本
版
焼
直
し
と
も
い
え
る
内

容
の
も
の
で
あ
る
が
、
政
府
機
関
よ
り
出
た
技
術
論
、
資
源
論
の
文
献
と
し
て
は
今
は
お

出
色
の
も
の
で
あ
る
）
と
い
っ
た
考
え
を
基
礎
と
し
た
も
の
で
な
い
こ
と
に
注
意
す
る
必

要
が
あ
ろ
う
。

『
学
術
月
報
』
一
九
六
〇
年
一
一
月
号
に
全
文
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

前
掲
『
科
学
技
術
庁
十
年
史
』
九
一
頁
。

「
技
術
の
制
度
化
」
過
程
に
お
け
る
教
育
の
杜
会
的
課
題
（
大
淀
）
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㈱
大
来
佐
武
郎
『
経
済
計
画
』
至
誠
堂
・
七
－
八
頁
。

㈲
目
本
科
学
史
学
会
編
前
掲
書
・
第
五
巻
所
収
の
資
料
一
0
1
八
よ
り
。

㈱
目
本
科
学
史
学
会
編
前
掲
書
・
第
五
巻
所
収
の
資
料
一
〇
1
九
よ
り
。
な
お
目
本
生
産
性

　
　
本
都
に
対
す
る
政
府
の
助
成
措
置
に
っ
い
て
、
一
九
五
四
（
昭
和
二
九
）
年
九
月
閣
議
決

　
　
定
が
な
さ
れ
て
い
る
。

㈱
目
本
科
学
史
学
会
編
前
掲
書
・
第
五
巻
所
収
の
資
料
一
二
－
二
よ
り
。
産
業
合
理
化
に
関

　
　
す
る
件
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
の
は
、
目
本
生
産
性
本
部
に
対
す
る
政
府
の
助
成
措
置
が
決

　
　
定
さ
れ
る
直
前
で
あ
る
。

鯛
大
来
佐
武
郎
前
掲
書
・
七
頁
。
こ
の
く
邑
雪
①
饒
閑
弓
＄
を
供
給
す
る
と
い
う
こ
と
で
は

　
　
一
九
四
七
年
の
統
計
法
、
一
九
四
九
年
の
工
業
標
準
化
法
、
一
九
五
一
年
の
計
量
法
の
公

　
　
布
が
き
わ
め
て
大
き
な
意
義
を
持
っ
て
い
る
。

鉤
大
来
佐
武
郎
前
掲
書
・
三
頁
。

㈹
計
画
本
文
は
、
大
来
佐
武
郎
『
所
得
倍
増
計
画
の
解
説
』
目
本
経
済
新
聞
杜
・
昭
和
三
五

　
　
年
所
収
の
も
の
を
参
照
し
た
。

㈹
ま
ず
先
に
、
経
済
審
議
会
政
府
公
共
部
門
部
会
科
学
技
術
小
委
員
会
の
報
告
と
し
て
要
約

　
　
さ
れ
た
（
1
技
術
革
新
下
に
お
け
る
科
学
技
術
振
興
の
意
義
、
n
科
学
技
術
教
育
の
充
実

　
　
皿
研
究
開
発
の
推
進
、
w
研
究
成
果
の
工
業
化
対
策
の
改
善
、
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
小

　
　
委
員
会
メ
ソ
パ
ー
は
、
向
坊
隆
、
後
藤
浩
、
和
田
弘
、
堀
武
男
、
入
江
明
、
増
田
米
治
、

　
　
井
上
春
成
で
あ
っ
た
）
。
こ
れ
が
さ
ら
に
要
約
さ
れ
て
計
画
本
文
に
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ

　
　
る
。

陶
こ
こ
の
文
章
は
、
や
は
り
こ
の
結
章
の
注
㈱
に
述
べ
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
理
解
さ
れ
ね
ぱ

　
　
な
ら
な
い
。

㈹
石
川
準
吉
『
総
合
国
策
と
教
育
改
革
案
－
内
閣
審
議
会
・
内
閣
調
査
局
記
録
－
』
清
水
書

　
院
．
昭
和
三
七
年
・
一
一
六
－
一
九
頁
。

幽
第
二
編
第
二
章
の
注
鯛
参
照
の
こ
と
。

㈲
第
二
編
第
二
章
の
注
ω
参
照
の
こ
と
。

㈹
一
九
三
七
（
昭
和
二
一
）
年
二
月
、
文
部
大
臣
よ
り
実
業
教
育
振
興
委
員
会
に
対
し
第

　
二
号
諮
間
「
時
局
二
対
処
ス
ベ
キ
実
業
教
育
方
策
」
が
発
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
に
対
す
る
答

　
申
は
、
翌
年
七
月
に
な
さ
れ
た
が
、
農
業
教
育
、
工
業
教
育
、
商
業
教
育
、
商
船
教
育
、

　
　
水
産
教
育
に
つ
い
て
教
育
計
画
的
展
開
が
な
さ
れ
て
い
る
。
工
業
教
育
の
部
分
に
は
、
「
必

　
　
要
な
る
個
所
に
土
業
専
門
学
校
を
増
設
し
、
単
科
学
校
の
設
置
を
考
慮
す
る
こ
と
。
差
当

　
　
り
東
京
、
大
阪
に
内
容
充
実
せ
る
工
業
専
門
学
校
を
設
置
す
る
こ
と
。
」
と
い
う
項
目
が

　
　
あ
る
（
第
二
号
諮
問
に
対
す
る
答
申
内
容
は
、
八
本
木
浄
『
両
大
戦
間
の
目
本
に
お
げ
る

　
　
教
育
改
革
の
研
究
』
目
本
図
書
セ
ソ
タ
ー
・
昭
和
五
七
年
・
三
四
0
1
四
三
頁
）
。

㈹
日
本
科
学
史
学
会
編
前
掲
書
・
第
五
巻
所
収
の
資
料
一
一
－
六
よ
り
。

㈱
結
論
の
注
帥
に
引
用
し
た
第
一
二
章
科
学
技
術
の
振
興
の
部
分
の
続
き
と
し
て
、
「
な
お
、

　
　
こ
の
経
済
計
画
で
見
込
ん
で
い
る
部
門
別
生
産
の
拡
大
、
産
業
の
近
代
化
の
促
進
等
に
よ

　
　
る
科
学
技
術
者
の
需
要
の
増
加
を
勘
案
す
る
と
、
昭
和
三
七
年
度
に
お
げ
る
理
工
系
大
学

　
　
卒
業
者
の
不
足
は
な
お
検
討
を
要
す
る
が
約
八
○
○
○
人
に
達
す
る
と
見
込
ま
れ
る
の

　
　
で
、
こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
大
学
、
短
期
大
学
に
お
げ
る
理
工
系
学
生
の
増
員
を
は
か
る

　
　
と
と
も
に
、
こ
れ
に
要
す
る
教
職
員
、
施
設
、
設
傭
等
の
充
実
を
は
か
る
も
の
と
す
る
。
」

　
　
と
い
う
部
分
が
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

㈹
訳
者
序
文
の
中
で
大
来
は
、
ギ
ソ
ズ
バ
ー
グ
の
本
を
馬
場
敬
治
に
す
す
め
ら
れ
て
；
机
し

　
　
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

的
本
研
究
「
序
」
の
注
ω
参
照
の
こ
と
。

帥
前
掲
『
日
本
経
済
の
長
期
展
望
』
六
八
五
頁
。

鋤
前
掲
『
目
本
経
済
の
長
期
展
望
』
六
八
九
頁
。

鵠
前
掲
『
目
本
経
済
の
長
期
展
望
』
二
四
頁
。

帥
こ
の
小
委
員
会
の
メ
ソ
バ
ー
は
、
佐
々
木
重
雄
、
淡
路
円
治
郎
、
大
塚
明
郎
、
尾
高
邦
雄
、

　
清
水
義
弘
、
西
清
子
、
乗
富
大
夫
で
あ
っ
た
。

的
引
用
は
、
こ
の
結
論
注
㈹
と
同
様
の
文
献
か
ら
。

的
本
研
究
「
序
」
の
注
㈱
に
示
し
た
も
の
と
同
様
の
文
献
か
ら
。
デ
ュ
ル
ケ
ム
著
・
田
辺
寿

　
利
訳
前
掲
書
・
一
〇
二
－
三
頁
（
向
8
亭
U
弓
庁
ぎ
｛
冒
二
げ
－
戸
o
・
8
）
。

帥
前
掲
『
目
本
経
済
の
長
期
展
望
』
六
八
○
－
八
八
頁
。
だ
が
教
育
訓
練
小
委
員
会
報
告
で

　
　
は
、
こ
う
し
た
教
育
学
的
原
則
は
、
ほ
と
ん
ど
強
調
さ
れ
て
い
た
い
。

鯛
引
用
は
、
こ
の
結
論
注
鯛
に
示
し
た
文
献
よ
り
。

　
　
こ
の
部
分
は
、
科
学
技
術
小
委
員
会
報
告
で
は
、
　
「
技
術
と
人
文
科
学
・
杜
会
科
学
と

　
の
連
繋
の
観
点
か
ら
技
術
教
育
の
概
念
を
拡
大
す
る
方
向
に
進
み
、
科
学
技
術
の
急
速
な
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発
展
と
経
済
構
造
の
変
化
の
中
で
、
杜
会
活
動
の
正
し
い
担
い
手
と
し
て
の
役
割
を
果
た

　
　
す
よ
う
に
科
学
技
術
教
育
と
文
化
的
教
養
等
の
あ
ら
ゆ
る
面
で
釣
り
合
い
の
と
れ
た
人
的

　
能
力
の
向
上
が
図
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
L
と
い
う
形
で
示
さ
れ
て
い
る
（
林
雄
二
郎
『
資

　
本
主
義
と
技
術
』
筑
摩
書
房
・
一
九
六
六
年
に
科
学
技
術
小
委
員
会
報
告
全
文
が
、
附
録

　
　
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
）
。

的
前
掲
『
目
本
経
済
の
長
期
展
望
』
六
八
八
頁
。
こ
の
内
容
も
、
さ
き
の
科
学
技
術
教
育
を

　
推
進
し
て
ゆ
く
上
で
の
教
育
学
的
原
則
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
る
。

⑳
伊
藤
整
「
近
代
目
本
人
の
発
想
の
諸
形
式
」

　
　
『
思
想
』
第
三
四
四
号
・
昭
和
二
八
年
二
月
号
。

㈲
工
政
会
の
「
学
制
改
革
案
」
が
示
す
学
校
体
系
と
よ
く
似
た
学
校
体
系
の
構
築
を
戦
後
の

　
学
校
教
育
法
（
一
九
四
七
年
）
は
求
め
て
い
る
。
さ
き
の
清
水
義
弘
は
、
　
「
現
行
の
六
・

　
　
三
制
の
学
校
体
系
は
原
則
と
し
て
維
持
し
、
そ
の
充
実
を
は
か
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
：
－
…
六
二
二
制
は
す
で
に
国
民
の
も
の
と
な
り
、
目
本
の
土
に
根
を
お
ろ
し
て
い
る
。

　
も
は
や
、
　
『
国
情
に
合
わ
ぬ
』
と
い
う
批
判
は
、
見
当
は
ず
れ
で
あ
る
。
ま
た
、
前
向
き

　
　
の
教
育
制
度
と
い
わ
れ
る
六
・
三
制
も
、
一
〇
年
後
、
二
〇
年
後
の
わ
が
国
を
考
え
た
場

　
合
に
は
当
然
の
こ
と
と
し
て
要
求
さ
れ
る
制
度
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
持
つ
べ
き
も
の
を
、

　
早
目
に
持
っ
た
と
い
う
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
し
た
が
っ
て
、
こ
の
前
提
を
無
視
し
た
科
学
技
術
教
育
振
輿
案
や
、
技
術
教
育
を
テ
コ

　
と
し
た
学
制
改
革
案
は
、
国
民
の
要
求
や
わ
が
国
の
将
来
を
考
慮
に
入
れ
な
い
提
案
と
し

　
　
て
斥
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
」
（
前
掲
『
目
本
経
済
の
長
期
展
望
』
六
八
七
頁
）
と
い
う

　
　
こ
と
を
言
い
切
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。

　
　
ま
た
、
本
研
究
第
二
編
第
二
章
第
四
節
B
の
二
に
論
じ
た
こ
と
は
、
教
育
審
議
会
に
お

　
け
る
、
ま
さ
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
シ
ス
テ
ム
と
学
校
体
系
と
の
結
合
を
め
ぐ
っ
て
の
議
論

　
　
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

鋤
教
育
訓
練
小
委
員
会
報
告
で
は
、
学
校
体
系
の
問
題
に
つ
い
て
、
　
「
科
学
技
術
の
革
新
に

　
と
も
な
っ
て
、
科
学
技
術
教
育
の
観
点
か
ら
学
制
改
正
の
要
望
が
数
多
く
だ
さ
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
る
。
例
え
ば
専
科
大
学
の
案
、
高
校
の
修
業
年
限
の
延
長
の
案
等
が
あ
る
。
学
校
制
度
と

　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
し
て
は
、
原
則
と
し
て
現
行
制
度
を
尊
重
す
る
が
、
科
学
技
術
教
育
拡
充
の
要
請
か
ら
は

　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
若
干
の
多
様
性
を
も
た
せ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
」
（
傍
点
筆
者
。
経
済
審
議
会
編
『
国
民

鯛

所
得
倍
増
計
画
』
昭
和
三
五
年
・
一
三
九
頁
よ
り
）
と
あ
り
、
六
・
三
制
原
則
堅
持
の
姿

勢
が
微
妙
に
く
ず
れ
て
い
る
。

　
な
お
、
こ
こ
で
学
校
教
育
法
と
い
う
の
は
、
公
布
時
か
ら
一
九
六
一
（
昭
和
三
六
）
年

の
高
等
専
門
学
校
が
規
定
さ
れ
る
ま
で
の
も
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
杜
会
で
は
、
計
画
的
行
為
は
、
も
は
や
単
に
事
実
的
作
用
に
対
す
る
も
の
に
と

ど
ま
る
こ
と
な
く
、
杜
会
を
組
織
す
る
法
律
的
行
為
と
融
合
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
政
治

秩
序
の
担
い
手
と
し
て
、
今
世
紀
に
は
無
理
と
断
じ
ら
れ
は
し
た
が
、
蝦
山
正
道
の
い
う

「
全
体
的
統
一
の
価
値
表
象
」
（
「
技
術
と
政
治
」
よ
り
。
こ
の
結
論
の
注
⑩
参
照
の
こ

と
）
を
持
っ
た
人
問
の
登
場
が
求
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
ま
た
こ
の
「
全
体
的
統
一
の
価
値
表
象
」
の
形
成
を
可
能
に
す
る
教
育
の
ミ
ク
ロ
・
シ

ス
テ
ム
H
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
．
シ
ス
テ
ム
の
要
と
な
る
内
容
と
し
て
提
起
さ
れ
て
い
る
も
の

を
例
示
す
る
と
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

　
本
研
究
第
二
編
第
；
早
第
四
節
B
に
論
じ
て
お
い
た
、
篠
原
雄
の
「
総
合
科
学
」
や
松

岡
久
雄
の
「
工
学
原
論
」
が
ま
ず
あ
げ
ら
れ
る
。

　
ま
た
相
川
春
喜
は
、
　
「
現
代
技
術
論
』
三
笠
書
房
・
昭
和
一
五
年
の
中
で
、
　
「
機
械
に

あ
ら
は
さ
れ
た
技
術
の
過
程
と
い
ふ
も
の
は
、
技
術
の
自
然
法
則
的
な
基
礎
特
質
と
技
術

の
杜
会
的
性
質
と
の
両
側
面
を
併
せ
も
っ
て
ゐ
る
と
い
ふ
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
技

術
が
物
質
化
さ
れ
た
過
程
で
あ
る
限
り
、
自
然
法
則
に
よ
っ
て
支
へ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い

か
ら
、
自
然
科
学
の
適
用
に
帰
す
る
こ
と
は
い
ふ
ま
で
も
な
い
。
が
し
か
し
、
ま
た
技
術

の
過
程
が
生
産
過
程
と
不
可
分
の
も
の
で
あ
る
か
ぎ
り
、
そ
の
生
産
過
程
を
特
徴
づ
け
て

ゐ
る
杜
会
的
経
済
的
法
則
に
規
定
さ
れ
る
の
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
」
（
二
〇
四
－

五
頁
）
と
し
て
、
　
「
一
方
に
自
然
法
則
に
基
礎
づ
げ
ら
れ
、
他
方
に
経
済
的
法
則
に
規
定

さ
れ
て
ゐ
る
こ
の
技
術
の
過
程
と
い
ふ
も
の
を
、
－
：
…
：
自
立
し
う
る
一
個
の
過
程
と
し

て
、
ま
た
は
そ
の
う
ち
に
自
ら
の
内
在
的
合
則
的
な
発
展
を
も
つ
一
個
の
過
程
と
し
て
、

把
へ
る
」
（
二
〇
五
頁
）
「
技
術
学
（
テ
ヒ
ノ
ロ
ギ
イ
）
」
を
提
起
し
た
。

　
倉
橋
藤
治
郎
『
目
本
工
業
概
論
』
　
（
第
一
巻
）
工
業
図
書
株
式
会
杜
・
昭
和
一
八
年
や

西
田
博
太
郎
『
工
業
概
論
』
千
倉
書
房
・
昭
和
一
九
年
も
、
要
と
な
る
も
の
を
打
ち
出
そ

う
と
す
る
試
み
で
あ
る
。

　
そ
れ
か
ら
、
こ
の
結
論
注
帥
に
紹
介
し
た
『
明
目
の
日
本
と
資
源
』
に
あ
る
、
「
資
源

「
技
術
の
制
度
化
」
過
程
に
お
け
る
教
育
の
杜
会
的
課
題
（
大
淀
）



島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
　
第
十
九
巻

40

間
題
は
自
然
科
学
的
な
側
面
と
同
時
に
杜
会
科
学
的
な
面
を
あ
わ
せ
も
っ
て
い
る
。
自
然

科
学
と
杜
会
科
学
と
の
両
方
に
わ
た
る
科
学
の
1
領
域
－
い
わ
ぱ
『
資
源
学
』
が
確
立
さ

れ
る
べ
き
で
あ
る
。
L
（
一
七
六
頁
）
も
要
と
な
る
べ
き
ユ
ニ
ー
ク
な
内
容
を
示
唆
し
て
い

る
。　

黒
沢
一
清
が
刊
行
し
た
『
理
論
産
業
学
』
上
巻
・
時
潮
杜
・
昭
和
五
一
年
と
同
下
巻
・

昭
和
五
二
年
は
、
要
と
な
る
べ
き
、
き
わ
め
て
内
容
豊
富
で
体
系
的
た
「
産
業
学
」
が
あ

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
「
黒
沢
「
産
業
学
」
こ
そ
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
シ
ス
テ
ム
の
要
と
な
る
内
容
追
求
過
程

の
一
つ
の
金
字
塔
と
し
て
こ
れ
か
ら
も
存
在
し
て
ゆ
く
で
あ
ろ
う
。

　
「
産
業
学
」
の
体
系
は
、
左
の
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
産
業
学
の
一
般
的
体
系

　
個
別
産
業
論
↑
・
：

機
械
系
産
業
論

　
精
密
機
械
工
業
論

｛
　
■
　
●
　
■

装
置
系
産
業
論

　
化
学
工
業
論

｛
　
■
　
●
　
■

建
設
産
業
論

運
輸
産
業
論

通
信
産
業
論

知
識
・
情
報
産
業
論

サ
ー
ビ
ス
産
業
論

エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
論

自
然
資
源
産
業
論

　
農
業
論

　
水
産
業
論

　
鉱
業
論

　
　
　
　
9
0
．

：
－
↓
一
般
産
業
学
↑
…
…

産
業
学
原
論

産
業
学
各
論

　
　
産
業
政
策
・
管
理
論

　
　
産
業
史
論

　
　
産
業
法
制
論

　
　
産
業
シ
ス
テ
ム
論

　
　
産
業
情
報
論

　
　
産
業
調
査
論

　
　
産
業
分
析
論

　
　
産
業
開
発
論

　
　
産
業
計
画
論

　
　
産
業
管
理
論

　
　
産
業
環
境
論

　
　
産
業
資
源
論

　
　
産
業
地
域
論

　
　
産
業
杜
会
学

…
↓
関
連
諸
学
問

哲
学
・
論
理
学

数
学
・
統
計
学

物
理
・
化
学

各
種
固
有
技
術
学

会経文歴経人資技

計営明史済口源術

学学論学学学論論

法
制
・
行
政
学

心
　
理
　
学

医
　
　
　
学

杜
　
会
　
学

公
益
産
業
論

　
　
　
　
①
叶
〇
一

産
業
心
理
学

産
業
技
術
論

産
業
流
通
論

産
業
金
融
論

産
業
労
働
論

　
　
　
　
①
け
〇
一

『　　　’里佐巨佐巨’生佐巨

理　業業業業業
論　労金流技心
産　働融通術理
業g論論論論学善ρ

上
巻

四

九　サシ生生人
1　イス
五　バテ態物類
○　ネム
頁　テ科学学学
よ　イ学
り　ク
O
　①ス
　o

（
島
根
大
学
教
育
学
都
教
育
学
研
究
室
）


